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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ




　───夢を見た。

　遠い追つい憶おく。まだ幼いころの夢を。




「アーク。起きなさい、アーク。そろそろ出発しますよ」

　夢の中で、アーカイルド＝テンゼンは洞どう窟くつの暗がりに身を潜ひそめるようにして寝ね転ころがっていた。外から差し込んでくる眩まばゆい日差しに目を細める。

　光を背にして、誰だれかがこちらを見下ろすように立っていた。

「……うっせぇ。そのアークって呼び方やめろ」

　包くるまっていた毛布を取り払はらい、上半身を起こすと、こちらを見下ろしている相手───赤せき髪はつの男が鷹おう揚ような微笑ほほえみを湛たたえる。

「おはよう、アーカイルド。さっそくですが私、滑かつ舌ぜつが悪くて相手の名前が長いとよく噛かむんですよ。だから私はあなたを『アーク』と呼びます。あなたを引き取る際、はじめにそう断ったはずですが？」

　この男は嫌きらいだった。

　貧ひん弱じやくそうな体つき、いつも顔色が悪くて、そのくせ柔やわらかな笑みを絶やさない。

　自分と同じ運命に生まれた者───同じ《断バちリ切アるン者ト》だとは到とう底てい思えなくて。

「お前……いつもニヤニヤしてて気持ちが悪い」

「うおっ。子供のくせに言うことがキツいですねぇ」

「父さんも母さんも。里のみんなが言ってた。俺たちは呪のろわれているんだって。殺すことを目的に生まれて、殺すことでしか生きられない人間なんだって。だから、みんなが暗い顔してた。ずっと下ばっか向いてた。……でも、お前は違ちがう。それが気持ち悪い」

　アーカイルドが言うと、男は口元に手をあてて思案顔になった。

「なるほど。その意味で『気持ち悪い』ですか。ならば、むしろ褒ほめ言葉ですね。褒めてくれてありがとう、アーク」

「…………」

「ほらほら。ヘンなものを見るような目をしない」

　男が膝ひざを折る。

　右手を伸のばすと、仏ぶつ頂ちよう面づらをしているアーカイルドの頭にそっと添そえた。

「アーク。私達は現い在まを奪うばう者。そして過去を奪われた者。目の前にあるものから顔を背そむけ、過ぎ去ったものに思いを馳はせても、始まるものなど何もありませんよ？　ただ虚むなしいだけだ」

「…………」

「だからあなたも笑いなさい。───常に、心に、光を。それさえ忘れなければ、未さ来きに見えてくるものが必ずあるはずです。前を向いて歩きましょう。苦難も、喜びも、そして出会いも。この世界の全すべてを惜おしみなく楽しむために、ニヤニヤ笑い続けましょう」

　言いながら、男は言葉通りに笑った。飄ひよう々ひようとした物言いといい、人を煙けむにまく言動といい。正直、何を考えているのかまったく読めない。

「まあ、あなたにもいずれ分かるでしょう。私達が生まれてきた意味。ここにいる本当の意味。それに下ばかり向いて歩くのは……首が疲つかれますしね」

　アーカイルドの頭から手を離はなし、腰こしを上げると、クルリと踵きびすを返す。

　その頼たよりない背中には、ボロボロの布に覆おおわれた一ひと振ふりの剣けんが担かつがれていた。

「お前は……お前の考え方はキライだ。能天気で、バカっぽくて、図ずう々ずうしくて。だから俺はお前の全てが大キライだ」

「結構。今はそれでもいいですよ」

　悪態をつきつつ、アーカイルドも立ち上がった。

　男の隣となりに並んで朝日に目を向ける。

　暖かな日ひ溜だまりの中、不意に彼がこちらを見た。

「……それはそうと。そろそろ、その『お前』という呼び方はやめて、私を『お父さん』と呼んでみてはいかがでしょうか？　あ、いや、『親父おやじ』というのも中々に捨てがたいですねぇ、それっぽくて。きっと素す敵てきですよ、アーク」

　相変わらずの笑顔。ムカツクほど希望と優やさしさに溢あふれた、彼の笑顔。

　つくづく気に食わない。俺達を差し置いて、一人だけふざけた態度を取るこいつが。

　だから───。




「……やだね。死んでも。絶対に」




　ふざけたこいつを、狂くるおしいほどに羨せん望ぼうした。











　第一章　　第三都市フィルファ




　　　　１




　尖せん塔とうの鐘かねが高らかに鳴り響ひびく。

　街中に並び立つレンガ造りの民家。その奥に聳そびえる巨きよ大だい建築物から次々と人が現れ、石いし敷じきの路地をそぞろ歩きはじめる。彼等のほとんどはまだ歳としも若く、深緑を基調とした制服に、その上から防寒用の外がい套とうを纏まとっていた。

　国家集合区、第三都市フィルファ───。

　特別行政区画、和親の象しよう徴ちよう、大陸全土の機能を担になう中ちゆう枢すう。呼び方こそ多様であれど、大陸に住まう者ならば誰もが世界の中心と認める領域。その中において、フィルファは特に多くの霊れい樹じゆ師しが籍せきを置くとされる街。

　今、午前中の授業を終えて《学院》から食堂へと向かう学生たちに交ざり、軽かろやかに石いし畳だたみを打つ足音が一つ。

　……誰の目にも異質と映る少女だった。陽光を浴びて仄ほのかに煌きらめく白銀の髪色、まだ十代にも満たないであろう幼い顔立ち、ガラス細工のように小こ柄がらで繊せん細さいな体たい躯く。しかしながら、安易にただの子供とは言い難がたい、どこか神秘的な雰ふん囲い気きをも漂ただよわせている。

　と、足早に脇わきを走り抜ぬけたその少女を見て、路地で雑談していた数人の男子学生が後ろから声をかけた。

「あれ？　今日はお出かけ、メルちゃん？」

　少女はピタリと足を止めて、

「うんっ！　今日は大事な日だから、家に帰って準備をしなきゃいけないんだ」

　振り返りながら屈くつ託たくなく笑った。

　眩まぶしいほどの明るい笑顔。男子学生たちも釣つられるようにして微笑み返す。

　だが、彼等はすぐに笑顔を引っ込めた。そして今度は正反対に表情を渋しぶくする。

「で。その大荷物はなによ？」

　少女の背には、身み丈たけを優に超こえる巨大なぬいぐるみが担がれていた。

　あまりにも巨大なため、少女が動くたびに地面についた両足がズリズリと擦こすれている。見た目もひどく不ぶ恰かつ好こうで、子供が見たら泣き出しそうな外見をしていた。

「あ、これ？　これはねぇ。プレゼントっ」

「プ、プレゼント……？」

　男子学生たちは顔を見合わせて眉まゆ根ねを寄せた。

「あのさ……メルちゃん？　言っちゃなんだけど、そんな不気味な人形を貰もらって喜ぶ奴やつなんかいないと思うぜ？　誰のためのプレゼントかは知らないけどさ」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだよ」

「いや、だからね？」

「大丈夫なの。喜んでもらうためのプレゼントじゃないから」

　少女はぬいぐるみを両手で持ち上げ、力ちから一いつ杯ぱいにギュッと抱だきしめた。

「楽しみだなぁ……。なるべく早く帰ってくるといいな」

　弾はずんだ口調でひとりごちる。

　だが、男子学生たちの表情は激しく引きつっていた。彼等の全員が少女の笑顔になにか危険なものを感じ取る。口ではうまく説明できないが、なにかとてもイヤな感じの───殺意にも似たような感覚。

　不安に駆かられる彼等を尻しり目めに、少女はぬいぐるみを背に担ぎ直すと、おどけた仕草で敬礼のポーズを取った。

「それじゃ、ボクはもう行くねっ！　ばいば～い」

　元気よく告げて、走り去る少女。

　その後ろ姿を見送りながら、男子学生たちは心の中で祈いのった。

　少女の待ち人である、誰か。

　その見知らぬ誰かに、同情の意味を込こめて───。




　　　　２




「ぶえっくしょィッ!!」

　大きなくしゃみが一つ、背後から聞こえてくる。

　背中に降りかかる飛ひ沫まつを不快に思いながら、御ぎよ者しや台だいで馬車の手た綱づなを握にぎるニキ＝ミスクライラは表情を渋くさせた。目を半開きにして荷台の方を振り返る。

「……人の背中に唾つばを吹ふきかけないでくださいよ、アーク」

「ぬ？　おお、わり」

　洟はなをすすりながら、赤髪の青年が悪びれない口調で謝った。

　アークと呼ばれた青年は荷台から御者台へ飛び移ると、ニキの隣にストッと着地する。

「予想外の気候にちょっとな。デディウンの国境を越こえてから妙みように肌はだ寒ざむいじゃん？」
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「当たり前です。一年を通して麗うららかな気候を保つ大陸南部とは勝手が違うんですから。今年の雪解けは例年よりも遅おそい方でしたし」

「そうは言っても春だろ？　春が寒いとか反則じゃねえか───へぶしッ」

「わわっ！　ああもう！　わざわざこっちに向かってしないでくださいよ！」

　青々とした空の下もと。空気は乾かん燥そうしていて少し肌寒い。

　大陸南部から移動してきたニキ達にとって、それはいっそう感じられることだった。

「だから言ったじゃないですか。簡単な上着くらいは買っておいたほうがいいって」

　そう言うニキは、制服の上から新品の外套を羽織っていた。

　事前に訪おとずれていた街で購こう入にゆうしたものである。見た目こそパッとしないが、アークが着込んでいる深しん紅くの外套と比べれば、かなりしっかりとした作りをしていた。

　アークは安っぽい自分の外套の裾すそを指でつまんで持ち上げると、不服そうに鼻を鳴らす。

「これが俺の一いつ張ちよ羅うら。衣服なんぞにムダ金を使う余よ裕ゆうがあるかよ」

「お金なら貸してあげるってちゃんと言ったはずです」

「はんっ。どうせじきに暖かくなるんだ。必要ねえよ。一時の寒さを凌しのぐために、すぐに役に立たなくなると分かっているボロ布を買って、忘れたころに金を返さなきゃならない。そんな末路を考えてみろよ？　死にたくなるね」

「それで体調を崩くずしてちゃ世話ないでしょうに」

「安心しろ。俺は体の丈じよう夫ぶさだけが取り柄えだ」

　まったく頼りにならない宣言。相変わらずの金銭に対する執しゆう着ちやくというかなんというか。

　呆あきれ返りながら、ニキは馬車が走る進路へと顔を上げた。

　石敷きの立派な道の左脇には、自然の河か川せんを利用して造られた内陸運河が流れている。国家集合区に置かれた都市同士を繋つなぐ、重要な物資運うん搬ぱん用水路。水上を走る船せん舶ぱくもチラホラと見受けられ、今まで通ってきた道とはまた違った趣おもむきを見せていた。

　途と中ちゆう、道を行く一頭立ての馬車とすれ違った。御者台で手綱を握る行商人らしき年配の男性は、対面からやってくるニキの姿を見かけるなり、馬を止めてゆっくりと馬車を降りる。被かぶった帽ぼう子しを脱ぬぐと、敬意を払はらうように深々とお辞じ儀ぎをした。

　ニキも慌あわてて頭を下げ返した。

　男性は愛想よくニッコリと微笑ほほえむと、御者台へと戻もどって再び馬を進める。ニキはふぅっと小さく深呼吸して、自分の胸に手を据すえた。

　首筋から垂らされた装身具をそっと握りしめる。

　───国家から認められた《霊れい樹じゆ師し》の証あかし。

　年とし端はのいかない娘むすめの自分が身に着けているだけでも、人々に畏い敬けいの念を喚かん起きさせる。

　当然、価値あるものなのだが、どうもニキには重荷に感じられて仕方なかった。

「あー、チクショウ。鼻水が止まらねえ。なあ。荷物の中にチリ紙とか入ってないか？」

　ニキの悩なやみもどこ吹く風で、アークが呑のん気きな声を上げる。

　物思いに耽ふけっていたニキは冷めたように目を細めた。

「あるにはありますけど。あまり無む駄だ遣づかいはしないでくださいよ？　たった紙一枚を作るのにも、たくさんの樹木や植物などが使われているんですから。大体、前の街で素す直なおにお金を借りて防寒具さえ買っていればこうはならなかったはずです。何事も体を壊こわしてからじゃ遅いんですから。体調管理はしっかりとですね───」

「あーあー。分かった分かった、分かりましたよ。ガキを叱しかる母親みたいにガミガミと言わんでくれ。気が滅め入いってくる」

　うるさいハエを追い払うみたいに手をヒラヒラと振るアーク。ニキはむっと頬ほおを膨ふくらませた。子供みたいに世話を焼かせるのはどっちだろうか、まったくもう……。

「イリューネ。荷物の中から紙、取ってくれ」

　ニキのふくれっ面つらを見ないようにしながら、アークは荷台に向かってそう声をかけた。

　すると、ニキとアークの間へ割り込むようにして、細い腕うでがニュッと伸のびてくる。

　紅葉もみじのように小さな両手の上には、広葉樹の葉が一枚、ちょこんと乗せられていた。

「おい……。俺は紙をよこせと言ったんだが」

　新品の外套にすっぽりと身を包まれた少女が、感情の起き伏ふくに乏とぼしい表情で二人を見つめ返していた。年ねん齢れいは十歳に足りるかどうかといったところ。長い深緑色の髪かみに、その上から大きめの帽子を被っている。外套のサイズが小柄な体躯に合っておらず、まるで布で包まれた人形のような出いで立ちをしていた。

　少女は自分の手の上に乗った葉を一いち瞥べつすると、可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

「むだづかい、しない」

　細い喉のどを震ふるわせて、風鳴りのように幽かすかな声が奏かなでられる。

　アークは額に手を当てて嘆たん息そくした。非難がましい目つきになって、ニキを睨にらみ据える。

「……ほれ見ろ。お前が口うるさく言うから、イリューネがまた余計な言葉を覚えちまったじゃねえか」

「わ、わたしのせいですか!?」

　焦あせって反論するものの、アークの文句を完全には否定できなかった。

　彼女───イリューネが人間として自分たちの旅路に同行するようになったのは、つい先日のことだ。

　最初の方こそ言葉の一つも発せない状態だったが、近ごろの言語発達は著いちじるしかった。

　特にニキのアークに対する小言は、必ずと言っていいほど完かん璧ぺきに復唱してみせる。

「わたしだって狙ねらってそうしてるわけじゃないですっ！　アークが常つね日ひ頃ごろからだらしなくしてるのがいけないんでしょ!?」

「いーや。小言の多いお前の責任だね。……ったく。これは再教育の必要があるな」

　アークは倦けん怠たい感を顕けん著ちよにした仕草で頭を掻かくと、背後のイリューネに首を突つき出した。

「あのな、イリューネ？　俺たち人間は文明的な生き物だ。確かに葉っぱの一枚で色々とできなくもないが、文明の恩おん恵けいは最大限に利用して───いでででッ」

「……むだづかい、しない」

　理り屈くつを並べるアークの鼻に、イリューネが小さく丸めた葉を容よう赦しやなく突っ込んだ。

「ぐへぇ！　い、いきなり突っ込んでくるな！」

「あーく、むだづかい、しない」

「分かったから！　その手を離はなせあだだだだだだだだっ！」

　ジタバタと暴れる二人を尻しり目めに、ニキは憂うれえた溜ため息いきを吐ついた。

「大おお騒さわぎするのはいいですけど。街に着いたら少しは静かにしてくださいよ？　いつも注目の的になって恥はずかしいんですから」

　注意すると、アークがグリンと首を回して振り返る。

　鼻に詰つまった葉を抜き取る彼は、「そのことなんだが」と神しん妙みような面おも持もちで切り出した。

「目的地まではあとどのくらいかかるんだ？　流石さすがに携けい帯たい食しよくは食い飽あきたぞ。そろそろまともな食しよ餌くじにありつきたいもんだね」

　アークの言葉に、後ろのイリューネもコクコクと頷うなずく。

　少し前に昼食を摂とったはずの二人の瞳ひとみは有り余る食欲と期待で輝かがやいていた。

　ニキは呆れ顔で肩かたを竦すくめる。

「もう少しだと思いますよ。そろそろ目印が見えてくる頃ですし」

「目印？」

「はい。……あっ。さっそく見えてきました」

　ニキの視線で示した先。

　そこには、根から枝先に至るまで真っ白に染められた枯かれ木きがあった。

　今年の春はまだ寒気を残し、日差しも弱いため、運河沿いに植えられた落葉樹の葉の寿じゆ命みようは短く、芽め吹ぶきも遅い。葉を広げても充じゆう分ぶんなエネルギーを得られないからだ。

　しかし、その白い樹木のように葉一枚すら枝に付けていないものは皆かい無むだった。

　この場において一本だけ明らかな異質。色しき彩さいも相まってか、石英で作られた彫ちよう像ぞうのようにも思えた。幹や枝にも水気を孕はらんでおらず、樹木自体が既すでに死んでいるかのようだ。

「……《白はく樹じゆ》と。この付近の人間は呼んでいます」

　白い樹の脇わきを通りながら、ニキは軽く説明をする。

「ここ、国家集合区全域のみで見られる珍めずらしい品種です。一年を通して一いつ切さいの葉を身につけず、その生態は実のところよく分かっていません。霊樹とも違うのですが、霊樹師たちからは同じくらい神聖なものとして扱あつかわれています」

「あの樹きがなんの目印になるってんだよ？」

「《白はく樹じゆ》は人が多く集まる都市付近以外には根付かないんですよ。あれが見えてきたということは、目的地が近い証しよう拠こです」

「……ふーん。生態の分からない神聖な樹ねぇ」

　言いながら、アークは《白はく樹じゆ》を興味深そうに眺ながめる。イリューネも荷台の中から身を乗り出して、ジッとその樹を見つめていた。

　二人の予想以上の反応に驚おどろきはしたが、なにせこの地域にしか見られない珍しい樹木だ。少なからずの興味を持つのも当たり前だろう。

　そう納なつ得とくして、ニキは前に向き直った。

　薄うすい雲がかかった遠くの空に、ぼんやりと都市の輪りん郭かくが確かく認にんできる。

　───国家集合区、第三都市フィルファ。次の目的地、そして自分の故郷でもある場所。

　その方角に向かって、ニキは無心に馬を進ませ続けた。







「お疲つかれ様さまです。よろしくお願いします」

　日が真上に昇のぼり、俄にわかに暖かみが増してきた時間帯。

　城門前に辿たどり着いたニキは、さっそく通行手続きを済ませていた。

　書簡を受け取った女性役人は紙面に素早く目を走らせる。とは言っても、彼女はニキと顔見知りの間あいだ柄がらだったので、あくまで形式的なものではあった。

　書簡を読み終えた女性は顔を上げると、厳格だった表情をふっと緩ゆるめて、

「おかえり、ニキ。通っていいよ」

「ありがとうございます、ミセス」

「その『ミセス』ってのはやめてほしいね。一気に老ふけ込んだ気分になるよ」

「ご、ごめんなさい……」

「ただの冗じよう談だん。相変わらず不安になるくらい素直な子だね、アンタは。特級霊樹師マスターフルブリースが過保護になるのも分かる気がするよ」

　検問を務める女史は、悪戯いたずらっぽく笑った。

　しかし、ニキと雑談を交かわす間も、彼女の視線はチラチラと馬車の荷台へ注がれていた。

　退たい屈くつそうに欠伸あくびを噛かみ殺す赤髪の青年と、ぶかぶかの外がい套とうに帽子を被った幼い少女。

　どちらとも女史にとっては見覚えのない顔であるはずだが、彼女はあえて言げん及きゆうしてくるようなことはなかった。

　ニキは彼女の気き遣づかいに感謝しつつ、都市を囲む立派な城門下へと馬を進めた。

「あっ。ちょい待ち」

　唐とう突とつに呼び止められて、ニキはビクッと身を震わせた。

「な、なんですか？」

「……うちのエイミィがあんたに会いたがっていてさ。よかったら上に報告へ行く前に顔を見せてやっておくれよ。今は市場の方をうろちょろしてるはずだから」

　気き抜ぬけした。そんなことか。

「了りよう解かいです。なるべく捜さがしてみます」

「上々だ。よろしく頼たのむよ」

　女史は告げるなり、次の来場者の許もとへと近づいていってしまった。

　なんとか事なきを得て、ニキはホッと安あん堵どの息を吐く。思っていたよりは簡単にクリアできてよかった。国境付近の検問では、荷台の二人のことをしつこく訊たずねられて、ものすごく面めん倒どうくさかった記き憶おくがあったからだ。

「デカい都市だから警備もすげぇ厳重なのかと思ったが。案外アッサリと通れるもんだな」

　背後のアークが、ニキとまったく同じ感想を漏もらした。

「ミセスはわたしが学院に入学する前からの知り合いですから。気を利きかせてくれたんですよ」

「そういや、お前はこの街の生まれだっけ？」

　トンネルのように奥行きがあった城門を潜くぐり抜けた。

　一気に視界が開ける。ニキと会話をしていたアーク、そして荷台で黙だまって大人しくしていたイリューネさえも、しばらく目の前の情景に魅み入いった。

　小さな村一つ程度なら軽く収まってしまいそうな広場の光景が、展開されていた。数多くの露ろ店てんが広げられ、商人たちが景気のいい声を上げている。客層は若者が特に多く、ニキと同じ深緑を基調とした制服を纏まとっている者たちも見受けられた。

　広場の奥には立派なレンガ造りの建物が立ち並び、さらにその奥に巨きよ大だいな建造物が聳そびえている。遠くの方には緑あふれる丘おかが見えた。

　国家集合区、第三都市フィルファ。

　今まで訪おとずれた街や村とは比べ物にならない規模の広大さに、荷台の二人は言葉を失っていた。やがてアークが我に返ったようにブルブルと首を振ふる。

「こ、これが税金の結けつ晶しようってやつか……！」

「言うに事を欠いてそれですかッ」

　素す早ばやくつっこむニキに、アークはヘラヘラと笑い返した。

「しっかし、改めてデカい街だな」

「当たり前です。国家集合区は大陸の中心。そこに置かれた都市の一つであるここフィルファは『霊れい樹じゆ師しの街』。ほら、あの奥に見える大きな建物が《学院》ですよ」

　ニキはひときわ目立って巨大な建造物を指さして説明する。

　霊樹や大自然を守るために、各国が協定を結んで作り上げた組織《国家連合》。その本部こそが、大陸の中心に据すえられたここ国家集合区であった。各国から多くの役人が集められ、籍せきを置き、有事の際には迅じん速そくな対応に臨のぞめる。

　故ゆえに、都市に住まう権利を持つのは国の重役を担になう者か、その血けつ縁えん者、家族のみである。

　アークの言うように、国が集めた税金で建てられた国立都市であるのだが……もちろん、それだけで成り立っているわけではない。

「城門を抜けて手前に見えるのが市場です。ここでは外地から訪れた行商人が各おの々おのの商品を持ち寄り、自由な交易を行うことが許されています」

「役人の集まる街なんだろ？　商人なんか招き入れていいのかよ？」

「もちろん、大規模な店てん舗ぽを持つことは禁じられています。この街を訪れる行商人は宿を借り、露店を広げて商売を行うんです。宿とは言っても個人経営のものではなく、都市が管理する宿舎みたいなものですが」

「……なんだその面倒なシステムは。商人共もよくまあこんな場所まで足を運ぶ気になるもんだな」

　運河から流れてくる船せん舶ぱくに積まれた大量の荷、そして露店に広げられた商品の数々。食材、日用品、装そう飾しよく品……。売られている物の種類は多た岐きにわたるが、他ほかの土地でこれだけの商品を広げても、到とう底てい捌さばき切れるものではない。

　要するに、この街に住まう客は、はぶりがいいのだ。

　国家連合によって定められた大陸法により、物資消費削さく減げんが強制されたこのご時世。役人か貴族、大商人でもない限り、懐ふところに余よ裕ゆうのある者など少ない。その点、ここは安定した収入が約束されている役人の街。商人たちにとってはまさに絶好の場であった。

「半ば提てい携けい関係にある分、税率も安いですからね。そもそも都市内で生産が行われないので、当たり前と言えば当たり前なんですが」

「逆に物資を運ぶ商人の足が途と絶だえれば、この街は成り立たないわけか。相そう互ご依い存ぞんというか何というか……国家同士が手を組み、その上で形成された都市ならではの荒あら業わざだな」

　通りすがる露店を見やりながらアークが呟つぶやく。

「見たところ、入場が許可されているのも名のある大商人ばかりなんだろ？　結局、甘い汁しるを啜すするのは国家のおひざ元にある金持ち共ってわけだ。貧びん乏ぼう商人や僻へき地ち暮らしの農民がやっかむのも無理ないな」

　アークの皮肉な物言いに、ニキは何も言い返せなかった。

　環かん境きよう保ほ護ごを名目に敷しかれた大陸法ではあるが、一部の人間が得をする構造ができあがっているのは確かだ。そして間ま違ちがいなく、自分もその一部の人間に含ふくまれていた。

　なんとかならないものかとは考える。

　ただ、答えは見つからない。見つかったとしてもそれが正しいのかは分からない。

「───コラ。考えすぎだ、バカタレ」

　そのとき、後ろから頭をポコリと叩たたかれた。

　ビックリして振り返ると、アークがやれやれと首を振っていた。

「お前に対して嫌いや味みを言ったわけじゃねえよ。あまり悩なやまれるとこっちが困る」

　アークはきまりが悪そうに頭をバリボリと掻かき毟むしると、

「だから、その、なんだ。……少し軽けい薄はくだった」

　不器用な口ぶりでそう言って、目を逸そらした。

　ニキは目を見開いて驚く。

「ど、どうしたんですかアーク？　素直に謝るなんてアークらしくないです。アークはもっとこう、捻ひねくれてて、ねじ曲がってて、嫌味っぽい人間のはずでしょう？　もしかして熱でもあるんですかッ？　ごめんなさい、わたしが上着を買ってあげないばっかりに……」

「……ああン？」

　とたん、アークの顔がいつも通りの胡う散さん臭くさそうな表情に戻もどった。

　ジロジロとニキの顔を覗のぞき込むようにすると、不意に腕うでを前に伸のばして、

「───にゃふっ!?」

　呆ぼう然ぜんとするニキの頬ほおを指で抓つまみ、両側にぐにゅ～っと引っ張り始めた。

「にゃ、にゃにふるんですか!?」

「ほれほれ。よーく伸びるぞ」

「やっ、やっ、やめれくらはい～～～っ！」

　アークに頬ほっぺたを弄もてあそばれるニキは、腕をジタバタとさせる。

　当のアークはニキを苛いじめるのを愉たのしむように意地悪な笑えみを浮うかべていた。

「失念してたぜ……。お前はそういう奴やつだったな。この超ちようド級の天然ちゃんが」

「て、てんねんっ!?　もうっ、さっふぃふぁらなにいってるんでふかァ！」

　やっとの思いでアークの手を振りほどく。

「はぁはぁ……。なんなんですか……本当にもう……」

「あー。なんでもねえ。忘れてくれ」

「わ、忘れてくれって！　人の頬ほっぺたで遊んでおいて！」

「おう。柔やわらかくて触さわり心地ごこちは中々だったな」

「やわらかッ───!?」

　ニキの顔からボンッと湯気が立ち上る。

「まあまあ。そう怒おこるなよ。それよりも腹が減ったな」

「それよりも!?　あ、あなたって人はどこまでデリカシーがないんですか！」

　目じりをつり上げて怒ど鳴なり散らすニキ。

　だがその怒いかりも、長くは続かなかった。

「───おい。イリューネ、どこ行った？」

　荷台の方へ顔を巡めぐらせたアークが、不意にそんな疑問を漏らした。

　怒り顔のまま、ニキも彼に従って荷台を見る。

　……いない。

　それまで荷台で二人の会話にぼーっと聞き入っていたはずのイリューネが、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　ニキは青い顔をして人で溢あふれ返る市場をグルリと見回す。

「ど、どどどどどどどこに行っちゃったんでしょう!?」

「落ち着け。おそらくだが───食い物の匂においにつられたな」

「お、お昼ごはんなら街に着く前に食べたはずですっ」

「レインガーデンで俺の懐を半日もかからずに寂さびしくさせたチビだぜ？　携けい帯たい食しよく程度であの大食いが満足するとは思えねえな」

　そう言うアークは、荷台の壁かべに立てかけてあった布に巻かれた巨大な物体を引っ張り出すと、背中に担かついで馬車から飛び降りる。

「アーク!?」

「食い意地の張った迷子捜さがしだ。お前は先に行って、俺の報ほう酬しゆうの件について上と話をつけておいてくれ」

「えっ!?　えええええええっ!?」

　途と方ほうに暮れるニキを置き去りにして、アークは雑ざつ踏とうの中へと姿を消してしまった。
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　アークの姿が見えなくなった直後、息を吹ふき返したようにニキは馬車の御ぎよ者しや台だいから立ち上がった。

　追わなければ。咄とつ嗟さにそう思い至る。

　ゆっくりと歩みを進めていた馬を停止させて、馬車を降りる。

　後になって考えてみれば、荷物をそのままにしておくわけにはいかなかったし、今さら彼等を追っても見つけられる保証なんてなかったのだが……あの二人を放ほうっておくわけにはいかないという、ある種の使命感のようなものが先行してしまっていた。

　人ごみに目を向けて、一歩踏ふみ出そうとしたそのとき───。

　ドサッと。

　背後で何かが地面に落ちるような音がした。

　音に引かれてニキは振り返る。

　すると、少し離はなれた所に一人の少女が立ち竦すくんでいた。

　年ねん齢れいはニキと同じか、少し下くらい。邪じや気きの感じられない童顔に、左右をツーサイドアップでまとめたセミロングヘア、ぱっちりとした大きな双そう眸ぼう。服装はニキとまったく同じの深緑の制服を着ていて、その上から少しだけ上質な防寒用の外がい套とうを羽織っている。

　少女は手から零こぼれ落ちてしまった荷物の袋ふくろには目もくれず、ニキをジッと見つめていた。

　ニキもまた、唖あ然ぜんとして彼女を見つめ返す。

「ニキ……お姉ちゃん？」

「エイミィ……？」

　反射的に名前を呼び合う。

　瞬しゆん間かん、少女がわっと声を上げてニキの胸むな元もとへ飛び込んできた。

「お姉ちゃん！　本当にニキお姉ちゃんだぁ！　会いたかったです、お姉ちゃん！」

「ちょ……エイミィ……!?　ひ、ひとまず落ち着いて」

「毎日お祈いのりしてたんですよっ!?　ニキお姉ちゃんが早く遠えん征せいから帰ってきますように、無事でありますように、病気とかしないようにって！　あ、でも病気をしたらもちろん私が看病してあげるつもりでした！」

　早口にまくし立てながら、ひたすら胸元に頬ずりをしてくる少女。

　突とつ然ぜんの状じよう況きように頭がついていかず、ニキは目を白黒させた。少女が大声で叫さけぶものだから、通行人たちが思わず足を止めている。

「エ、エイミィ……。とにかく落ち着いて。みんながこっちを見てるよ？」

　諭さとすように優やさしく言うと、抱だきついていた少女は口を噤つぐんだ。

　彼女は急に大人しくなって地面に正座をする。幼さを残すその顔はしょぼくれていた。

「…ごめんなさい、ニキお姉ちゃん。私ってば本当に鬱うつ陶とうしい後こう輩はいですよね……。鬱陶しくてごめんなさい。反省するから嫌きらわないでぇ……！」

「エ、エイミィ。嫌ったりしないから大だい丈じよう夫ぶよっ」

　少女は瞳ひとみを潤うるませて嗚お咽えつを上げ始める。

　ニキは慌あわてて彼女の背中を擦さすってあげた。

「本当……？　本当にニキお姉ちゃんは私のこと嫌いにならない？」

「う、うん。ならないよ。だから───」

「お姉ちゃん大好きっ！」

　即そく座ざにまた抱きつかれる。なんという立ち直りの早さだろう。

　……霊れい樹じゆ師し候補生、エミリア＝レルフ。

　学院に通う学生であり、友人であり、同時に後輩でもある。

　彼女をなんとか宥なだめたニキは通路に停とめてある自分の馬車に目を移した。エイミィとの再会で幾いく分ぶんか冷静さを取り戻し、馬車をこのままにしておくわけにはいかないと気づく。

　アークたちのことは心配だったが───このような状況になってしまったからには仕方ないだろう。

「……エイミィ。通行の邪じや魔まだし、とりあえずここから移動しよう？」







　人通りの少なそうな路地を見つけたニキは、馬車をその脇わきに停めた。

　手て頃ごろな高さに積まれた荷物の箱を見つけ、ゆっくりと腰こしかける。

　ニキの後ろにカルガモの雛ひなのようにピッタリとくっついていたエイミィも、すぐ隣となりに腰を落ち着けた。彼女は満面の笑みでニキを見つめている。

「帰ってくるなら帰ってくるって知らせてほしかったです、お姉ちゃん」

「えっと。ご、ごめんね、エイミィ。色々と忙いそがしくてそれどころじゃなかったの」

「いいんですっ！　お姉ちゃんは悪くないです！　悪いのはこの私です！　鬱陶しくてごめんなさいっ！」

「鬱陶しいとは一言も言ってないけど!?」

　エミリア＝レルフが素す直なおでいい子なのは疑いようもない事実だ。

　友達想おもいだし、勉学に取り組む姿勢も真ま面じ目めで、成績だって悪くない。近い将来に霊樹師の資格を得られるだろうと、学院の講師たちからも期待されている。

　ただ一点、自分との関かかわりとなるとどうも平常心が保てなくなる子だった。

　霊樹師である先せん輩ぱいへの憧あこがれ。ニキ自身はそう解かい釈しやくしていたが、最も親しい学友であったティディ＝アグカルトは別の意味で彼女を警けい戒かいしているようだった。ニキに近づいてくる彼女をティディが「鬱陶しい」と苛め抜ぬくサマは、近ごろの学院の名物になっていたほどである。

　ティディが居合わせない今、エイミィの甘えに歯止めは利きかない。

　子こ猫ねこのようにゴロゴロと喉のどを鳴らして、ニキの肩かたに擦すり寄っていた。

「こうして二人きりで話ができるのは本当に久しぶりですねっ。学院ではいつもアグカルト先輩が邪魔してきたので。私、あの人は苦手です」

「あはは……。ティディも悪い人じゃないんだけどね」

　そう言えば、ティディは今頃どこで何をしているんだろうか？　こちらの旅も色々と寄り道が多かったので、進行方向が同じなら先に学院へ辿り着いているはずだが……。

　ニキの疑問は、エイミィの次の言葉で解消された。

「それでも、それでも！　あの人、すごく偉えらそうなんですよ!?　学院に帰き還かんするなり、霊樹《シュレイド》を救ったってみんなからチヤホヤされて！」

　エイミィは悔くやしがるように歯は噛がみする。

「私、講師の先生たちから聞いたんです。学院生の身分で唯ゆい一いつ、第一級の資格を持つ霊樹師ニキ＝ミスクライラは、大変な現場に赴おもむいていたんだって。教会に狙ねらわれた霊樹《シュレイド》を守り抜いたのは、本当はニキお姉ちゃんなんですよね？　ニキお姉ちゃんはアグカルト先輩よりもずっと優ゆう秀しゆうな霊樹師ですもんねっ！」

　無む邪じや気きな言葉を受けて、ニキの表情は少しだけ強こわ張ばった。

　エイミィの言っている「大変な現場」とは、おそらく霊樹《シュレイド》が根付く街、レインガーデンのことだろう。

　確かにニキはその現場に居合わせた。アークやティディの助力を得て、霊樹《シュレイド》を教会の手から守ることができたのも事実だ。

　しかし……。

「みんな不安に思っています。近いうちに、教会が何か大きな動きを起こすんじゃないかって。現に、霊樹《イリューネ》が失われたのは教会のせいなんでしょう？　もしその現場にニキちゃんがいたなら、そんなことにはならなかったのに……」

　恐おそれていた通りの言葉がニキの耳を流れていく。

　───第一級霊樹師、ニキ＝ミスクライラは、霊樹《イリューネ》が失われることとなった現場に居合わせなかった。

　それが上層部の示した公式の見解。ニキも事前に文書で知らされてはいた。

　もちろん、それは嘘うそだ。あのとき、あの場にわたしはちゃんと居て、一度は霊樹《イリューネ》を殺してしまったと思った。

　結果として、アークのおかげでイリューネ自身を救うことはできたわけだが。教会側の手に掛かかって人間となってしまった《神籬ヒモロギ》など、人々から認められるわけもない。

　そんなわけで、伝書で事情を知らされていた特級霊樹師マスターフルブリースが裏で根回しをしてそれら事実を隠いん蔽ぺい。ニキにも責任が及およばないようにと、そのような処置がなされた。

　何にせよ、不ふ甲が斐いなく、情けない。

「……エイミィ。そのことで、学院の方で何か変わったことはあった？　霊樹のことでも、教会のことでも、なんでもいいの」

　ニキは顔を上げて訊たずね返す。

　表向きは国家連合と教会の対立も沈ちん静せい化している。しかし、どこかに軋あつ轢れきが生じているには違ちがいない。当事者である自分だからこそ、それを詳くわしく知っておきたかった。

　エイミィはニキの真しん剣けんな眼まな差ざしにたじろぐ素そ振ぶりを見せたが、おずおずと口を開いて答えてくれた。

「は、はい。怖こわい顔をした役人さんが毎日出入りを繰くり返しています。教室まで怒ど鳴なり声ごえが聞こえてくることもあるんです」

　エイミィは体を小刻みに震ふるわせて心底怯おびえているようだった。

「私はこの街の生まれで、お父さんお母さんと一いつ緒しよに暮らしています。だけど、学院にいる子達のほとんどは余よ所そから来ている。不安なときに家族が傍そばにいてくれないのは辛つらそうで……私、なんて声をかけてあげればいいのか分からなくて……」

「エイミィ……」

　ニキは一つ嘆たん息そくして、クッと表情を引き締しめた。

　世界の裏で何かが起こりつつある。落ち込む前に、わたしに出来ることを探さなくては。

「ありがとう、エイミィ。わたしは学院の方に戻もどるね」

「えっ？　もう行っちゃうんですか!?」

「先生に報告が残っているの。ごめんね。用事が済んだらまたいっぱいお話ししよ」

　捨てられた小動物みたいな目で見つめてくるエイミィに頭を下げながら、ニキは表に停めてある自分の馬車へと急いだ。

　報告、とは言っても自分から上に伝えることは少ない。

　逆に聞きたいこと、調べたいことはたくさんあった。

　霊樹、教会、大陸の情勢。

　それに───《断バちリ切アるン者ト》。
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　風を切るように疾しつ駆くする。

　迷路のように入り組んだ市場の人ごみを走りながら、アークは周囲に目を凝こらした。

　彼女の歩行速度を考えて、そう遠くへは行っていないはずだ。しかし、如何いかんせん人の数が多い。あの小さな体を見つけるのには苦労する。

「ただでさえ目立つ恰かつ好こうしてるっつーに。勝手にウロチョロしてんじゃねえよ」

　アークが珍めずらしく焦あせるのには理由があった。

　ただの街中で彼女が迷子になったのなら、焦る必要はなかっただろう。だが、ここは『霊樹師』の街。元霊樹───霊樹の中に宿る神籬ヒモロギであったイリューネが、事情を知らない霊樹師に目をつけられたら面めん倒どうなことになるのは間違いない。

「───おっ」

　走っているうちに、ようやく発見した。

　左手の露ろ店てんの陰かげに、地面を擦って引っ込んでいくダルダルの外がい套とうの裾すそ。わざわざ顔を確かく認にんしなくとも、あんな布オバケみたいな恰好をしている子供はそうはいない。

　目星は付けたものの、モタモタしている暇ひまはなかった。目立つ恰好とはいえ、人ごみに呑のまれればまた見失ってしまう可能性がある。

「ったく。大人しくしてろよっ───！」

　アークは思いっきり助走をつけて跳ちよう躍やくした。

　進行の妨さまたげになっていた何人かの通行人の頭上を飛び越こえて、露店の屋根上に着地。方々から騒そう然ぜんとした声が上がり、えらく注目を浴びたが、今回に限っては致いたし方ないだろう。

　露店の上から地上を見下ろして、姿を消したイリューネを捜そうとした───が。

「コラァ！　勝手に人の店の屋根に乗っかんなッ！」

　けたたましい怒ど号ごうが真下から響ひびいてきた。

　おそらくこの店の店主だろう。香こうばしい匂においを漂ただよわせているので、軽食屋か食材売りだろうか？　アークは小さく舌打ちをして声の主に視線を下ろした。

『……あっ』

　瞬しゆん間かん、驚きよう嘆たんの声が重なる。どこかで見覚えのある若い娘むすめ、エプロンを腰に巻いた店主が、頭上のアークを見て大きく口を開け放っていた。

「あ─────っ！　アンタはいつぞやのヒモ野や郎ろう！」

「……またテメェか、ぼったくりパン屋。俺の行く先々に現れるな。嫌いやがらせか？」

「それはこっちのセリフだ、クソが。いいからさっさとそこから降りろ！」

　悪態をつく店主の娘は、露店の支柱を掴つかんでグラグラと揺ゆらした。

　アークはバランスを崩くずして、日ひ除よけとなっていた屋根から滑すべり落ちる。そのまま尻しりから硬かたい地面に落下。痺しびれるような痛みが走って目に涙なみだが滲にじんだ。

「ってえな！　もう少しやり方ってもんがあるだろこの暴力女！」

「無断で店の屋根に上ったアンタが悪い。っていうか、どうしてここにいる？　国家集合区の都市にアンタみたいなみすぼらしい貧びん乏ぼう人が出入りできるわけがないのに。……ああ、そういえば。ヒモのアンタが集たかってる相手は確か霊れい樹じゆ師しだったね。そういうことか」

「やかましい。それを言うならお前だって田舎いなか育ちの貧乏商人だろ」

「ふふん。そう思うか？」

　娘は胸を張って、自分の露店を指さす。

　以前に見た汚きたならしい屋台から一新して、妙みように小こ奇ぎ麗れいな外装の露店だった。

　よく見れば、娘自身の服装もいくらかまともな物になっている。

「うちの自家製パンが売れに売れてね。今じゃアタシも大商人の仲間入り。各地を放ほう浪ろうする貧乏生活ともオサラバってわけさ」

「なっ……。あのぼったくりパンがそんなに売れてるのか？　信じられん」

「ぼったくり言うな。まあアンタがどう思おうが、アタシが勝ち組になった事実には変わりない───」

「おーい、妹よ。昼食用のパンを一つくれぇ」

　そのとき、自じ慢まんげに語っていた娘の背後から、衛兵風の恰好をした男性が現れた。

「まったく。春先は都市の出入りが激しくて敵かなわん。検問の仕事も増えて億おつ劫くうだよ。早いところメシを済ませないとミセス・レルフにまた怒おこられるし。商売に失敗して路頭に迷うお前を拾ってやったんだから、パンの一つくらいは奢おごってくれるよな───」

「ふうぅん!!」「───へぶぅ!?」

　高速で振られた娘の拳こぶしが、倦けん怠たい感を漂わせて喋しやべっていた衛兵の腹を貫つらぬいた。

　衛兵は泡あわを吹ふいて気絶する。

　白けたアークの視線を背中に、娘は引きつった笑えみを浮うかべて向き直った。

「これはアレだ！　新手の詐さ欺ぎみたいな！」

「……見み栄えを張るな。事情は察した」

「うぐッ。ち、ちがっ……！」

　ギャーギャーと口やかましく抗こう議ぎされたが、アークは耳に指で栓せんをして聞く耳持たずの姿勢を取った。少し気分が晴れる。この女には前々から小こ馬ば鹿かにされ続けていたからな。

「お前の人生の経けい緯いにさして興味はない。それよりも、一つ訊ねたいことがあるんだが。ここらへんでブカブカの外套に帽ぼう子しを被かぶったガキを見かけなかったか？」

「……はぁ？　ガキぃ？　もしかしてレインガーデンでアンタが連れてたあのチビのことかい？　それなら───」

　娘は自分の足元を指さして、

「さっきからうちの店の前で意い地じき汚たない顔してるよ」

　アークは眉まゆを顰ひそめて溜ため息いきを吐ついた。娘の陰に隠かくれて気づかなかったが、異様な恰好をした少女が店の前で物もの欲ほしそうに指を咥くわえている。

「……イリューネ。この阿あ呆ほうが」

　苛いら々いらと言って、少女の頭を軽く叩たたいてやった。

　イリューネは首を回してアークを見上げると、指を咥えたまま小首を傾かしげる。

「心配かけさせんな。俺はともかく、あんまり勝手な行動を取るとニッキーがそのうちに発はつ狂きようするぞ。ストレスで」

「……主なストレスの原因はアンタだと思うけどね」

　横から余計な茶々が入ったが、聞かなかったことにする。

　下手に店の前に留とどまって食べ物をねだられてもイヤだったので、アークはイリューネを連れて行こうと腕うでを引っ張った。しかし、イリューネはその場に根を張ったみたいに頑がんとして動こうとしなかった。結構な力を込こめてみるがやはりピクリともしない。

「聞き分けろ。昼メシならちゃんと食っただろ」

　イリューネは即そく座ざに首を横に振った。

　それから無言で露店に並べられた品物に目を向ける。

　店先に並べられた商品は、ほとんどが袋ふくろに詰つめられた焼きたてのパン。だがその隅すみで、一つだけ全く別の物が置かれていた。

　───古びたペンダント。

　素材は定さだかでないが貴金属ではない。おそらく真しん鍮ちゆうあたりの卑ひ金きん属ぞくで作られたと思われる代しろ物もの。およそアクセサリーの類たぐいには相応ふさわしくない錆さびついた黄銅色をしており、造形も飾かざりっ気けがなく、アークの目にはただの安物に映った。

　イリューネはアークの服の裾をグイグイと引っ張ると、そのペンダントを指さす。

「あれが欲しいのか……？」

　深く頷うなずくイリューネ。

　アークは軽い頭痛を覚えた。どうしてあんな酷ひどい出来の物を欲しがるのだろうか？　いやまあ、今時の若い娘が好むようなアクセサリーをねだられてもそれはそれで困るのだが。

「……おい、店主。あのペンダントはいくらだ？」

　訊ねると、店主の娘が胡う散さん臭くさそうに顔をしかめた。

「アンタ、あんな物が欲しいのか？」

「俺じゃねえ。ガキがねだるんだよ」

「物好きなチビだねぇ……。そいつは前に訪おとずれた村で、貧乏人の婆ばあさんがパンの代金に置いていったもんだ。何かの足しになるかと思って店先に並べてみたものの、誰だれも買い求めやしない」

　娘は苦い思い出を噛かみ潰つぶすかのように吐き捨てて、

「思えば、アタシの商売がうまくいかなくなったのも、婆さんにそいつを押し付けられてからだったな。アタシにとっちゃ、とんだ呪のろいのアイテムだよ。欲しけりゃくれてやる」

「くれてやる？　タダってことか？」

「人の厚意を信じられないみたいな顔で訊ね返すな、クソったれ。役に立たないゴミを売りつけるほど落ちぶれちゃいないよ」

　そうは言うものの、娘の瞳ひとみにはちゃっかりと金欲の念が宿っていた。

　どんな小金でも見み逃のがさない、それが貧乏商人の鉄則である。

「しかしまあ、タダでくれてやるってのも癪しやくだね。代わりと言っちゃなんだが、他ほかの商品を買っていけ」

「やっぱそうくるか。……イヤだと言ったら？」

「アタシは苦い思い出のペンダントがいつまでも手元に残って困る。んで、アンタはチビが店の前からいつまでも動かなくて困る。それだけのことさ」

　アークは額に手を据すえて考えた。

　金を払はらってまで、いわく付きのペンダントなんて欲しくはない。

　しかし、イリューネは未いまだに物欲しそうな目でペンダントを眺ながめ続けている。

　……一応、レインガーデンの市長から受け取った報ほう酬しゆうが僅わずかに残ってはいた。

　ニキが霊樹師の上層部に話を通してくれればさらなる報酬も見み込こめる。パン一袋ふくろぐらいでケチるのも、金が入ればバカらしくなるだろう。動かないイリューネに手間を取らされて、報酬を受け取れなくなる事態にでもなったら最悪だ。

　アークは軽く舌打ちすると、おもむろに外套の懐ふところへ手を突つっ込んだ。

　店主の娘は待ってましたと言わんばかりに手もみをする。

「まいどありぃ♪」

　一袋のパンとペンダントを手に取って振り返る。

　その両方をイリューネの小さな体に押し付けてやった。

「ほれ。これで満足か？　満足したなら行くぞ」

　感情表現の薄うすい表情で渡わたされた物を見つめていたイリューネが、顔を上げた。

　その瞬間。

「あーく。すき」

　僅かに口元を綻ほころばせ、端たん麗れいな容姿に柔やわらかな笑顔を形作る。

　アークは面めん食くらったみたいに息を呑んだ。

「そんな言葉、どこで覚えた。……ったく。ロクでもねえ」

　帽子ごと頭を掴んで乱暴に撫なでつけてやる。イリューネはくすぐったそうに目を細めて、手に持ったペンダントを大切そうに握にぎりしめた。

　上じよう機き嫌げんな店主の娘は「そっちの趣しゆ味みには走るなよ、ヒモ男ぉ」とからかい半分に野次を飛ばしてくる。反応してやるのも面めん倒どうなので、さっさとその場を離はなれることにする。

　アークはイリューネの手を引いて歩き出した。




　……しかし、この時の彼はまるで気づいていなかったのだ。
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　溢あふれ返る人込みの中、自分たちの背後に怪あやしげな影かげが潜ひそんでいることを……。
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　市場を抜ぬけると、道みち幅はばが広く取られた市街地に出た。

　現在は昼休みの最中らしく、外に出ている学院生の姿も多く見られる。馬車の手た綱づなを繰くって奥へと進むニキに、数人の学生が明るく声を掛かけてくることもあった。

　挨あい拶さつに受け答えながら、帰ってきたのだとニキは改めて実感する。

　自分の故郷、生まれ育った場所。

　通り過ぎる街並みや、風の匂におい、肌はだで感じられる雰ふん囲い気きが、懐なつかしい。

「先生……元気にしてるかな？」

　ここ数カ月は手紙でしかやり取りのできなかった相手、旅の間も常に自分のことを気き遣づかってくれた人へ、思いを馳はせる。

　再会したらまずは何を訊きこう？　何を話そう？

　幼い子供のように胸を高鳴らせると同時に、頭の中で赤せき髪はつの青年の顔がフッと過よぎった。

　アーカイルド＝テンゼン───バリアント。

　期待に輝かがやいていたニキの顔色は途と端たんに曇くもる。それなりの時間を彼と旅してきたつもりだったが、詳くわしい素す性じようは未だに訊けずじまい。アーク自身も多くを語ろうとはしなかった。

　だからこそ、最初に訊くべきことは決まっていた。

　バリアントのアークを雇やとい入れたという、メルアリス＝フルブリース。

　自分の恩師でもある彼女に、その真意を。

「……っと」

　気付けば馬車は市街地を抜け、草花に溢れる庭園のような場所に出ていた。

　細かいところまで手入れが行き届いた自然の園。そこに敷しかれた馬車道を真まっ直すぐ行った場所に、ニキが目指す《学院》は置かれていた。

　見慣れたはずの建築物だが、その巨きよ大だいさは圧巻の一言。外見は一国が擁ようする王城にも匹ひつ敵てきするほどである。石造りの尖せん塔とうが所々から突とつ出しゆつし、《国家連合》の紋もん章しようを刻んだ御み旗はたが風にはためく。中でも中央に据えられた主塔は天を衝つきそうなほどにも高く、天てつ辺ぺんが霞かすんで見えないくらいだった。

　過か剰じようすぎるくらいに大きな造りだが、それも仕方がない。

　なにせ学院は───その内部にあるものを収納した構造になっているのだから。

「ミスクライラ！　ニキ＝ミスクライラ！」

　建造物の外装を観察していると、唐とう突とつに名を呼ばれた。ニキは視線を下ろす。すると、正面玄げん関かんの前に設けられた楕だ円えん形の広場から、数人の人ひと影かげがこちらへ近づいてくる。

　馬の足を止めて、御ぎよ者しや台だいから降りる。

　ほぼ同じタイミングで、初老の女性が馬車の前までやってきた。

「ああ、ニキ＝ミスクライラ！　よくぞ帰き還かんしました！　ですが今は再会を喜んでいる場合ではないのです！」

「……？　落ち着いてください。一体なにがあったのですか？」

　丈たけの長いローブを纏まとう女性の首元には、国家連合の紋章を模した装身具が掛けられていた。つまるところ、彼女もニキと同じく霊れい樹じゆ師しの資格を有する者ということになる。

　遅おくれて後からやってきた幾いく人にんかの女中達が「どうしましょう、どうしましょう」と口々に不安の言葉を繰り返していた。ただ事でないのは火を見るより明らかだった。

「そこの貴女あなた！　事情の説明を！」

　女性霊樹師に指名を受けて、若い女中が「は、はひっ」と頼たよりない声を上げる。彼女は挙動不ふ審しんにニキの前までやってくると、給仕服のポケットから一枚の封ふう筒とうを取り出した。

「け、今朝のことです。お掃そう除じをするために特級霊樹師マスターフルブリースの書しよ斎さいをお訪ねしたところ……机の上にこんなものが」

　ニキは訝いぶかりながらも、女中から封筒を受け取る。

　中を開けて書面に目を通した瞬しゆん間かん、血液が凍こおりつくような衝しよう撃げきを受けた。

　簡素な便びん箋せんに、まるっこい字で短い文章が書かれている。




『───ニキちゃんに集る虫ケラをちょっと始末しくるね♪』




「ミスクライラ！　貴女はまた、どんな男にちょっかいを出されたというのですかッ？」

　ニキの顔色はみるみるうちに青ざめた。この独特な筆ひつ跡せきは恩師、メルアリス＝フルブリースの物に間ま違ちがいなかった。それ以前に、自分のためにこのような有あり難がた迷めい惑わくを起こすのは、彼女以外に考えられない。

　悪い予感がする。それも、とびきりに悪い予感が。

「すみません！　わたし、行ってきますっ！」

　狼狽うろたえる女性達の呼び止めも耳に入らず、ニキは馬車と荷物を置き去りにして元来た道を逆走し始めた。

　間に合うだろうか？　いや、なんとしても間に合わせなくてはならない。

　アークが───危ない。




　　　　６




「こーんにちはっ。真っ赤なお兄ちゃんっ♪」

「……あ？　誰だ、テメェは？」

　誰の目にも異質と映る少女だった。

　アークは眉まゆを顰ひそめ、対面する相手を睨にらみ据える。

　……照りつける日差しを浴びて、虹にじ色いろの輝きを放つ銀髪。

　あどけない顔立ちをしてはいるが、どこか大人びた印象を受けなくもない。そのちぐはぐさが、彼女の存在をより神秘的に感じさせた。

　少女はニッコリと笑って、両手でスカートの裾すそを広げる。ちょうど社交パーティーに参加した貴族の令れい嬢じようのような挙動で、軽い会え釈しやくをしてみせた。

「はじめまして。お兄ちゃんが『あーかいるどてんぜん』、でいいのかな？」

「いや。人違いだ」

　とりあえず面倒そうなので、即そく答とうで否定しておいた。

　見知らぬ相手に向こうから声を掛けられた場合、大たい抵ていはロクな目に遭あわない。目の前の少女が何者なのかは知る由よしもないが、警けい戒かいしておいても損はないと思う。

「えーっ。違うの？　おかしいなぁ。事前に聞いてた特とく徴ちようとバッチリ当てはまるのに」

「……特徴？　聞いていただと？」

「うんっ。真っ赤な髪に、真っ赤な服。それと、すごく偏へん屈くつそうな顔ーっ」

　少女は指を自分の額にあてがうと、無理に皺しわを作ってみせた。

　アークも彼女に倣ならって額に手を当てる。俺ってそんな顔してるか？

「……で？　お嬢じようちゃんはそのアーカイルドさんに何か用事でもあるわけ？」

「うんっ！　大事なプレゼントがあるの！」

　クルリと反転して、少女は背負った物を見せつけてくる。

　ぬいぐるみだった。大きさは少女の身み丈たけの一・五倍くらいある。

　何かの動物を模しているようだが、顔面が潰つぶれていて、かなり不細工だった。

「……随ずい分ぶんと悪あく趣しゆ味みな人形だな。そんなものをプレゼントされる奴やつのことを思うと、思わず涙なみだが出てくるね」

「そんなことないよ！　『ぽんたっくん』は可愛かわいいもんっ」

　少女は背中からぬいぐるみを下ろすと、愛めでるようにギュッと抱だきしめた。

「『ぽんたっくん』はねぇ……タヌキさんのぬいぐるみだよっ。見た目が可愛いだけじゃなくて、色々と便利な使い道があるんだから」

「確かに。子供を泣かせるのには使えそうだな」

「むぅ。真っ赤なお兄ちゃんは、さっきからボクにイジワルばっかり言う。しょうがないから『ぽんたっくん』のすごさを少しだけ見せてあげるよ」

　言うなり、少女はぬいぐるみを地面へ仰あお向むけに寝ねかせた。

「たとえばねぇ───」

　っと、アークの隣となりにいたイリューネがビクリと身を震ふるわせた。

　イリューネはアークの服の裾を掴つかんで、力ちから一いつ杯ぱいに引く。

　一瞬遅おくれて、アークは重心を横にズラした。

「───こんな風にッ！」

　次の瞬間、空気を切り裂さくような音を立てて、アークの横を何かが掠かすめた。

　間かん髪はつを入れずに轟ごう音おん。石いし畳だたみの敷かれた地面が激しく軋きしむ。

　突然の地鳴りに、関係のない人々も何事かと振ふり返った。

「……おい。何かの冗じよう談だんだろ？」

　先ほどまで立っていた場所に、深々とめり込む不細工なぬいぐるみの頭があった。

　叩たたきつけられた衝撃で石畳が捲めくれ、大きくひしゃげてしまっている。

　ぬいぐるみの足を握る銀髪の少女は、ふらりと顔を上げて屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべた。

「ほらね？」

　ぬいぐるみの足を思いっきり引っ張って地面から抜くと、そのまま片手でブンブンと勢いよく振り回した。アークは顔を引きつらせて青ざめる。

　初見から怪しい小こ娘むすめだとは思ってたが……怪しいどころじゃねえぞコレ。

「ふざけんな。プレゼントとか言いながら殺す気満々じゃねーか。その人形、一体なにが詰つまってやがる？」

　棘とげのある口調で牽けん制せいしながら、アークはイリューネを庇かばうように背中に隠かくす。もはや、この少女を人じん畜ちく無害なただの子供と捉とらえるのは不可能だった。こいつは俺を狙ねらっている。

　理由？　そんなの俺が知るか。

「えっとねぇ……夢と希望だよ！」

　少女は石畳を靴くつ裏うらで軽かろやかに叩き、一気に接近してきた。

　垂直に叩き下ろされるぬいぐるみの巨体。アークはすかさずイリューネの体を抱かかえ込み、後ろに跳とんで潜くぐり抜けるように躱かわした。

　再び地じ響ひびき。そして地面が原形を留とどめないほどに粉ふん砕さい。

　……あんな物の直撃をくらったら骨の二、三本は軽くもっていかれそうだな。

　次の少女の行動は迅じん速そくだった。ぬいぐるみを引き抜くのではなく、引きずるようにして前方に跳ぶ。砲ほう撃げきのような勢いで突つっ込んできた。

　もう悠ゆう長ちように相手の動機を考えている暇ひまはなかった。

　アークは背中へと手を回して、布に巻かれた板状の物体を掴み取る。向かってくる少女を追撃するように振り下ろすと、布が解ほどけて浅黒い刀身が露あらわになった。

　錆さびついた長剣ブロードソードの剣けん先さきと、垂直に振るわれたぬいぐるみの頭が真っ向から衝突。

　鈍にぶい音が響き、アークと少女は反動でお互たがい逆側に弾はじき飛ばされた。

「くそっ……！　ちっこいくせになんつー馬ば鹿か力ぢからだ」

　剣を振りぬいた腕うでが痺しびれるように痛んでいた。

　正面からの打ち合いは圧あつ倒とう的に不利であると、今の一撃で悟さとる。おまけにイリューネを抱えたままでは回かい避ひ行動も難しい。

「……仕方ねえ。かくなる上は───」

　踵きびすを返したアークは、騒そう然ぜんとする市場の人だかりに向かって走り出した。

「あーっ！　逃にげるなんて反則！」

　背後から飛んでくる少女の憤ふん慨がいした叫さけび。

　振り返るまでもなく、何か重い物を引きずるような音が急速に迫せまってきた。

　方々から悲鳴が上がる。想像したくもない光景だが、少女が邪じや魔まな通行人を蹴け散ちらしながら追いかけてきているらしい。

「職しよく業ぎよう柄がら、命を狙われるのは別に珍めずらしいことじゃないが……あんな殺人幼女の相手は流石さすがに御ご免めんだぜ？」

　市場の人ごみをいち早く抜ぬけたアークは、突き当たったレンガの塀へいを見上げた。

　それなりの高さがある一いつ軒けん家やが聳そびえ立っている。ここから先は市街地になっているようだった。

「頼たのむ、イリューネ！」

　呼びかけると、脇わきに抱えたイリューネがピクリと反応を示した。

　花弁のような桜色の唇くちびるが開かれる。

「───動けラブソ」

　感情の籠こもらない涼すずしげな声こわ色いろが、宙に躍おどって空気に溶とけ込んだ。

　次の瞬間、一軒家の窓まど際ぎわに飾かざられていた観葉植物に変化が生じた。幾本かの細長い蔦つたがシュルシュルと伸のびたかと思うと、アーク達の方に目がけて下降してくる。

　手元まで下りてきた蔦を、アークはしっかりと握にぎり込んだ。地面から足が離はなれる。伸びた蔦はまるでゴムが伸しん縮しゆくするように、アークの体を上方へと引き上げた。

　壁かべの突起を蹴けって、さらに跳ちよう躍やく。屋根の上へと無事に着地する。

「……よし、流石さすがは元神籬ヒモロギ。『森の言こと霊だま』の扱あつかいはお手の物もんだな」

　頭を撫なでて褒ほめてやると、イリューネは少し嬉うれしそうに頬ほおを染めた。

　ニキほどの技量はないにしても、イリューネの助力は大きかった。この高さまで上ってしまえば、あの怪かい力りき少女もすぐには追いついてこられないだろう。

「まあ油断は大敵だが。さっさとニキと合流しちまうか」

　目指すは市街地の奥に置かれた学院。

　アークがゆっくりと歩を進めようとしたそのとき。

　屋根の下から、小さな影かげが勢いよく飛び出してきた。

「───みぃーっけた！　逃がさないぞぉ！」

「げげっ」

　颯さつ爽そうと銀ぎん髪ぱつの少女が姿を現す。屋根の縁へりに手を掛かけた彼女は、片腕の力のみで自分の体を引き上げ、アーク達よりもさらに高い位置まで飛び上がった。

　追いついてきたのか？　しかも相当に重量のある巨きよ大だいなぬいぐるみを片手にして？

　……あり得ねえ。

「くらえ！　正義の鉄てつ槌つい！」

　咆ほう哮こうと共に、少女がぬいぐるみごと降下してきた。

　アークは周囲に視線を巡めぐらせると、抱えていたイリューネを安全そうな場所へ放ほうり投げる。それから長剣ブロードソードの刀身を両手でかざすようにして、上方からの一撃を受け止めた。

「グッ……！」

　落下の重力が加味された、多大な負荷が加わる。全身を支える両足が屋や根ねが瓦わらを割り、その破は片へんが方々へ飛び散った。筋肉が千切れ、骨まで軋みを上げる。

　このままでは押し潰される。そう直感した。

　アークは咄とつ嗟さに身を引くと、衝しよう撃げきを剣の上で転がすようにしてスライドさせた。そのまま斜ななめ下へ滑すべらせる。ぬいぐるみと長剣ブロードソードの接せつ触しよく部分から断続的に火花が飛んだ。

「───のわぁっ！」

　衝撃をうまく受け流された少女は、素すっ頓とん狂きような声を上げて頭から転ぶ。

　その隙すきに、アークは距きよ離りを置くようにして後ろに跳んだ。

　ひっくり返った少女は動かない。それどころかスカートがおおっぴらに捲れて、可愛らしいショーツが丸見えだった。子供の下着などにはさして興味もないので、特に何も思うことはなかったが。

「うっ……うぎゅううううううううっ！」

　っと、動かなかった少女が急に意味不明な奇き声せいを上げた。

　鮮あざやかな身のこなしで飛び起きると、捲れていたスカートの裾を素早く押さえる。顔が赤い。下着を見られた羞しゆう恥ちからか、それとも単に転んだ際に顔面を打ったのか。

　とにかく物もの凄すごい形相で睥へい睨げいしてきた。

「みぃ～～～たぁ～～～なぁ～～～っ!?」

「見てない」

「どうしてそうやって平気な顔で嘘うそつくの!?　絶対に見たもんっ！」

「見てないっつってんだろ。仮に見たとしても、あんなピンクのヒラヒラに発情するのは特とく殊しゆな趣しゆ味みをお持ちの変態だけだ───」

　アークの一言で、空気が固まった。

「………………やべっ」

「やっぱり見たんだぁ！」

　失言。つい下着の色を言い当ててしまった。

　ぬいぐるみを両手で持ち上げるようにした少女は、ブツブツと早口に何事かを呟つぶやき始める。最初はただの怨うらみ言かと思ったが……そうではないようだった。

　瞬しゆん間かん、ぬいぐるみの巨体が少女の手を離れる。

　本来ならば重力に引かれて落ちるはずのソレは、瞬またたく間まに上空へと飛ひ翔しようした。

　不気味なぬいぐるみが、アークの頭上を狂くるったように高速で飛び回る。

「……なんだよありゃ？　俺は夢でも見てるのか？　だとしたら最低最悪の悪夢だな」

「『ぽんたっくん』、行っちゃえ～～～～～～っ！」

　ぬいぐるみがアクロバティックな軌き跡せきを描えがいて派手に後方宙返り。

　少女の背後に回り込むと、屋根の上すれすれに低空飛行して突とつ撃げきしてきた。

　衝突直前で跳躍した少女は、ぬいぐるみの背中に見事着地。速度を落とすことなく、アークを目め掛がけて襲おそい掛かってくる。

「サーカスショーかよ、チクショウ！」

　迅速に動いて、ぬいぐるみの体当たりを躱す。

　アークの脇を突き抜けたぬいぐるみは、大きく旋せん回かい。

　その様は、まるで大空を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る猛もう禽きん類るいを彷ほう彿ふつとさせた。いやタヌキだけど。

「きゃはははっ！　おもしろ～～い！」

「……ったく。説教してくるニッキーを相手にする方がまだ楽かもな」

　無む邪じや気きな少女の笑い声を苦々しく思いながら、再度繰くり出される渾こん身しんの突撃を回避。

　今度は少し躱し損そこねて、左半身に掠った。

　浅く切れた頬から少量の血が跳はねて、外がい套とうの布地がビリビリッと破れる。

「うげっ!?　俺の一いつ張ちよ羅うらが！」

　間抜けな声を上げつつも、アークは次の攻こう撃げきに備えて剣を構えた。

　ぬいぐるみの速度は徐じよ々じよに加速してきている。流石さすがにこれ以上スピードを上げられたら回避は困難だろう。あの勢いで、あの巨体に直撃されたら、確実にただでは済まない。

　アークが必死に考えを巡らせていると───不意に、どこからか聞き覚えのある旋せん律りつが聞こえてきた。




　空は鳴くホミス・ロ・リーゼス

　我が手にガルヴア・鉄壁のレ・ツアークレル・護りをシ・セロ

　我が身にガルズ・約束されたラ・キユーロ安寧を・シ・セマ

　駆け抜けろメルゼイズ・レ・風の軍勢ラムダ・ラセシア

　流れる音色と共にセシ・エイマ・レズヴエ




　旋律の出所は……ぬいぐるみに乗った少女。

　不思議な響きを持つ詩を唱える少女は、その旋律に合わせてぬいぐるみを加速させているようだった。アークはすぐに、空飛ぶ人形のカラクリに思い至る。

　───風だ。

　ぬいぐるみの巨体が纏まとう、暴風の衣ころも。

　徐々に激しさと勢力を増す風は、少女の詩によって集められているようだった。

　こんなことが出来る人間など限られている。

「大自然を操あやつる力……『森の言こと霊だま』。お前、霊れい樹じゆ師しかッ？」

　上空に向かって問いかけるも、少女からの答えは返ってこなかった。

　しかし、ようやく合点がいく。霊樹師ならば、俺を狙ねらう理由も分からなくはない。……そう、初対面の時のニキ＝ミスクライラが同じであったように。

「誰だれの差し金だ───って、訊きいても答えるわきゃねえか」

　アークは落ち着いて深呼吸をする。

　そして、背後から近づいてくる気配に向かって一いつ喝かつした。

「───イリューネ！　そこで大人しくしてろ！」

　少し離れた場所で、イリューネがビクリと肩かたを震ふるわせた。

　アークの身を心配したのか、彼女はこちらへ歩み寄ってこようとしていた。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。こういうのには慣れてる。それに相手が霊樹師なら、お前が争う必要はないだろ？」

　言い聞かせてやると、イリューネは悲しそうな顔をして首を横に振ふった。

「あーく、しんじゃう、やだ……」

　うっすらと、眠ねむたげな瞳ひとみに涙なみだを浮うかべる。

　先ほど買い与あたえてやったペンダントを握りしめる小さな手は震えていた。恐きよう怖ふ、不安、喪そう失しつ。辛い記き憶おくが彼女の頭の中を巡っているようだ。

　アークは───途と端たんに馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって頭を押さえた。

「……はっ。大食いなだけのチビに心配されるとは自分が情けないね。まあ、堕だ落らくしきったヒモ生活も快適で悪くはなかったが───」

　刹せつ那な。アークの全身から息も吐はかせぬような重圧が放たれた。

「───舐なめられたままっつーのも気分悪いかな？」

　握り込んだ長剣ブロードソードの刀身がチリチリと熱を孕はらみ始める。常に覇は気きの感じられなかっただらしない雰ふん囲い気きが、一変していた。その豹ひよう変へんぶりに、アークのことを心配していたイリューネでさえも言葉を失って立ち竦すくんだ。

　上空の少女も勘かん付づいたように、表情を引き締しめる。

「『ぽんたっくん』！　次で決めるよ！」

「上等だクソガキ。素す性じようや目的も含ふくめて、テメェには色々と訊きたいことがある」

　さらに高く舞まい上がったぬいぐるみが、空中で高速回転を始めた。

　大量の風を取り込み、小規模な竜たつ巻まきのように暴風をまき散らす。

　周囲の建物や市場の露ろ店てんなどが激しい煽あおりを受けてバタバタとはためいた。

「一撃必殺！　ぽんたっくんあたぁぁぁぁぁっく！」

「まんまだな、おい！」

　竜巻を纏まとい、きりもみ回転をしながら一直線に突つっ込んでくるぬいぐるみ。

　アークは長剣ブロードソードを肩に担かつぎ、姿勢を低く構えて迎げい撃げきに備えた。

　まさに一いつし触よく即そく発はつの状じよう況きようとなったそのとき───。




「ちょっと待ったあああああああああああああああああッッ！」




　甲かん高だかい声が響ひびき渡わたる。

　民家の屋根を飛び石のように跳はねて近づいてくる影が一つ。

　二人の間に割って入ると、両手を双そう方ほうにかざして制止をかけた。




　　　　７




「ぽ、ぽんたっくん！　ブレーキ踏ふんでぇ！」

　少女の叫さけびで、ぬいぐるみが急停止を掛けた。

　彼女が唱える『森の言こと霊だま』で拘こう束そくされていた風が、一気に解放されて拡散。

　街に突風が吹ふき抜ぬけ、しばらくの後に治まった。

　風の衣を失ったぬいぐるみは、ぼてっと屋根の上に墜つい落らくする。

　背中に乗っていた少女も投げ出され、ゴロゴロと転がった。

「いだッ。いたたた……。無理な急停止は事故の元だよぉ」

　少女が文句を垂れながら顔を上げると。

　すぐ目の前に、憤ふん怒ぬの形相をしたニキがたたずんでいた。

　周囲は酷ひどい有様だった。吹き荒あれていた風のせいで物やら人やらがあちらこちらに飛ばされている。惨さん状じようを一通り確かく認にんしてから、ニキはビックリと目を丸くしている少女に向き直った。

「話を……聞きましょうか」

「うひっ!?　ニ、ニキちゃん……？」

「はい」

「あ、あのねっ。これにはふかぁ～い事情があってねっ？」

「はい」

「う、うう……うううう……うええええええええええええええんっ！」

　冷めた視線と機械的な返事をしていると、少女が手放しに大泣きを始めた。

　ニキは幾いく分ぶんか厳格な態度を緩ゆるめて、嘆たん息そくする。

「泣いたってダメですよ。反省してください。───先生」

「……は？　『先生』？」

　ニキを挟はさんで反対側に立っていたアークが、素すっ頓とん狂きような声で訊たずね返した。

「おい待てニッキー。先生ってなんだ？　そのガキは……」

「メルアリス＝フルブリース。国家連合に所属する霊樹師の中でも、片手で数えるほどしかいない特級マスターの称しよう号ごうを持つ女性。加えてわたしの恩師であり、上司であり、育ての親でもある人です」

「はあ……。って、はあッ!?」

　言葉を咀そ嚼しやくするように呑のみ込んでいたアークは途端に目を見開いた。

「特級霊樹師マスター!?　このチンチクリンが!?」

「そうですよ？　アークは先生から依い頼らいを受けていたんじゃないんですか？」

「依頼っつっても文書で送られてきただけだ！　書面ではもっと大人びた感じだったし───こんなガキだったとは聞いてねえぞ!?」

　鼻先に指を突きつけてみせるアークに、メルアリス＝フルブリースは「人を指でさすなーっ！」と激げつ昂こうして彼の腕うでに噛かみついた。アークは堪たまらずに絶ぜつ叫きようする。

「ああもう！　いい加減にしてくださいよ先生！　わたしが特定の男の人と関かかわりを持つたびに、毎回毎回……」

　アークに食くらいついていたメルアリスは、ニキの怒ど声せいで苦しそうにうめき声を上げた。涙で目をうるうるとさせる様子は如い何かにも子供っぽかったが、もちろん自分よりもずっと年上の立派な女性だ。見た目から誤解を受けがちだけど。

「だ、だってだって！　ニキちゃん！　先生はニキちゃんのことが心配なんだよぉ！」

「していいことと悪いことがあります！　ほら、アークにもちゃんと謝ってください！」

「やだ！　ボクは悪くないもん！」

「先生っ！」

「うぎゅう……うううええええええん！」

　まるで親が子供を叱しかりつけるみたいな図に、アークは拍ひよう子し抜ぬけしているようだった。
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　ニキは申し訳ない気持ちで振り返る。外套のポケットからハンカチを取り出して、切れて血を流している彼の頬ほおにあてがってあげた。

「おい。別に大した傷じゃねえから大丈夫だよ。少し切れただけだ」

「いいから大人しくしてください。……ごめんなさい、アーク。まさかこんなことになるとは思ってなくて」

「ニッキーが謝ることじゃねえだろ。それよか、お前に男っ気がないのって、天然なだけが原因じゃなかったんだな」

「茶化さないでください。本当に……悪いと思ってるんですから」

　……今までも、保護者代わりである先生がわたしに近づいてくる男子学生に激しい威い嚇かくをしたり、軽い制裁を加えようとすることはままあった。

　だけど、今回のように誰かが傷を負ってしまったのは初めてのことだ。争いの種が自分であるとしたのなら、どれだけ謝っても謝り足りない。

　ニキが暗い顔をしていると、アークの腰こし元もとに飛びつく小さなものがあった。

　目を剥むいたアークは、その小さなものを見つめる。

「イリューネ……？」

　果たしてそれは、それまで離はなれた場所で事を傍ぼう観かんしていたイリューネだった。

　震える彼女は、アークに抱だきついたまま動こうとしなかった。両手がガッチリと彼の腰に回されている。おそらく、アークの身をずっと案じていたのだろう。

「……悪かった。もう危ない喧けん嘩かなんかしねえよ」

　小さな頭を撫なでつけてやるアークは、いつになく優やさしげな声でそう慰なぐさめた。

　ニキは口を噤つぐむ。……なんだろう。少し胸がチクリと痛んだ。

　原因は分からない。二人の様子を見ていて、何な故ぜかそう感じた。

「………………やっぱり～～～～～っ」

　そのとき、すぐ背後から恨うらめしげな少女の声が聞こえてきた。

　飛び上がって振り返ると、メルアリスが憎にく々にくしげに歯は噛がみをして、アークを睨にらみつけていた。

「おい、あーかいるどてんぜん！　お前、ニキちゃんを悲しませるなよ！」

「……あ？　なんだって？」

「ニキちゃんを苛いじめるなっ！　こっちに送ってくる伝書でも、ニキちゃんはずっとボヤいてたんだぞ！　『アークが寝ねてばっかりいる』『アークが面めん倒どうくさがって相手にしてくれない』『アークがイリューネばかりを気に掛かけて少し寂さびしい』って、何通も何通も続けざまに！　ボク、いたたまれなくなっちゃったよ！　ニキちゃんに寂しい思いをさせるお前なんか成敗されて当然なんだ！」

　ニキの呼吸は危あやうく止まりそうになった。慌あわててメルアリスの口を塞ふさぐ。

「もがっ!?　もがぁ～～～～～っ！」

「な、ななななに言ってるんですか先生！　わたし、一言もそんなこと書いてませんよ！」

「……ニッキー、お前」

「ち、違ちがうんですよアーク！　本当に！　ちょっと愚ぐ痴ち程度に書いただけなんですっ！」

　顔からいつ火が噴ふき出ても可お笑かしくない状況だった。

　アークは何かを悟さとったように小こ憎にくたらしい表情でほくそ笑えむ。

「やれやれ。寂しいなら寂しいって素直に言えよな、この意地っ張りちゃんめ。ほら、こっちに来いよ。お前の心ゆくまで頭をナデナデしてやるから───ばぶふっ!?」

　ニキの鮮あざやかな掌しよう底ていが決まった。腹を強打されたアークはひっくり返る。

「アっ……アークの……ばか────────────────っ！」

　真っ赤になったニキの叫びが響く中、メルアリスが「ざまあみろ」とでもいうようにチョロリと舌を覗のぞかせていた。
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　景色が夕ゆう闇やみに沈しずみ、第三都市フィルファに夜が訪おとずれたのは、メルアリス＝フルブリースと遭そう遇ぐうしてから数時間後のことだった。街灯の光が疎まばらにフツフツと躍おどる中、学院に程ほど近ちかい場所にたたずむ一いつ軒けん家やにも明かりが灯ともる。

　レンガ造りの質素な民家だが、大きさはそれなりにあった。

「───えー、それではっ！　ニキちゃんの無事帰き還かんを祝すと同時に、イリューネちゃんの歓かん迎げいも含ふくめて、かんぱーいっ！」

「嫌いやがらせか、テメェ」

　グラスを掲かかげて上じよう機き嫌げんに音頭を取るメルアリスに、アークは白けたつっこみを入れた。

　こちらの言葉など意にも介かいさず、メルはグラスに入った赤あか紫むらさき色いろの液体を一気に呷あおる。「ぷっはぁ～」と満足げに告げる様は、もはや親父おやじ臭くさいとしか言いようがなかった。

　リビングに置かれたテーブルには、豪ごう勢せいな料理の数々が並んでいる。

　アークの対面には、苦笑いでグラスを持つニキの姿があった。その隣となりのイリューネは、乾かん杯ぱいの合図とほぼ同時に、目の前にある皿の料理にかぶりついていた。

「いやいやぁ～。今日は色々とあったねぇ、あーかいるどくん？　まあ過去の因いん縁ねんはキレイサッパリ水に流して、今夜はパァーっとやろうじゃないか。パァーっと」

　あつかましくも肩かたに腕を回してくるメルは、ボトルに入った液体をトポトポとアークのグラスに注ついだ。……何度でも言おう。ノリが酔よっぱらいのオッサンだ。

「人のことを殺そうとしておいてよく言うぜ」

「いつまでも過ぎたことをネチネチと引きずるのは男らしくないよ、チミィ～。ほらほらっ、ニキちゃんも呑んで呑んで」

「せ、先生。わたし、お酒はダメだって……」

「コレはお酒じゃないよ～。お酒味のジュースぅ～」

「それを酒って言うんだよ、このロリババア」

　言いながらも、アークはグラスの赤い液体に口をつける。

　ニキは最後まで渋しぶっていたが、メルにしつこいくらい勧すすめられて、仕方なく一口だけ口をつけた。こいつも大たい概がいにノーと言えないお人ひと好よしである。

「そうそう、あーかいるどくん。イリューネとシュレイドの件では、うちのニキちゃんが大変にお世話になったね～。感謝してるよ～」

「お前が俺に感謝？　薄うす気き味み悪いな」

「感謝の気持ちは本当だって。ただニキちゃんに寂しい思いをさせた君は、超ちよう絶ぜつ万ばん死しに値あたいするけどさ～」

「どっちだよ。言ってることが滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ、お前」

　メルアリス＝フルブリース。掴つかめない女だ。アークは苦い顔で酒を啜すする。

　そう言えば「寂しい思い」のくだりでニキがまた激昂し始めるかと思ったのだが───意外にも彼女は無反応だった。訝いぶかしく思って見てみると、

「ふにゃらぁ～～～～……？」

　顔を赤くした栗くり毛げの少女が、ヨロヨロと寄り掛かってきた。

「おい……ニッキー」

「あ～～くぅ～～？　なんれすかぁ？」

「なんですかじゃねえ。たった一口だぞ？　ふざけてるだろ？」

「ふぅ～？　ふざけてるのはぁ～。あーくのほうれすぅ～」

　恐おそろしく回らない舌で文句を垂れるニキは、アークを覗き込むように顔を近づけてくる。息も交わるくらいの距きよ離りで見つめ合った。改めて見るとやはり綺き麗れいな顔立ちをしている。

　というか、服の襟えりが乱れてその下から控ひかえ目な胸むな元もとが覗いていた。本人は気づいていないようで、大だい胆たんに身を寄せてくる始末だ。

「後が怖こわいから言っとくが……。ちゃんと服を着ろ。下着が見えかけてるぞ」

　正確には『見えかけてる』ではなく『見えている』だったが。

　ニキはとろんとした大きな瞳ひとみで、自分の胸元を見下ろした。

　途と端たんにビクッと。臆おく病びような小動物みたいに身を震ふるわせる。

　赤い顔を上げると、円つぶらな瞳の端はしに涙なみだを滲にじませて「うぅ～～っ」と可愛かわいらしく呻った。どうやら酔っていても人並みの羞しゆう恥ち心しんは残っているらしい。怒おこられはするだろうが、まあ仕方ないか───

「こ、これはあれれす！　あついからわざとやってるんれす！　そう、ふぁっしょん！　ヘンなふうにみえるのは、あーくがえっちだからだもんっ！　きっとそうだもんっ！」

　───仕方なく、なかった。

　相当な重じゆう症しようだ。キャラ崩ほう壊かいも甚はなはだしい。口調まで変わってるし。自分的には恥はずかしさを隠かくすための言い訳なんだろうが、何も隠せてねえよ。それどころかこっちに罪をなすりつけんなよ。

「あ～くぅ～」

「なんだ」

「……ちゅーしてください」

「ぶッ!?」

　アークは口に含んでいた酒を噴ふき出す。

　咳せき込みながら顔を上げると、ニキの真しん剣けんな表情が待ち受けていた。

「あのな……。酔いすぎだぞ、ニッキー。ベッドまで運んでやるからもう大人しく寝ろ」

「ま～～た、そうやってはぐらかすんれすかぁ～。あーくはズルイれすぅ」

　細い腕うでがアークの首に掛かる。

「いっつもそうじゃないれすかぁ。ビックリさせられたり、はずかしいおもいをさせられるのは、わたしばーっかり。フコーヘイれすぅ～」

「そのことと、キスしろってのに、何の関係性があるってんだよ」

「大アリれす！　まえに、あーくはわたしをだまして、ちゅーさせましたっ！　わたしだけドキドキさせられて……フコーヘイれす！　あーくはズルイもん！」

「……騙だましたとか人聞きの悪いこと言うな。こっちを見る誰だれかさんの視線が痛いだろ」

　背後で目を光らせる凶きよう暴ぼう幼女が約一名。

　とりあえず見えないフリをしておく。

「だから、あーくもわたしにちゅーしてください」

「落ち着けよ。今のお前は確実に正気じゃない」

「むぅ～～～。あーくのばかっ！　ばかっ！」

「いでッ！　な、殴なぐることはねえだろ！」

　と、ニキに殴られるのとは別に、後ろから何かがぶつかってくる柔やわらかい物があった。

　振ふり返ってみると……イリューネが背中側から抱きついている。

「あーく。ちゅーして」

「アホか。お前はまた余計な言葉を……って、酒くせぇ！　まさかお前も呑のんだのか!?」

「あっ、ボクが呑ませました～」

「テメェ、ロリババア！」

　アークはすっかり辟へき易えきして項うな垂だれた。この場は異常空間と化している。ニキとイリューネには今後一いつ切さい、アルコールの類たぐいを与あたえないことを心に誓ちかった。

「いりゅーねばっかりずーるーいーっ。まずわたしにちゅーしなさーいっ」

「なさーい」

　二人の酔っぱらい少女が、一歩も譲ゆずるまいと前後からぎゅ～っと抱だきついてくる。

　アークは一人で憂うれえていた。笑顔のメルに殺意たっぷりで睨まれていることに。そして、前後から押し付けられる胸の感かん触しよくが、ニキもイリューネも大して変わらなかったことに。

「むにぃ～～……。あーくの……ばーか……」

「ばーか……」

　消え入るような声で幼よう稚ちな悪態をついたニキと、それを木霊こだまのように復唱したイリューネは、やがてアークに縋すがりつくような形でスースーと小さな寝息を立て始めた。

「やーやー。モテモテだね、あーくん」

「誰がモテモテだ。あと、勝手に気色悪い呼び名をつけるな」

　やけくそになってグラスを呷るアークを、メルはテーブルに肘ひじをついてニコニコと眺ながめていた。先ほどの嫉しつ妬とと殺意の籠こもった笑え顔がおとはまったく違う。どこか妖よう艶えんで、不敵な感じ。

　幼く無む邪じや気きな人ひと柄がらであると同時に、時折見せる胡う散さん臭くささ。

「……言いたいことがあるならハッキリ言えよ」

「べっつにぃ。ただ一つ、君はこれからどうするつもりなのかなーって思って」

　メルの視線が、ぐっすりと眠ねむりこけているニキに注がれる。

　アークはバツが悪そうに顔をしかめた。彼女の言いたいことを何となく察する。

「言われなくとも、近いうちに出て行くさ。元々ここまで付き合ったのも、あんたから依い頼らいの報ほう酬しゆうを受け取るためだったからな」

「あっれぇ～？　やけに不機嫌だなぁ、あーくん。いじけてるの？」

「泣かすぞテメェ」

「まーまー。そう決断を早まらないで。ニキちゃんもイリューネちゃんも、君のことが大好きだ。お酒で理性の箍たがを外してあげれば、こんなにも素す直なおに懐なついてくれるんだから」

「それを証明するためだけに呑ませたってのかよ」

「それが三割、面おも白しろそうだからが七割かな」

　指を立てながら朗ほがらかに告げる彼女に、アークは面めん食くらった。

「ふんっ。ニッキーの育ての親とは思えない曲くせ者ものっぷりだな」

「それに関しても色々と事情があるんだよ。まあ、その子のことはおいおい知っていくといい。時間はたっぷりあるし、ここはその子が育った街だ。君だって、その子について調べたいことがあったんでしょ？」

　メルの言う「その子」とは、他ほかならぬニキを指していた。

　アークは渋い顔をすると、壁かべに立てかけてある自分の商売道具に目をやる。

　布に巻かれた一振りの剣けん。

　レインガーデンの一件で、あの剣は不可思議な現象を引き起こした。抗あらがえないはずの強大な敵を切り裂さき、一度は心が壊こわれたはずのイリューネを絶望の淵ふちから救ってみせた。

　その要因に、ニキが紡つむいだ『森の言こと霊だま』が関かん与よしていたのは間ま違ちがいない。

「ここは『霊れい樹じゆ師しの街』。もちろん、君を厭いとう者も多くいるよ。ここにいる限り、多くの困難が君を待ち受けているかもしれない。だけど、その中で一つの可能性でも見み出いだすことができたなら、それは素敵なことじゃないかな」

　意味深に告げたメルは、椅い子すの上にのぼった。

　そして、まるで舞ぶ台たいの演者のように、大おお袈げ裟さなお辞じ儀ぎをしてみせる。

「ようこそ《断バちリ切アるン者ト》。国家集合区、第三都市フィルファへ。特級霊樹師マスターメルアリス＝フルブリースは、君のことを歓迎するよ」

　お辞儀の姿勢から顔だけ上げて笑いかけてくる。

　アークは不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをして、残ったグラスの酒を一気に呑み干した。
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　───形容しがたいほどの苦痛。

　腹の底から湧わきあがってくるような感覚に、カレはただ耐たえるしかなかった。

　いくら食べても、いくら飲んでも、満たされることはない。

　何な故ぜ？　その理由を、カレはよく知っていた。この飢うえは空腹からくるものではない。

　何を貪むさぼり、何を啄ついばもうと、意味を成さない。

　……十年前から、それは変わっていないのだから。

「神父さま？」

　ふいと、傍かたわらで膝ひざを抱くように座り込んでいた少女が声を掛かけてきた。

　焚たき火びに照らされるその容よう貌ぼうは美しい。腰こしまで届く白はく髪はつと、漆しつ黒こくのドレス。その対照的な様が、どこか儚はかなげにも思える。

　彼女は酷ひどく不安げな面おも持もちでこちらを見上げていた。

「……ああ、すまない。考え事をしていた」

「考え事？　もしかして、あの《断バちリ切アるン者ト》のことですか？」

「それもある。でも、それだけじゃない」

　カレは上空を振り仰あおぐと、皓こう々こうと瞬またたく満月に目を細める。

「……渇かわきだ。何をしても満たされない虚きよ無む感かん。別に今日が初めてというわけじゃない。最近は慣れてきたはずだったんだけどね。どういうわけか、ここにきてまたぶり返してきた。まるでアビ＝トランズフェストぼくが死に、祁凱虫ぼくが生まれた瞬しゆん間かんの頃ころに戻もどったようだ。自分が何のために此こ処こにいるのか分からない。頭で分かっていても、納なつ得とくしたくない。そんな不思議な、感覚」

　滔とう々とうと続けるカレを、少女は黙だまって見つめていた。

　やがて少女は地面から腰を上げて、彼の胸にピタリと寄り添そう。

「神父さま。それはきっと……あなたが疑問に思ってしまったからです。あなたが生まれた理由、それを定義づけた者達の考え。すべては決まっていたことだった。でも、今の神父さまは無意識にその理由を別のところへ求めているように見えます」

「別のところ？　それはどこだい？」

「私にも分かりません。だから神父さまは確かめに行くのでしょう？　あたし達みたいなモノが存在し続ける意味。その意味を求めて───彼等のいる場所へ」

　人が憎にくい、世界が憎い、己おのれが憎い。

　そもそも、自分はそれらを食い潰つぶすべき対象としか捉とらえられない。

　そういう風に作られて、そういう風に生まれたのだから。

　……しかし。

　彼等は───あの青年と少女は、自分に言ってのけた。

『それでも別の道を歩んでほしかった』と。

『肝かん心じんなのはどう生まれたかではなく、これからどうするか』だと。

　考えれば考えるだけ、心は渇かつ望ぼうする。

　耐えがたい苦しみにのた打ち回る。

　故ゆえに、もう一度、確かめに行かなければならない。

　自分を生み出したこの醜みにくく歪ゆがんだ世界で、彼等がどのような答えを導き出すのかを。

「……見せてくれよ、《断バちリ切アるン者ト》。僕等や君のように奪うばうためだけに生まれた存在の、上手な踊おどり方ってやつをさ」

　薄うすく笑って、夜よ闇やみに視線を向ける。

　遥はるか遠方には巨きよ大だいな都市の輪りん郭かくが確かく認にんできた。




　　　　２




　形容しがたいほどの頭痛。

　翌朝、リビングのテーブルに朝食を並べていたエプロン姿のニキは、ガンガンと痛む頭に悩なやまされていた。

　気分が悪いし、軽い吐はき気けまでする。

　おまけに昨晩の記き憶おくが丸ごと抜ぬけ落ちていた。

「あの……アーク？」

　首を捻ひねりながら、テーブルでカップのコーヒーに口をつけていたアークに声をかけてみる。彼は自分の膝ひざ元もとでげんなりと青い顔をしているイリューネを見やりながら、疲つかれた様子で「ん」とだけ短い返事をした。

「えっと。昨晩のことなんですけど」

「……ああ」

「何かあったんですか？」

　普ふ段だんから腑ふ抜ぬけた表情をしている彼だが、今日は輪を掛けて酷い有様だった。

　虚うつろげな紅色の瞳ひとみが限りなく死んでいる。カップを持つ手も握にぎりが甘く、体が全体的にダラリとしていた。

　おまけに、イリューネまでがフラフラとして身を起こせない状態だ。

「知りたいか？」

「えっ？　ええまあ……」

「教えてやらね。まあ気が向いた時にでも話してやるよ。とびきりの切り札は最後まで取っておく方が面白いしな」

「……なんですかそれ。教えてくれたっていいじゃないですか。アークのイジワル」

　むすっとして告げると、アークは幾いく分ぶんか元気を取り戻したようにほくそ笑えんだ。今に始まったことじゃないけど、彼は絶対に自分をいじめるのを楽しんでいるような気がした。

　ちょうどそのとき、リビングの扉とびらが勢いよく開いた。

「───グッドモ～ニンっ！　今日もいいお天気でよかったね！」

　一人だけ元げん気き溌はつ剌らつとした寝ね間ま着き姿のメルアリスが、朗ほがらかな笑顔で入室してきた。

　彼女は片手に巨大なぬいぐるみを抱かかえている。お世辞にも可愛かわいいとは言えないその不細工なぬいぐるみを見た瞬間、アークが心底イヤそうに顔をしかめた。

「……改めて思う。お前は俺の敵だ」

「え～？　なんのことだかボクわかんない」

　昨日アークを襲おそった凶きよう器きを椅子へ座らせたメルは、上機嫌に食しよく卓たくへと着く。

　テーブルに並べられた簡素な朝食を見て、感動したように目を輝かがやかせた。

「わぁ～。ニキちゃんの作ってくれた朝ご飯だぁ。なんか久しぶりだね」

「……すみません。ちょっと寝ね坊ぼうしてしまって。大した物が作れなかったんです」

「いーのいーの。昨日はあんなことがあったんだから。ボクより先に起きてご飯を作ってくれただけでも上出来だよっ」

「あんなこと？　ですか？」

「おっと失言。気にしなーい、気にしなーい」

　先生までもがアークと同じような態度で話をはぐらかす。

　後で何があったのか絶対に聞き出してやろうと、ニキは胸中で決意を固めた。

　朝食の準備を終えて、ニキも席に着いた。

　その頃までにはイリューネも復活して、テーブルの料理にお腹なかを鳴らせていた。

「ではではっ。朝食前のお祈いのりを始めましょーう」

「……祈り？　なんだそりゃ」

　元気よく告げるメルに、アークが怪け訝げんそうな返事をする。

「お祈りだよ、あーくん。今日もボクたちを生かしてくれた偉い大だいなる力、この大陸を守ってくれている大自然や霊れい樹じゆに感謝の意を込こめて。昨晩は無礼講ってことでやらなかったけど、食事前にお祈りを捧ささげるのは霊樹師ボクたちの習わしなの。ニキちゃんに教わらなかった？」

　説明を受けて、アークはニキに疑問の視線を投げかけてきた。

　ニキは気まずくなって目を伏ふせる。

　大自然への祈り。それは《慈悲深き女神の涙ミステイア》の思想に傾けい倒とうする者なら、必ずと言っていいほど行う習慣みたいなものだった。

　これまで、ニキはアーク達の前でそのような行こう為いをしてこなかった。

　霊樹や自然を断たち切り、人間を守ることを生なり業わいとするという《断バちリ切アるン者ト》。

　霊樹師の自分とは相反する立場にある彼。

　大自然の象しよう徴ちようである霊樹や自然に祈りを捧げることは、霊樹師である自分の立場を明確に示し、アークと完全に袂たもとを分かってしまう行為のようで。

　自分からそれを認めてしまうのが……なんだかすごく憚はばかられた。

　結局、わたしはどうしようもなく中ちゆう途と半はん端ぱで、臆おく病びよう者なのだ。アークのことを知りたいと思いながら、真っ向から向き合う勇気もなく、否定と肯こう定ていの狭はざ間まで揺ゆれ動き続けている。

　……一度はアークを信じると決めたはずだったのに。

「祈り───ねぇ」

　っと、アークが噛かみしめるようにゆっくりと告げた。

　彼は黙り込んでしまったニキを一いち瞥べつすると、徐おもむろに椅い子すの背もたれから身を起こして───手前の皿に置いてあったトーストにかぶりついた。

「ええっ!?」

　すっかり意表を突つかれてしまったニキは愕がく然ぜんとする。

「ア、アーク!?　先生の話、聞いてました!?」

「ふふぉふぃふぁんふぁふぁふぁふぇふぇふぁれるふぁ」

「ちゃんと呑のみ込んでから喋しやべってください！」

　アークは言われたとおりにゴクンと嚥えん下かして、

「……ふぅ。で、何の用だニッキー？」

「先生の話ですよ！　なに丸々無視して食事を開始してるんですか！」

「腹が減ったからな。空腹には耐えられん。いちいち面めん倒どうな祈りなんか捧げてられるか」

「だ、だからって───！」

「《慈悲深き女神の涙ミステイア》。大自然や霊樹、そしてその女め神がみさまとやらは、俺達にありがた～い恵めぐみを与あたえてくれる偉い大だいな存在なんだろ？　だったら、祈りを捧げなきゃオアズケなんてケチなことは言わんはずだ」

　この人には遠えん慮りよというものがないのだろうか？

　他人の家でタダ飯を食くらっている立場だというのに……。

「あっ。それその通りかもー」

「───って、先生っ!?」

　ついにはメルまでがアークの屁へ理り屈くつに同意して、朝食に手をつけ始めた。

　周囲の動向をじっと観察していたイリューネも、必然的にそれに倣ならう。

「おおっ。味付けは地味だが中々うまいな。ドジっ娘こニッキーのことだから、もっとすごいのが出てくると思ってたぜ」

「当たり前だよっ。ニキちゃんの将来の夢は可愛いお嫁よめさんなんだから。あっ、でも手を出したら今度こそ本気で始末するからね、あーくん♪」

「誰だれに殺されてもテメェにだけは勘かん弁べんだな」

　祈りも挨あい拶さつもなしに始められた朝食の時間。

　ただ一人、ニキだけが途と方ほうに暮れていた。

　ロクに手も動かさずにいると、誰かが服の裾すそをちょんちょんと引っ張ってくる。

　見ると、椅子から立ち上がったイリューネがすぐ隣となりまで来ていた。

「……イリューネ？」

「にき。たべる」

　無表情のまま腕うでを伸のばす彼女の手には、かじりかけのトーストが握られていた。

　ニキは目を丸くしてイリューネを眺ながめ、それから差し出されたトーストに視線を移した。

　……途と端たん、なんだか馬ば鹿か馬ば鹿かしくなって噴ふき出してしまった。

　霊樹師としての立場からの悩み、アークへの気負い、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな自分への嫌けん悪お……そのすべてがどうでもよくなる。

「ありがとう、イリューネ」

　柔やわらかい笑えみを浮うかべてお礼を述べたニキは、イリューネの頭を優やさしく撫なでつけてあげた。イリューネもまた満足そうな表情をしていた。

　……横目で様子を眺めていたアークが少し笑ったように見えたのは、たぶん気のせいじゃないと思う。







　あらかたの食事を終えて、いち段落がついたとき。

「───そうだ。今日は学院の方に顔を出さない？」

　ニキの食器の片付けを手伝っていたメルが、唐とう突とつにそんなことを言い出した。

「《学院》……にですか？　先生？」

「うん。ニキちゃんだってお友達と会ってお話ししたいでしょう？　よかったらイリューネちゃんも一いつ緒しよに。それと……あーくんも」

「おいコラ。俺を誘さそう時だけ、明らかにイヤそうに声のトーンを落とすな。俺も別に行きたかねえよ」

　椅子にだらしなく座って天てん井じようを見上げていたアークが、不ふ機き嫌げんそうにメルを睨にらみ据すえる。

「つーか。イリューネを霊樹師の吹き溜だまりみたいな場所に連れて行っていいのかよ？　事情の説明とかどーすんだ」

　気だるげな口調で文句を垂れて、隣にいたイリューネの頭をペシペシと叩たたいた。

　言われてみればその通り。霊樹《イリューネ》の神籬ヒモロギが肉体を得て、人として自分たちに同行していることは、一部の人間しか知らない事実だ。

　ニキはメルに不安げな目配せをする。

「だいじょーぶっ。テキトーに誤ご魔ま化かせばなんとかなるよ」

「アホか。大だい丈じよう夫ぶじゃなかった時の話をしてるんだろうが」

「いいから。イリューネちゃんもあーくんも、一緒に学院へ行くの。ボクに任せておけば何も問題はないから。ちなみにこれは決定事じ項こうデス。分かったらさっさと部屋に戻もどって支度したくをしてきなさーい」

　メルは半ば押し切るような形で、彼等を追いやるように手をヒラヒラと振ふった。

　椅子から立ち上がりつつも、アークは気乗りしなさそうな顔をしていた。イリューネのことだけではなく、自身もあまり学院などには顔を出したくないのだろう。彼の立場を考こう慮りよすれば当たり前のことだ。

　二人がリビングから出て行くのを見送るなり、メルはバタンと扉を締しめ切った。

　それから満面の笑みでニキを振り返った。

「さっ。ボクたちも早く食器の片付けを済ませて、準備に取り掛かかろう？」

「先生。……どうしてですか？」

　ニキの口から疑問が突いて出た。

　ずっと近くにあったアークの視線が消えたからだろう。

　気き後おくれする必要もなくなって、訊ききたかった質問が胸中から溢あふれ出してくる。

「先生はアークが……バリアントがどんな存在なのか知っているはずです。それなのにどうして彼を『学院に行こう』なんて誘うんですか？　どうして───彼をわたしに差し向けたんですか？」

　かつて霊樹《シュレイド》を襲った教会の神父、アビ＝トランズフェストが嘯うそぶいていた。

　……国家連合は《断バちリ切アるン者ト》を利用している。

　霊樹を神聖なものとして祀まつり、しかしそれらが引き起こす災さい厄やくを危き惧ぐし、自分たちの代わりに歯止めとなってくれる存在を欲ほつした。

　それこそが、バリアント。

　命を断ち切ることで何かを救うと運命づけられた一族。

　暗い表情で語るニキを、メルはただ黙だまって見つめていた。

「……わたしは。彼にものすごく感謝をしています。アークは迷っていたわたしの背中を押してくれて、苦しむイリューネやシュレイドを救ってくれました。だからこそ、信じられないんです。色々とあった中でわたしが知ったバリアントの真実。アークが呪のろわれた人間だなんて……信じたくないんです！」

　最後はすべての想おもいを吐と露ろするように叫さけんだ。

　すると、ニキの唇くちびるの前に小さな人差し指がかざされる。

　メルは穏おだやかな笑みを浮かべて、小声で「しーっ」と呟つぶやいた。

「うん。ニキちゃんの気持ちは痛いほどわかったよ」

「先生……」

「ニキちゃんは答えを欲してる。誰かから一方的に与えられたものじゃなく、自分が見たもの、それに基もとづいた信じるべき答えを。……ううん、ニキちゃんだけじゃないね。彼もきっと同じはずだよ」

「アークが……？」

「君たちはお互たがいに答えを探し求めている。だから、その答えは自分自身で見つけなきゃいけない。誰の決めつけでもなく、君たちの心に従って」

　メルはゆっくりと前に顔を突き出すと、ニキの耳元で何事かを早口に囁ささやいた。

　不思議な旋せん律りつ。柔らかな響ひびきの言こと霊だま。

　驚おどろいて身を引くニキに、メルは相変わらずの穏やかな笑顔で返す。

「い、今のは……」

「だから先生は、ニキちゃんが答えにたどり着くためのヒントをあげました。学院の主しゆ塔とう中央で、今の言こと霊だまをそっくり紡つむいでみて。今のニキちゃんにならきっとできるはず」

　ニキは何かを言い返そうとした。

　でも、メルの静かな眼まな差ざしがそれ以上の質問を許さなかった。

　彼女の目は無言で語っている。

『習うより慣れろ』───と。

　いつも先生が言っていることだ。

　それは自分自身でなんとかするしかないという意味でもあった。

「……分かりました、先生。やってみます」

「よろしいっ。それじゃあ早くこの仕事を終わらせちゃおっか」

　ニキは気を取り直して、食器の片付けに戻った。







　片付けを終えたニキはさっそく自室へと戻った。

　部屋はイリューネと共同という形になっている。元の部屋の数が足りないというのもあったが、なにより、幼い彼女が一人で寝ね泊とまりが出来るとは到とう底てい思えなかったからだ。

「イリューネ？　ちゃんと準備できた？」

　扉とびらを開けつつ、声をかけてみる。

　中に視線を移した瞬しゆん間かん───ニキは大きな悲鳴を上げてしまった。

　……部屋の中心で、白い塊かたまりが蠢うごめいている。

　もっと正確に表現するならば『白い塊に足が生えたもの』か。白い部分はどうやら布のようで、塊はジタバタともがいていた。

　やがて足を縺もつれさせ、ベッドの上にボテリと転がる。

「………………からまった」

「見れば分かるからっ！」

　声を張り上げたニキは、ベッドに転がる物体に近づいて行った。

　頭からズボッと。白い部分だけを引き抜ぬいてやる。

　すると、その下からショーツ一枚姿のイリューネが現れた。

「にき。からまった」

「はいはい……。ちゃんとわたしが着き替がえさせてあげるから。ちょっと大人しくしててね」

　グシャグシャになった白のワンピースを綺き麗れいに折り畳たたみながら、ニキはひとまず裸はだかのイリューネをベッドに座らせた。

　イリューネは眠ねむたげな瞳ひとみでぼーっと宙を見つめている。だいぶ言葉を覚えてきたとはいえ、まだまだ一人ではなにもできないに等しい状態だ。こうなることを想定して、ニキは彼女を自分と相部屋にさせていた。

　別にその役目はアークに任せてもよかったのだけれど……。

　やっぱり絶対にダメ！　イリューネは女の子なんだから！

「にき、さむい」

「へっ？」

　イリューネの訴うつたえで、ニキはハッと息を吐はく。

「ご、ごめんね！　すぐに着替えを持ってくるから！」

　慌あわてて部屋の隅すみに置いてあるクローゼットに向かう。

　ついでに自分のシャツと下着も脱ぬいでおいた。イリューネの新しい服と、学院生の制服を手早く取り出し、ベッドに戻る。

「おまたせ。それじゃあ早く着替えちゃおう───」

　言いかけたニキの言葉を遮さえぎるように、部屋の扉が軋きしみを上げて開いた。

　廊ろう下か側から赤い髪かみの青年がひょっこりと顔を覗のぞかせる。

「なんかすげぇ声が聞こえたが。大丈夫か───？」

　アークの表情は凍こおりついた。

　ニキも同じように固まる。

　今、自分は衣服を脱ぎ捨てた状態で、とどのつまり……裸だった。イリューネもショーツ一枚というほぼ何も纏まとわない恰かつ好こうである。

　それらの状じよう況きようを正面から直視してしまったアークは、誤魔化すように視線を泳がせたあと、諦あきらめきった顔になって肩かたを竦すくめた。
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「あー、えー……。い、意外とあるんだな？　もしかしてニッキーって着やせするタイプか───あがっ！」

　次の瞬間。ニキが投げつけた手鏡がアークの顔面を直ちよく撃げきした。

　ニキは手に持った服で体を隠かくしつつ、赤面して両目いっぱいに涙なみだを浮うかべた。

「アークのッ……ヘ、ヘンタイのぞき魔まァっっ！」




　　　　３




　早朝の市街地は閑かん散さんとしていた。

　フィルファは学院の置かれた都市なので、街中が本格的に賑にぎわってくるのは授業の合間にあるお昼休みの時間帯と、全すべての授業が終わってから日が落ちるまでの時間帯である。

　今は都市機能を管理する役人や、昼から商売を始めるための準備をしている商人などが、チラホラと見受けられるだけ。

　故ゆえに、道を行くその一行は余計に目立って見えた。




「───ねぇ。さっきから二人はなんでむすっとしてるの？」

　一番前を先行していたメルが、突とつ然ぜん思い立ったように訊たずねてきた。

　ニキはちょうど自分の足元を仏ぶつ頂ちよう面づらで睨んでいるところだった。隣となりにはイリューネ、そしてさらにその隣には、ニキと反対側にある壁かべを睨んでいるアークの姿があった。

「なんでもありません」「なんでもねえよ」

　ニキとアークはまったく同じタイミングで不ふ機き嫌げんに答える。

　チラリと視線を送ると、たまたま彼と視線がかち合ってしまった。

　ニキは耳まで赤くして再び地面を睨にらむ。

　アークもうんざりしたように嘆たん息そくしてから、また反対側を向いた。

「……悪かったよ。いい加減に許してくれ」

「イヤです」

「反省してるし、痛い目も見た。これ以上、俺に何をしろってんだ」

「アークには常つね日ひ頃ごろから誠意というものが足りないんですっ。わ、わたしの……イリューネの、あ、あんなところを見たんですから！　もっともっと、ちゃんと謝ってください！」

「あー、分かった分かった。だから泣くなよ」

　目め尻じりに涙を溜ためて地面を睨み続けるニキの頭を、アークはゴシゴシと不器用に撫なでつけた。一瞬「許してあげようかな」と思ってしまいそうになった自分の単純さが憎にくらしい。

　……もちろん、アークに悪気がなかったのは知っている。

　むしろ自分たちを心配して駆かけつけてくれたのだ。その気持ちは素す直なおに嬉うれしかった。

　だけど、女の子の部屋に、ノックもなしに、いきなり入ってくるというのはどうなんだろうか？　やっぱり簡単には許してあげたくない！

　裸を見られたと思い出すだけでも、顔から火が出るほどに恥はずかしい……！

「あーっ！　あーくんがニキちゃんを泣かせた！　……殺すよ？」

「恐こえぇよ、ロリババア。別に泣かせようと思ってやったわけじゃねえ」

「でもニキちゃんが泣いてる！　つまり、始末決定っ！」

「せ、先生！　わたしはもう大だい丈じよう夫ぶですから！　お願いだから騒さわぎを起こさないで！」

　背中に背負っていた巨きよ大だいぬいぐるみの頭をむんずと掴つかむメルに、ニキはいつまでも拗すねている場合ではなくなった。ここで二人が暴れれば、また街に被ひ害がいが出てしまう。

　アークに向かって低く唸うなるメルを宥なだめていると、市街地を抜けて学院周辺の庭園に差し掛かかった。学院の正面玄げん関かんが見えてくる。

「……改めて近くで見ると異常にデケェな」

　庭園の美しい草花に見とれているイリューネの手を引きながら、アークが思わずといったように感かん嘆たんの声を漏もらした。

「学舎だけでなく、学生が泊まるための宿舎、それと霊れい樹じゆ師し全体の本部も兼かねている建物ですから。大きいのは当たり前ですよ」

　すっかり機嫌を戻もどしていたニキは、アークにそう説明をしてやった。

　だが、彼は訝いぶかしげな視線をこちらに向けてくる。

「霊樹師の本部？　ここが？」

「はい、そうですよ。……何か問題でも？」

「いや……。本部って言うくらいだから、近くに霊樹があるものかと思ってただけだ。深い意味はない」

「ありますよ」

「……は？」

「ありますよ、霊樹。アークの目の前に」

　ニキはそう言って、ひときわ背の高い学院の主塔を指さしてみせた。

　天を衝つくほどの巨大建築物。石いし壁かべの隙すき間まからは青々とした草木が飛び出していて、他ほかの場所よりもどこか古めかしい印象を与あたえる。

　手入れが行き届いていないわけじゃない。

　あれは───建物の内部から直接はみ出してきているものだ。

「まさか……？」

　アークが思い至ったように息を呑のんだ。

　ニキも肯こう定ていの意を込こめて頷うなずく。

「はい、そのまさかです。第三都市フィルファ、この街に置かれた学院は───内部に一本の霊樹を内包した造りになっています」







　建物の中に入ると、だだっ広い学院の玄関ホールがニキ達を迎むかえてくれた。

　一見すると派手に思える外観とは打って変わって、内装は落ち着いていて控ひかえ目な造りになっている。見上げると上四階層までが吹ふき抜けの構造になっており、城というよりも巨大な穴蔵を思わせた。

「それじゃあ。ボクはここらへんで失礼するよ」

「あれ？　何か用事でもあるんですか、先生？」

「うん。大事な会議が一時間ほど前から始まってる感じ」

「こんなところで何をやってるんですかッ！」

　ガミガミと怒ど鳴なり付けると、メルは屈くつ託たくなく笑って誤魔化した。また周囲の霊樹師たちから『ちゃんと面めん倒どうを見ておいて』と怒おこられるのか。わたしだって先生の奔ほん放ぽうさには困らされているのに。

「それじゃあ、ニキちゃん。頑がん張ばってねっ」

　去り際ぎわにそう言うメルの顔は、いつになく真しん剣けんだった。

　ニキは今朝の出来事を思い出す。先生はわたしにできると言ってくれた。そして、その先でわたし自身の答えを見み出いださなければならない。自然と表情が引き締しまる。

「はい。ありがとうございます」

　力強く頷くと、メルは満足したように脇わきの通路に走って行ってしまった。

「……一体なんの話だ？」

　アークが訝しそうに尋たずねてくる。

「秘密です。まあ気が向いたら話してあげますよ」

「しょっぱいね。今朝の意い趣しゆ返がえしかよ」

　ニキが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ返すと───メルが去った方角とは別の通路から、爆ばく発はつ的てきな歓かん声せいが上がった。

　驚おどろいているうちに、あれよあれよと大人数がニキ達を取り囲む。

　彼等はニキと同じ学院の制服を纏っていて、嬉しそうに破顔していた。

「おかえりなさい、ニキ＝ミスクライラ！」

「帰りをずっと待ってたんだよー、ニキちゃん」

「ねえねえ、旅先の話を聞かせてよっ！　本物の霊樹を見てきたんでしょ!?」

　方々から歓かん迎げいの声をかけられて、どう対処すればいいのやら分からなかった。

　アークとイリューネの方を見ると、二人もまったく同じ状じよう況きよう下かに置かれていた。二人に興味を示した学生たちが「あなたは誰だれ？」とか「この子、可愛かわいい！」とか無ぶ遠えん慮りよな嬌きよう声せいを上げている。

「おいおい。こいつら全員ニッキーのトモダチか？　なんとかしてくれよ」

「そ、そんなこと言われましても……」

「───はっぁああぁぁぁ……。ニキお姉ちゃんの胸の中はやっぱり柔やわらかくて気持ち良くて落ち着くよぉ……」

「エイミィ!?　いつの間にそこにいたの!?」

　知らないうちに胸むな元もとに張り付いていたツーサイドアップの女の子に驚きよう愕がくする。

　我先にと迫せまってくる学生たちに揉もみくちゃにされて、もう前後左右の感覚も分からなくなるくらい滅め茶ちや苦く茶ちやな状態だった。

　どうやら自分の帰き還かんのことは事前に学院内へ知れ渡わたっていたらしい。

　どうすればよいかと困こん惑わくしていると、

「───あーはっはぁ！　またまた遅おそい到とう着ちやくですわね、ニキ＝ミスクライラ？　アンタの前世はもしかして牛？　それともカタツムリかしらッ？」

　どこかで聞いた覚えのある品のない高笑いが聞こえてくる。

　しかも、上方から。

　ニキとアークはうんざりした顔を見合わせて「またか……」と振ふり仰あおいだ。

　吹き抜ぬけになっている二階層部分に、明るい水色の巻き毛を持った少女を見つけた。顔つきこそキツめだが、美少女と言ってもなんら差し障さわりのない女の子。

　ティディ＝アグカルトが、仁に王おう立だちで高みからこちらを見下ろしていた。

　……もちろん、スカート下のショーツが丸見えの状態である。

「とうっ」

　短い掛け声と共に、ティディは二階から地上まで一気に飛び降りる。

　すると、アークを含ふくめた男子学生の大半が「ちょっと残念」みたいな顔をした。

　女子たちは汚きたない物でも見るような目で彼等に舌打ちを浴びせる。中には軽い暴力を振るう者までいる始末だ。

「まったく。騒がしいですわね」

「……お前が言えたことじゃないとは思うがな」

　学生たちが騒ぎ出したおかげで質しつ問もん攻ぜめから解放されたアークが、イリューネを連れだってこちらに歩み寄ってきた。

　彼等と顔見知りのティディは「あら、いましたの」と軽く応じるだけだったが、初対面のエイミィはそうもいかなかった。華きや奢しやな体をピクンと震ふるわせて、驚愕の眼まな差ざしをアークとイリューネに向ける。

「お、男っ!?　誰ですかこの下品な顔つきの赤毛は!?　それになんだかよくわからない小さな子まで！　こ、これはもしかしてニキお姉ちゃん……そんなッ……！」

「違ちがうよ、エイミィ!?　あなたがなにを考えているかなんとなくわかるけど、それは絶対に違う！」

　霊樹《イリューネ》の神籬ヒモロギが人間となってニキの旅に随ずい伴はんしているのは、一部の人間しか知らないことだ。一いつ介かいの学生であるエイミィも当然例外ではなく、見知らぬ男と子供を連れているのは不自然だったかもしれないが───彼女の発想は極きよく端たんすぎると思う。

　発はつ狂きように近い状態でじたばたするエイミィに、イリューネはすっかり怯おびえてしまっていた。アークの背中に隠かくれてそろそろと様子をうかがっている。

　ティディも事情を知っているくせに、誤魔化してくれるような素振りは一いつ切さい見せない。意地の悪い彼女は単純にこの状じよう況きようを楽しんでいるのだ。

「むきーっ！　旅先ですね!?　旅先でひっかけられてしまったんですね!?　ああ、ニキお姉ちゃんの純潔は花と散る……汚い赤毛男なんかに奪うばわれてしまうなんて……」

「……ニッキー。この失礼なガキ、殴なぐっていいかな？」

「我が慢まんしてあげてください……。思い込みの激しい子なので」

　帰還早々に騒がしくはあったけど、逆にニキは安あん堵どもしていた。

　ティディや、落ち込んでいるエイミィも含めて、学友たちには特に変わった様子もない。エイミィの話によると役人の出入りが激しくなっていて、穏おだやかな雰ふん囲い気きではないと聞いていたのだが……。

「……ねえ、二人とも。学院は今どうなってるの？　何か変わったことはあった？」

　確かく認にんの意味も込こめて訊たずねてみると。

　突とつ然ぜん、陰いん鬱うつな顔をしていたエイミィがピョコンと跳はねた。

「そうなんです、ニキお姉ちゃん！　お姉ちゃんがいない間に大変なことが起こったんですっ！　もうみんなが大混乱で───あぶっ」

　饒じよう舌ぜつに語り出すエイミィの話を遮さえぎるように、間に割って入ってきたティディが強ごう引いんに手で押しやる。

「あぶぶぶっ！　痛いですアグカルト先せん輩ぱい！　頭を掴まないでくださいよ！」

「黙だまってなさいな、うすのろエミリア。アンタが喋しやべると要領を得ないんだから」

「ぶぅ……。そんなこと言って。本当は自分がニキお姉ちゃんと話したいだけなんじゃないんですかぁ？」

「はァ!?　こ、このわたくしがこんな天然女とわざわざ話したいですって!?　マジでぶっ飛ばしますわよ、うすのろ！」

「け、喧けん嘩かしないで……。ちゃんと二人の話を聞くから」

　子犬同士の喧嘩みたいにギャンギャン騒さわぎ合う二人をなんとか宥なだめる。やはりこの二人は壊かい滅めつ的に相あい性しようが悪い。見方によっては仲がいいとも捉とらえられるけど。

「それで？　大変なことって何があったの？」

　改めて訊ねると、大騒ぎしていた学生たちが一いつ斉せいに黙り込んだ。

　皆みなが気まずそうに顔を見合わせる。

　機を見計らったように、ティディが深い溜ため息いきを吐ついた。

「……まったく。ここにいる全員がアンタに気を遣つかって、無理にバカ騒ぎで出迎えたというのに。空気の読めない質問を大声でしてくれますわね」

　諫いさめられるように言われて、なんだか申し訳ない気持ちになった。
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　明るい態度も、変わらない雰囲気も、皆が自分に心配を掛かけさせないために取り繕つくろっていたのだと、今になって気づく。それなのに空気を壊こわすような質問を堂々としてしまうなんて、わたしはなんて間抜けなのだろう。

「ごめんなさい……」

「責めてるわけじゃありませんわ。一番大声で騒ぎ立てていたのは、このうすのろエミリアですし」

「私ですか!?　私が悪のゲンキョーなんですか!?　ひ、酷ひどいですよぅ、アグカルト先輩！」

「ああ、うっさい。アンタは黙ってなさいと言ってるでしょう」

　ピーピーと喚わめくエイミィの頭を軽く叩たたいて黙らせたティディは、真剣な面おも持もちになってニキを見た。

「霊れい樹じゆを巡めぐっての問題で、国家連合と教会の間で穏やかじゃない風が吹いているのは分かりますわよね？　……当事者であるアンタたちなら」

　ティディは小声で───エイミィにも聞かれないように───呟つぶやく。

　彼女の強気な瞳ひとみは、ニキの背後にいたアークとイリューネにも向けられていた。

「……やれやれ。やっぱりそうくるかよ」

「仕方がないです。事実ですから」

　ニキは沈しずんだ声でティディの言葉を肯こう定ていする。

　国家連合と教会の関係が落ち着いているように見えるのは建前だ。

　事実を知らない一いつ般ぱんの人々を不安にさせないための偽いつわりにすぎない。もしかしたら、一般人でも勘かんのいい人は気づいてしまっているかもしれないけれど。

　ティディは溜ためを作るように一いつ拍ぱく置いてから、

「そのことでね。教会側の代表者───《大司教》が、近日中に学院を訪ねてくるらしいんですのよ。名目は『互たがいの理解と親交を深めるため』という感じですけど」

　場の空気に緊きん張ちようが走った。

　学生全員から隠しきれない不安な気持ちが伝わってくる。ニキ自身も、ティディの話を聞いた瞬しゆん間かんに背筋に軽い痺しびれを覚えたほどだ。

「そ、それじゃあ……。役人の人が学院に出入りを繰くり返していたり、先生が言ってた大事な会議っていうのは……」

「おそらく、そのことについての話し合いでしょうね。腹立たしいことに、わたくしやアンタは学院生ということで部外者扱あつかいですわ」

　ティディだけは、不安よりも憤ふん慨がいの方が勝まさっている様子だった。

　現在、学院生の身で霊樹師の資格を持つのはわたし達だけだ。取得している階級から考えても、そのような話し合いに混ぜてもらえる権利は充じゆう分ぶんにある。

　それでも跳はね除のけられてしまったのは……きっと先生による気き遣づかいだろう。子供が小難しいことに首を突つっ込むべきではない。如い何かにも先生が言いそうなことだった。

「ややこしいことになってきましたわよ、ニキ＝ミスクライラ。国家連合の重じゆう鎮ちんたちも、霊樹を救えなかった霊樹師に憤いきどおりの姿勢を見せ始めています。まあそいつらの大半は、霊樹の損失によって自分たちの利益が減ることを危き惧ぐした愚おろか者ものでしょうけど。……渦か中ちゆうにいるアンタたちは特に気をつけなさいな」

　ティディは再び声量を落としてそう忠告してきた。

　教会側からの接せつ触しよくに、国家連合の霊樹師に対する疑念。

　それらを引き起こしたのは自分の無力だったのではないかと自問自答せざるを得ない。だが、ニキはそれらの想おもいを無理にでも振り払はらう。

　暗く考えていたってダメ。

　今は自分に出来ることを探そう。

「……分かった。ありがとう」

　素す直なおに礼を述べると、エイミィは目を輝かがやかせて「とんでもありませんっ」と声を張り上げた。すかさず「アンタに言ったわけじゃないですわよ」とティディの不ふ機き嫌げんなつっこみが入る。

　ニキは苦笑いして、クルリと踵きびすを返した。

　アークと目が合う。今の話を聞いて、彼も少し小難しい顔つきになっていた。

　すっかり黙り込んでしまった学友たちも暗い顔のままだ。彼等を慰なぐさめてやる言葉を、自分は持たない。

　それでも、わたしはわたしの意思で、世界についての真実を見み極きわめなくては。

　そのためには、行かなければならないところがある。

「───みんな、ごめん。お話ししたいことはいっぱいあるんだけど、わたしはこれから大切な用事があるの。道を開けてもらっていいかな？」

　場が少しだけ騒そう然ぜんとする。

　隣となりにいたアークも、不思議そうに首を捻ひねった。

「用事……？　ここの連中に顔を見せる以外になにか目的があったのか？」

　アークの質問に、ニキは深く頷うなずいてみせた。

　先生が指示してくれた道……。

　ひとまずはそこを目指すために。

「今から、学院の霊樹に謁えつ見けんしに行ってきます」




　　　　４




　学院の霊樹は主しゆ塔とうを貫つらぬくようにして、建物の内部に根付いている。

　しかし、他ほかの地に根付く霊樹と違って、人々の目に触ふれることもなく、明確な名前さえも明かされていない。基本的に、主塔の中に踏ふみ入って謁見を許されるのは、特級マスター以上の霊樹師のみと決められていた。

　それだけ特とく殊しゆな霊樹に堂々と『謁見してくる』と宣言して見せたニキ。

　皆が興味を示すのも無理からぬことだった。

「アンタ、正気ですの？　行くと言って行けるものでもないでしょうに」

　主塔へ通じる廊ろう下かを歩くニキの背後で、ティディがブツブツと文句を垂れた。

　今、廊下は溢あふれかえる学院生の列で軽い渋じゆう滞たい状態に陥おちいっている。

　ティディやエイミィはもちろん、アークとイリューネ、そして出で迎むかえてくれた学院生のほとんどが、主塔へと向かうニキに追つい随ずいしていた。

　正直に言えば、彼等を連れて歩く意味は薄うすい。

　霊樹と意い思し疎そ通つうを図はかるには《対話》と呼ばれる第一級霊樹師以上にしか扱えない言こと霊だまを操あやつる必要があるし、なにより───。

「……着いた」

　長い廊下を渡わたって、たどり着いたのは……行き止まり。

　否いな、正確には行き止まりではなかった。

　主塔へ通じるはずの扉とびらを、複雑に絡からまった蔦つたやら枝やらが完全に封ふう鎖さしてしまっている。

　まるで天然のバリケードとも呼べるそれは、壁かべ一面を埋うめ尽つくし、誰だれ一人ひとりとして通さない堅かたい守りを敷しいていた。

「……なんだこりゃ。気色わりぃ」

　学院のことをほとんど知らないアークが腑ふ抜ぬけた声を上げた。彼に手を引かれていたイリューネも目を大きくして植物の壁を見上げている。

「『門ゲート』です。学院の霊樹を守る、唯ゆい一いつにして絶対の砦とりで」

　学院の霊樹と《対話》するためには、どうしてもこの先に行かなくてはならない。

　学院、強しいてはフィルファを護まもる役目にあるこの場所の霊樹は、他ほかの霊樹に比べても特に重要な存在とされている。樹じゆ齢れいも長く、霊樹の中では古参と呼べる大樹だ。

　故ゆえに、部外者の立ち入りを一いつ切さい禁ずるため、この『門ゲート』と呼こ称しようされる枝葉の壁が組まれている。絡まり合った枝は見た目以上に頑がん丈じようで、押し通ることなどもちろん出来ない。

「ふわぁ……。これが学院の霊樹を守る『門ゲート』ですか。私、初めて見ましたぁ」

　ニキの左手にいたエイミィが感かん嘆たんの声を漏もらした。

「ふん。一人じゃ近づくことさえできない度胸なしのアンタらしい感想ですわね、うすのろ。───で、ニキ＝ミスクライラ？　特級マスター以外は立ち入りを禁じられているこの場所に、アンタどう踏み込むつもりですの？」

　右手のティディが面おも白しろくなさそうに告げた。

　ニキは大きく息を吐いて、気持ちを落ち着かせる。

　今の自分には術があった。ここから先に踏み入るための術が。

　一歩前に進み出て、手前の枝の表面にそっと触れる。

「───我、偽りなき真実をシユラル・ラ・求める者なりイーヴア・ロ・セ。答えよアリユイ」

　流れるような言こと霊だまが大気を震ふるわせた。

　メルアリスから教わったソレを、ニキは丁てい寧ねいに復唱してみせた。

　霊樹師の資格を持たない学生のエイミィはもちろん、同どう僚りようのティディでさえも聴きき取ることは敵かなわなかった。二人は目を剥むいてニキの背中を見つめている。

　……どのくらいの時が経たっただろうか。

　扉を塞ふさいでいた枝葉の壁が、軋きしみを上げて左右に捩ねじれた。

　ちょうど一人が通れるくらいの隙すき間まがぽっかりと空く。

「う、嘘うそでしょ……。『門ゲート』はたとえ相手が高名な第一級霊樹師でも撥はね除のけますのよッ？　アンタ、どんな手を使って───」

　ティディの驚きよう愕がくした質問に答える前に、ニキは奥へと進みだしていた。

　言葉を失っている学友たちを一度だけ振ふり返り、柔やわらかな微笑ほほえみを浮うかべる。

「ごめん、用事が済んだらすぐ戻もどるから。ちょっと行ってくるね」

　その一言を皮切りに。

『門ゲート』は一人の少女を呑のみ込むようにして、轟ごう音おんを立てながら閉じた。
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　しばらく暗がりを進むと、足元にあった石いし畳だたみがいつの間にか緩ゆるやかな勾こう配ばいに変化していることに気が付いた。

　大樹の根だと、ニキは直観的に理解をする。明かりになる物を持ってきた方が良かっただろうか？　学院の主塔は窓が一切設けられていないので、視界が悪くて観察もままならない。

　仕方がないので観察を諦あきらめ、黙もく々もくと先を目指した。

　そして、いつしか前方から淡あわい光が溢れ出てくるのを視し認にんする。

　穢けがれなき白。光に目を細めながら進むニキは───そこで立ち止まった。

　主塔の中心部。

　周囲を囲む石いし壁かべにやはり窓はなく、用意された明かりの類たぐいも見受けられない。しかし、不思議と視界はハッキリとしていた。

　その理由は、目の前にある大樹の樹皮からフツフツと湧わき出る、白色の微び細さいな光。

　塔の内部を照らし出すそれは、まるで舞まい散る落ち葉のようにヒラヒラと下方へ降り注ぎ、湧いては消えるを繰り返していた。手の平を受け皿にして詳くわしく観察してみようとすると、肌はだに触れた直後、瞬またたく間に溶とけて消えてしまう。

　とても幻げん想そう的な光景に、思わず時間を忘れて魅み入いる。

「………………《白はく樹じゆ》」

　ふつりと呟つぶやくニキの目に映っていたのは、全身が白に彩いろどられた大樹だった。

　全く葉を身に付けず、石英のように儚はかなげで、どこか神秘的なたたずまいを見せる樹き。

　だが、大きさはこれまで見てきたものとは段だん違ちがいだった。巨きよ大だいな主塔の内部を所ところ狭せましと根やら枝で埋め尽くし、遥はるか高みから光の落葉を降らせる。

「《白はく樹じゆ》が……霊れい樹じゆ？　じゃあ、国家集合区で見かけるあの《白はく樹じゆ》たちは……？」

「───ほう。こいつはすげぇな」

　突とつ然ぜんに真横から首がにゅっと伸のびてきて、ニキは心臓が止まるくらい驚おどろいた。

　足を縺もつれさせて転んでしまう。

「ア、アークっ!?」

　燃えるような赤せき髪はつに、布に巻かれた無骨な鉄てつ塊かいを背負った青年がそこにいた。

　それだけじゃない。彼は自分の首筋に幼い少女を乗せている。少女は眠ねむたげな深緑の瞳ひとみで、目の前の大樹を静かに見上げていた。

「イ、イリューネも……。どうしてここまで入ってこれたんですかッ？」

「あん？　そりゃお前。このチビがどうしても付いて行くって聞かないもんでな」

　アークは何食わぬ顔で、肩かた車ぐるましているイリューネに「な？」と声を掛かけた。

　……いやいや、そういう問題じゃなくて。

　ここは第一級霊樹師ですら踏み込むことのできない神聖な場所。そこに霊樹師でもない二人が入り込めたこと自体が、奇き跡せきとしか言いようがなかった。

「あ……でも。元神籬ヒモロギであるイリューネなら可能なのかしら……？」

「なにを独りでブツブツ言ってんだ？　まあ俺達が何もせずにフツーに通れたことには、他の奴やつ等らも驚愕してたけど。あの口うるさい女なんか『どうしてわたくしが通れないんですの!?』とか騒さわぎ立てていたしな。俺に言われても困るっつーに」

　特に感かん慨がいもなく告げたアークは、肩の上からイリューネを下ろした。

　イリューネはこちらの会話が耳に入っていないように、ひたすら白い霊樹を見つめ続けていた。

「と、とにかく。今すぐにここから出てください。他の霊樹師に見つかりでもしたら、大変な騒ぎになりますよ」

「うむ。俺もそうしたい気持ちは山々なんだがな。……出られねえんだよ、これが」

「へ？」

「だから出られねえんだって。成り行きで中に入ったまではいいものの、途と中ちゆうで進むのが面めん倒どうになって戻ろうとしたんだ。だが、道を塞いでいる枝やら蔦やらはビクともしやがらねえ。蹴けり飛ばしてもダメだったな」

　戻れない？　入ってこれたのに？

　ニキはますます訳が分からなくなった。一体どういうことだろう？

　まるで───そう、まるで。

　霊樹が二人をこの場に招き入れたがっているようにさえ思える。

「うだうだと考えてたって仕方ねえわな。どうせ、霊樹と《対話》できるのはお前だけなんだし。さっさと終わらせて、俺達をここから出してくれ」

　アークが尤もつともなことを言う。ここを塞ぐ植物を動かすことができるのが自分だけならば、二人は必然的に待つしかないだろう。

「イリューネは……どうなんでしょう。この霊樹と話したがっているようにも見えます」

　ふと思い立って、アークに訊たずねてみた。

　アークを連れて自分の後を追うのを望んだのは彼女だ。

　現に、周囲の世界を遮しや断だんしてしまったように霊樹だけを見ている。

　アークは眉まゆ尻じりを下げて肩を竦すくめた。

「さあな。だが、おそらくは無理だろ。こいつは元神籬ヒモロギってだけで、今はほとんど人間と同じ状態だ。簡単な『森の言こと霊だま』が扱あつかえるのも単にその名残なごりで、《対話》なんつー高度なものを使えるとも思えん」

　アークは鼻から浅い息を吐はいて、

「無論、霊樹師でも元神籬ヒモロギでもない俺には最は初なっから無理な話だ。そもそも、バリアントって時点でここから締しめ出されてもおかしくない気はする。だからお前だけでも行って来いよ。待っててやるからさ」

　軽く口にしたアークの言葉に、ニキは表情を曇くもらせた。

「アーク……」

「なに暗い顔してんだ。早く行って来い。ここは微び妙みように肌はだ寒ざむいし───ぶえっくしょん！」

　一人だけ防寒用の外がい套とうを羽織っていないアークは、思い出したようにクシャミをした。

　それでもニキの表情は晴れない。

　……レインガーデンで出会った霊樹《シュレイド》は、アビ＝トランズフェストが語ったバリアントの真実について否定はしてくれなかった。特級霊樹師マスターである先生もはぐらかすだけで多くを語ってくれない。

　大自然を崇すう拝はいする国家連合、人の尊厳を謳うたう教会、そして人を護るために大自然を断たつ役割を持つバリアント。

　それぞれの思おも惑わくが錯さく綜そうし、理想と現実が矛む盾じゆんし、無意味に衝しよう突とつして……どこか捻ねじれてしまっている、わたしが生きるこの大陸世界。

　アークのことはもちろん信じている。

　だけど、真実を追い求めて、もし結末が望まないものであったとしたならば？

　わたしはこの救えないくらい捻れた世界を受け入れることが出来るのだろうか？

「……分かりました。行ってきます」

　いくら悩なやんでも答えは出ない。

　だからニキは踏ふみ出すことにした。少なくとも、この先に導しるべとなるヒントがあるはず。

　ゆっくりと歩を進め、たたずむイリューネの脇わきを抜ぬけ、真っ白な大樹と相対する。

　右手をかざして言こと霊だまを紡つむいだ。

「───我、汝を求めんシユラル・ラ・ミル・ロ・セ」

　ニキの意識は飛んだ。







「わわっ！」

　ドシーンと。体が一いつ瞬しゆんだけ浮き上がったような感覚に囚とらわれたかと思うと、お尻しりから地面に落下した。

　柔らかい物がニキの臀でん部ぶに直ちよく撃げきする。……柔らかい？

「っっっ!?」

　自分の下した敷じきになっていたものを確認した瞬間、ニキは耳まで真っ赤になる。

　仰あお向むけの姿勢で倒たおれている青年の姿があった。彼は落ちた衝しよう撃げきで四し肢しをヒクヒクと痙けい攣れんさせていて、その顔面は───ニキのお尻のちょうど真下にあった。

　しかも、あろうことかスカートの中に顔を突つっ込んだ状態で……。

「……こ、この生暖かくも柔らかい感かん触しよくは……？」

「きゃああああああああああああああッ!!」

　悲鳴を上げたニキは、お尻の下にいたアークを渾こん身しんの力で蹴り飛ばした。

　アークは絶ぜつ叫きようして地面をゴロゴロと転がる。そして、何かにぶつかるようにして止まった。そのぶつかった何かは小首を傾かしげて、彼を不思議そうに見下ろしている。

「あーく、へんたい」

「……蹴られた挙句に浴びせられる言葉がソレか」

　むくりと身を起こしたアーク。

　その隣となりにたたずむイリューネ。

　ニキはすっかり虚きよを突かれ、口をパクパクとさせた。

「ど、どうして……？」

「どうしてもこうしてもあるか。お前が言こと霊だまを唱えた直後、いきなり足元が浮いたかと思いきや……このザマだ。一体全体どうなってやがる？」

　それはこちらが訊ききたいくらいだった。

　ニキは慌あわてて周囲を見み渡わたす。

　場所は先ほどの光景とはまるで違っていた。

　天てん井じように色とりどりのステンドグラスが張り巡めぐらされた、ホールのような空間。

　どこからか切なげな響ひびきを孕はらむ賛美歌のような音が漂ただよい、窓から差し込んでくる光が妙みように眩まぶしい。

　教会の聖堂の雰ふん囲い気きによく似ていた。

「ここが学院の霊樹の『謁えつ見けんの間』？　ですよね？」

「俺に訊かれても知るか。そっち方面はニッキーの方が詳しいだろ」

　アークに指し摘てきされて、口を噤つぐむ。確かにそうなのだが、まともに《対話》した経験が一回きりのニキは、自信を持って断言することなどできなかった。

　霊樹と霊樹師が《対話》を行った際に相まみえる場所、それが『謁見の間』。

　霊樹と地上の境界線。各おの々おのの神籬ヒモロギが固有する空間。

　そこに霊樹師以外の者が紛まぎれ込むなど───前代未み聞もんの事態だ。

「『門ゲート』を潜くぐるだけじゃなくて、『謁見の間』にまで入ってきちゃうなんて……先生に知られたら怒おこられるかも……」

「気にすんなよ、ニッキー。たまにはそういうこともあるさ」

「だ、誰だれの所せ為いだと思ってるんですかッ！」

　あっけらかんと告げるアークに、ニキがガミガミとがなり立てていると。

　……視界の隅すみにふわっと、何かが舞い降りてきたのが分かった。

　ニキがそちらを振ふり返るより先に───

「ニ・キ・ちゃんにぃ～～～～～ッ」

　たっぷりとした溜ためを持って、

「セクハラするなァ────────────っ!!」

「───どふぅ!?」

　甲かん高だかい大声が、ニキたちの鼓こ膜まくを痛いほどに震ふるわせる。

　声の主は右足を大きく後ろに下げると、そのまま前に振ってアークの脇わき腹ばらを思いっきり蹴りつけた。アークは再び絶叫して地面を転がる。

　ニキは呆あつ気けに取られて、アークを蹴り飛ばした張本人を穴が空くほどに見つめる。

　天井からの光を浴びて虹にじ色いろに輝かがやく銀ぎん髪ぱつ。

　見た目の年ねん齢れいはイリューネに近い、小こ柄がらな少女。




　……メルアリス＝フルブリースが満面の笑えみを浮うかべてたたずんでいた。




　　　　６




　同刻。

　置き去りをくらってすっかり機き嫌げんを損そこねていたティディ＝アグカルトは、学院の霊れい樹じゆが収められた主しゆ塔とう周りの廊ろう下かで、あるものを発見していた。

「アグカルトせんぱーい。いい加減に諦あきらめましょうよー。ニキちゃんは優ゆう秀しゆうすぎるんですってー。先せん輩ぱいがいくら背せ伸のびしても敵かなう相手じゃ───」

「しっ。お黙だまりなさいな、うすのろ」

　後ろからダラダラと付いてくるエイミィの口を無理やりに塞ふさいで黙らせる。

　状じよう況きようを理解できていない彼女はパチクリと円つぶらな瞳ひとみを瞬しばたたかせた。

「……ふぇ、ふぇんぱい？」

「あれを見てみなさい、エイミィ。……この上なく怪あやしいですわ」

　それは廊下の端はし。ちょうど二階へと下りる階段の少し手前くらいにいた。

　通りすがる生徒の誰もが不思議そうに首を捻ひねって流し目を送るものの、あまりに不ふ審しんすぎて声を掛かける者はいない。見て見ないフリをするということが繰くり返されていた。

「───いい加減に起きる。お前が動かないと何も始まらない」

　血圧の低そうな声こわ色いろで、幼い女の子が壁かべの隅に丸まっている物体へ呼びかけている。

　彼女が着込んだダルダルの黒服は大量に袖そでが余っており、腕うでが通りきらない布の部分でペシペシと物体を叩たたいていた。

「……んあー。やる気でねえよ。マジでメガクソやる気でねえ。死にたい」

　これまた血圧の低い声で、その物体───黒服の男が腑ふ抜ぬけた返事をする。

　幼い少女以上に、男の様相は異様だった。爬は虫ちゆう類るいを彷ほう彿ふつとさせる三白眼に、八や重え歯ばが覗のぞく凶きよう暴ぼうそうな顔立ち、そして極きわめつけは顔面を含ふくめた体の右半身を覆おおう大量の包帯だ。

　学生が集まるこの学舎において、黒服の二人組は近づきがたい雰囲気を醸かもし出していた。

「もう。さっきまで『ひゃっはー、霊樹師はみんなぶっ殺してやるぜ』とかベタなセリフ吐いてノリノリだったくせに。躁そう鬱うつの差が激しすぎ」

「だって……。正面から堂々と侵しん入にゆうしてやったってのに、誰も声をかけてこないんだもん。みんな、フルシカトじゃん。ふつーこういうのって場が混乱して、派手なドンパチが展開されるもんじゃね？　今のオレ、きっと空気なんだよ。空気の妖よう精せいみたいな」

「そんな気色悪い妖精はいない。声をかけてこないのは、お前が顔面凶きよう器きだから。みんな怖こわがって近づいてこないだけ」

　少女の辛しん辣らつな言葉に、男は膝ひざを抱だいて顔を埋うずめる。

「もうダメだ……体中がダルくて死ぬ……。任務とかもうどうでもいいや。帰ろう、今すぐに帰ろう。大司教もきっと許してくれるって」

「ダメ。そろそろ鬱うつモード解除して。任務サボって怒られるのは、あたしなんだから」

　……大司教？

　交かわされる二人組の会話を、ティディは一字一句、聞き漏もらさなかった。

　唐とう突とつに飛び出した聞き捨てならない単語。それに霊樹師をぶっ殺すとかなんとか……。見た目どころか、話の内容までますます怪しい。

　本来なら、学院の講師である霊樹師を呼びつけた方がいいのかもしれない。事実、何人かの生徒もそうしようと思ったに違いない。

　だが、今は国の重じゆう鎮ちんたちが会議を行っている真っ最中だった。講師の霊樹師も、当然のことながら特級霊樹師マスターフルブリースも、手が離はなせない状態にある。

　なにより、自分はれっきとした資格を持つ霊樹師だ。

　皆みなが動けないならば……自分がなんとかするしかないだろう。

「ちょっと。そこのアンタたち。そんなところで何をしていまして？」

　ティディは例の二人組に果か敢かんに声を掛けた。隣のエイミィが驚おどろいた顔をしたのが無む性しようにむかつく。わたくしだって立派な霊樹師であることを思い知らせてやりますわっ！

　二人組はピタリと動きを止めた。

　そろそろと振り返ってくる。

　気だるげだった男の表情が、一気に晴れやかになった。

「おお……おおおおおおおっ！　ようやくだ、ようやく話しかけてきやがった！　全員が全員、オレのことを華か麗れいにスルーしやがるもんだから、マジで存在が空気になっちまったのかと焦あせったぜ！」

「テンションが上がってなにより。更さらに鬱うつ陶とうしくなって、あたしの中のくたばってほしい度指数は急きゆう上じよう昇しようの一いつ途とを辿たどってるけど」

　思いもよらなかった彼等の反応に、ティディは面めん食くらってしまった。

　喜んでる？　ここは焦る場面じゃないんですの？

「な、なにをしているのかと訊いていますのよ！」

　慄おののきを撥はね飛ばすように、声を張り上げて質問を重ねる。

　二人組は緩かん慢まんな動きでフラリと立ち上がると、ティディ達の正面へ向き直った。

「……っ!?」

　瞬間、ティディは言葉を失う。

　彼等が着ている黒服。イヤというほど見覚えのあるそれは───果たして、教会の司教が纏まとう修道服であった。

「…………アンタ達」

「おう？　流石さすがに察しはついたみたいだな。そうとも、オレ等は教会の人間だ。つまり……どういうことか分かるよな？」

　意味深に告げた刹せつ那な。

　指先を前に向けた男の右腕が急激に膨ぼう張ちようした。巻かれていた包帯が引き千切れ、巨きよ大だいな爆ばく音おんを立てて炸さく裂れつする。同時に、夥おびただしい量の針が前面へと射出された。爆風に煽あおられたそれらは加速し、立ち竦すくむティディたち目め掛がけて一いつ斉せいに襲おそい掛かる。

「伏ふせなさいッ！」

　ティディは即そく座ざにエイミィの頭を掴つかむと、床ゆかに腹はら這ばいになるような形で倒たおれ込んだ。

　間一髪。針の弾だん丸がんが頭上を通過して、背後にあった壁に次々と突つき刺ささる。耐たい久きゆう度の限界を超こえた石いし壁かべは抉えぐられ、無残に瓦が解かいした。

　沸わき立つ学生たちの悲鳴。

　混乱と恐きよう怖ふで騒そう然ぜんとする学舎。

「標的は件くだんの女霊樹師！　どいつがそうなんだか見当も付かねえから、テキトーにぶっ殺してりゃいつかアタリを引くだろ！　計画の妨さまたげになる危険因子は早めに排はい除じよしろってのが、我らが大司教さまの有あり難がたい教えだしなぁ！」

「あんまり派手にやりすぎないで。後の処理が面めん倒どうになるから」

　愉ゆ快かいで堪たまらないといった具合に高笑いする男の右腕は、もはや人間のソレではなかった。

　弾はじけた包帯の下から現れたのは、ガラスの破は片へんを集めて作られたような鋭するどく黒い外がい殻かく。大きさは男の身み丈たけを超えるほどに膨張しており、手首にあたる部分からは左右に二本の突とつ起きが突き出している。その様相は、まるで巨大な十じゆう字じ架かを思わせた。

「ア……グカルト……せんぱ……」

　エイミィは恐怖と驚きが綯ない交ぜになった表情で放念していた。身に迫せまる危険、ましてや戦場など経験もしたことのない彼女には、受け入れろという方が無理な事態であった。

　ティディは立ち上がりつつ、活を入れるように彼女の小さな頭を叩く。

「あいたっ!?」

「しっかりなさいな。ここはわたくしが何とかしますわ。アンタは先生を呼んできなさい」

「で、でも！　あんなのと戦ったら先輩が死んじゃいます！」

「舐なめ腐くさってくれますわね。……こう見えてもわたくし、最高にエレガントな霊樹師ですのよ？」

　勢いよく跳ね起きたティディは、前方の敵へと突とつ貫かんした。




　　　　７




「よーこそ、諸君っ！　霊樹《メルアリス》の『謁えつ見けんの間』へ」

　胸を張って溌はつ剌らつと告げる彼女に、ニキはしばらく表情を凍こおらせていた。

　やがて徐じよ々じよに顔が青ざめて───小さな肩かたをガバッと掴む。

「せ、先生!?　どうしてこんなところに!?　大事な会議はどうしたんですか!?　それに今、霊樹《メルアリス》って……えっ、ええっ!?」

「落ち着きなよ、ニキちゃん。取り乱してるのは君だけだよ？」

　メルが指さすと、背後にいたアークが蹴けられた脇わきを擦さすりながら仏ぶつ頂ちよう面づらをした。彼の隣となりに立つイリューネも特に慌あわてた様子は見られない。

「って！　取り乱すに決まってるでしょ！　あの二人は元々感動が薄うすいだけです！　霊樹ってどういうことですか、先生!?　ちゃんと説明してください！」

「おい、ニッキー。お前、何気に失礼じゃないか？」

「アークはちょっと黙っててください！」

「うへ……必死だな」

　必死も必死。平常心を保っていろという方が無理な話だ。

　詰つめ寄るニキを両手で制したメルは、困ったような笑顔で肩を竦めた。

「まあまあ。いっぺんに訊たずねられても答えられないよ。そうだね、まずは簡単な自己紹しよう介かいでもしようか」

　意味深に告げたメルは、両手をいっぱいに広げる。

「時の司つかさ、霊樹《メルアリス》。世界最古にして最大の霊樹であり、その中に宿る神籬ヒモロギこそがボク、メルアリス＝フルブリースだよ。まあこれは人間に成り済ますため、便べん宜ぎ的に名乗っている名にすぎないけど」

「ま、待ってください！　だから先生が霊樹の神籬ヒモロギってどういうことなんですかっ！　先生は霊樹師で、わたしの恩師で、わたしを育ててくれた───」

「人間じゃない存在。霊樹の神籬ヒモロギ《メルアリス》。ここまで繰り返せば、流石さすがに呑のみ込んでくれるかな？　簡単に信じられないのも無理はないと思うけど」

　ニキの言葉に繋つなげるように、ハッキリとした口調で言い放った。

　……ニキは足元から体が崩くずれていくような錯さつ覚かくに囚とらわれる。

　先生が霊樹の神籬ヒモロギ？　あまりに唐突で、あまりに現実味のない暴ばく露ろ。

　当然ながらおいそれと受け入れることなんてできなかった。それどころか、先生が霊樹の『謁見の間』に先回りして、自分をからかっているんじゃないかとさえ思う。

　でも、この場に他ほかの神籬ヒモロギらしき影かげは見られない。

　完全に自分たちとメルアリス＝フルブリースだけの空間だった。

「別に騙だまそうと思ってたわけじゃないの。身寄りのなかった君を引き取り、愛しながら育てて、今でも大切に思う気持ちは変わらないよ。何一つ偽いつわりのない事実。だからいつかは話さなきゃって思ってた」

　ニキは口を開きかけて───そのまま閉じた。

　言うべき言葉が見つからない。頭は未いまだに混乱している。

　いつまでも沈しずんだ顔で黙だまっていると、後ろのアークがやれやれと嘆たん息そくした。胡坐あぐらの姿勢から立ち上がって、ニキの隣に並び立つ。

「いやはや。最初から胡う散さん臭くさいババアだとは思っていたが、実は霊れい樹じゆの神籬ヒモロギときたもんだ。仮にその話が真実だったとして……どうしてお前は外の世界で肉体を得ている？　イリューネのような特例でもない限り、神籬ヒモロギが肉体を得ているなんて聞いたこともねえ」

「残念ながらボクはイリューネちゃんの事例とは違ちがうよ、あーくん。だけど、『特例』って言葉は当てはまるかな。それをこれから君達に話そうと思うんだけど」

「……冗じよう談だんなわけじゃないんだな？」

「冗談でニキちゃんを傷付ける言葉を吐はくなんて、ボクは絶対にしない。こう見えてもボクだってそれなりに覚かく悟ごをして臨のぞんでるんだよー」

　軽い口調ながらも、メルの顔は真しん剣けんだった。

　嘘うそをついている様子でも、冗談でからかっている様子でもない。

　その表情を見て、ニキはそう理解した。

「先生……なんであの時に教えてくれなかったんですか。わざわざ『門ゲート』を開く言こと霊だまをわたしに伝えて、こんな遠回しなこと……」

「あの場でボクが自分を神籬ヒモロギだと名乗ったとして、ニキちゃんは信じたかい？　まあ時間を掛かけて説明すれば納なつ得とくしてくれたかもしれないけど、生あい憎にくこっちものんびりとお話ししている余よ裕ゆうがなくてさ。こうして神籬ヒモロギとして姿を現せば、少しは話が短縮できるかなって思ったの」

　先生の言うことは尤もつともだった。

　現に彼女が神籬ヒモロギとして自分の前に立ち、事実を語って聞かせてくれても、受け入れられない自分がいる。

「それにね、ニキちゃん。あれはテストの意味も含ふくめてたんだよ。君が真実を知るに足り得うるほど成長したか試ためすための簡単なテスト」

「テスト……？」

「そう、テスト。君はそれを見事にクリアしてみせた」

　メルは腕うでを頭の後ろで組むと、

「今の君になら話してもいいと思った。この街を出て行く半年前の君と比べて、見違えるほど成長したねニキちゃん。先生はとても嬉うれしいです」

　優やさしく微笑ほほえむメルに、ニキは少しだけ涙るい腺せんが緩ゆるんでしまった。

　幼い頃ころから見てきた変わらない笑顔。目の前にいる女性はやはり自分の知っているメルアリス＝フルブリースなのだと改めて実感する。

　そのことに対する安あん堵どと不安。

　まったく別の感情が一気に押し寄せてくるようで、その複雑な情動を抑おさえるのに苦労した。涙なみだを堪こらえ、拳こぶしをキュッと握にぎり込む。

「先生が霊樹の神籬ヒモロギだってこと……とりあえずは信じます。だから答えてください。貴女あなたは一体何者なんですか？　なにが目的でわたし達をここへ呼んだの？」

　恩師、そして育ての親の彼女にではなく、霊樹と名乗る彼女に対して問う。

　メルもそれに応じるように頷うなずいた。

「ボクは『時』の司つかさ、霊樹《メルアリス》。大地を肥やすイリューネの『豊ほう饒じよう』、生命の一いつ切さいから疫えき病びようを取り払はらうシュレイドの『慈じ愛あい』のように、ボクにも霊樹として与あたえられた役割がある」

　ピッと、人差し指を立てると、

「霊樹とは言わば大地の管制システムのようなものだ。それぞれが、それぞれの役割に則のつとって、大地を存続させるために努める。ボクの役割は少々複雑でね。大地に現存する全すべての事象と生命の記録、および統制。すなわち人間の『監かん視し役』だ」

「人間の……監視……？」

「そう。ボクら霊樹は大地の意思に従い、動いている。その従うべき大地を脅おびやかす一番の存在は何だと思う？」

　唐とう突とつな問いだったにも拘かかわらず、ニキの頭には一いつ瞬しゆんでその答えが浮うかんでしまった。

　霊樹《イリューネ》や霊樹《シュレイド》の事件を経て、初めて知った教会の所業。大陸法を悪用して利益を独どく占せんする権力者たち。

　人が奪うばい合い、争って、関係のない自然が巻き込まれる。

「分かるよね？　答えは───『人間』さ」

　ニキの考えを先読みするように、メルが淡たん々たんと告げた。

「大地を脅かす人間を常に監視するため、ボクは人の形を取ることを許された唯ゆい一いつ無二の神籬ヒモロギ。その行動範はん囲いを広げるために、ボクは大陸中ちゆう枢すうの全土に自分の根を伸のばした。……君達もその一部を目にしたことがあるでしょう？」

　一切の葉を身に付けず、たたずまいはどこか儚はかなげで、真っ白に塗ぬられた異質の大樹。

「…………《白はく樹じゆ》」

　主しゆ塔とうの内部で見た、霊樹《メルアリス》の見覚えのある外観。

　全てがメルの話通りに繋がっていく。恐こわいほどに。

「もちろん、一いつ般ぱん人や教会、国家連合上層部の人間には内ない緒しよだよ。知っているのは霊樹に完全な忠誠を誓ちかう一部の特級霊樹師マスターくらいかな。学院が設立された理由だって、元はボクの樹体からだを隠かくすことが目的だったわけだし」

　学院の霊樹は、いつからか人目のつかない主塔の中へと押しこめられた。

　それがいつからだったのかニキは知らないし、『大切な霊樹を外敵から守るため』と言われて納なつ得とくもしていた。しかし、学院の霊樹が厳重な守りで固められていた本当の意味はそうじゃなかったのだ。

　霊樹《メルアリス》の存在を隠し。

　大陸中枢に根を張った《白はく樹じゆ》を彼女の一部であると人々に悟さとらせないため。

　その神籬ヒモロギは人間に紛まぎれ、人間社会の中心に立ち、人間を監視し続けている。

　……ショックを受けなかったと言えば嘘になる。だけど、彼女が神籬ヒモロギであるという事実よりも、今はもっと気にかけるべきことがあるような気がした。

「先生は……あなたは……霊樹達は。人を疑っているのですか？」

　ついと口から出た言葉。

　メルは意表を突つかれたみたいに目を丸くした。

「疑っている？」

「あなたは自分の役割が人間の監視だと言いました。大地を脅かす一番の存在が、人間だとも。霊樹は人間のことが───キライなんでしょうか？」

　自分でも呆あきれるくらいに稚ち拙せつな質問だった。キライなんて簡単な言葉じゃ片付けられない。人間は霊樹に怨うらまれても仕方がないくらい……救えない。

　暗い顔をするニキに、メルは浅い息を吐いて肩を竦すくめてみせた。

「……なーるほど。ニキちゃんの不安、今ので全部分かりましたー」

「えっ？」

「顔を見ればすぐに分かるよ。君を育てたのは誰だれだと思ってるの？」

　フッと口元を緩めて、

「安心しなさい。ボク達は決して君等に見限りをつけてなんかいない。シュレイドだって君に言ったはずだよ。ボク達は、人間が大好きだ」

『───ウチらは人間が好きや。そら酷ひどいこともぎょうさんしよるけど、それ以上に温かい心があるのを、ウチらは知っとる』

　……嘗かつてのカノジョの言葉が、瞬時に頭の中で再生される。

　自分の間ま抜ぬけさ加減に嫌いや気けが差した。どうしてこんなにも大切なことを忘れていたんだろう？　カノジョは───霊樹《シュレイド》は、ハッキリとその口でわたしに言ってくれたというのに。

「先生……ごめんなさい」

「ニキちゃんが謝る必要はないでしょ」

　メルは短い背せ丈たけを精せい一いつ杯ぱいに伸ばすと、ニキの頭を撫なでつけた。また泣きそうになってしまって、慌あわてて俯うつむく。今鏡を見たら、きっと酷く不細工な顔つきをしているのだろう。

　黙ってニキを見つめていたメルは、少しだけ表情を引き締しめる。

　ニキの隣となりで傍ぼう観かんしていたアークとイリューネにも視線を配ると、辟へき易えきしたような嘆息を漏もらす。

「……さて。そうは言うけれど、最近の人間の行動には不可解な部分がいくつもあってね。霊樹が狙ねらわれ、教会が動き始めている。ボク等は人間が好きだけど、人間が大地を脅かす存在であることには変わりない。だからボクが霊樹と人間の中ちゆう継けい役として、間をうまく取り持ってきたというわけだ」

　その意味での監視役と。メルはそう告げる。

「でも、そろそろそれも限界。教会と国家連合の対立は日増しに悪化し、今や一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようだ。だから余裕のあるうちに、ボクの真実を教えておきたかった。……そして、ボクから君達に伝えられることは出来る限り伝えておきたいの」

　アークの赤せき褐かつ色しよくの瞳ひとみが訝いぶかしげに細められる。

「……俺達に伝えること？　なんだそりゃ」

「その理由は君が一番分かっているはずだよ、あーくん。君がニキちゃんに同行して、この都市までやってきた理由はなに？　本当に国家連合から報ほう酬しゆうを受け取ることだけが目当てだった？」

　畳たたみ掛けられるメルの言葉。ニキは黙ってアークを振ふり返った。

　アークは眉まゆ根ねを寄せて頭をボリボリ掻かくと、観念したみたいに項うな垂だれる。

「ホント。意地の悪いババアだな」

「こちらなりの気き遣づかいと言ってほしいな。答えというのはこちらから一方的に与えるものじゃいけない。君達が自力で見つけなきゃならないものだ。君達が問うなら、そのヒントくらいはあげるつもりだよ」

　アークは「口が達たつ者しやだな」と小言を漏らすと、背負っていた物に手を掛けて巻かれていた布を解く。

　……露あらわになったのは黒ずんだ長剣ブロードソード。

　バリアントとしての彼の商売道具だ。

　徐おもむろにそれを持ち上げたアークは、刀身がよく見えるようにかざした。

「どうせ知ってるだろうから、細かい説明は省かせてもらうぞ。俺が訊ききたいのは、イリューネを助け出す際に生じたコイツの変化だ。あのとき、一体何が起こった？」

　ニキが紡つむいだ旋せん律りつを纏まとい、強大な敵を打ち破った力。

　長剣ブロードソードはあのときの変化が嘘うそだったようにただの鉄の塊かたまりへと戻もどっている。

　メルはしばらくの余白を置いたのち、コクリと頷いた。

「過去───人は己おのれを生かすために、多くの命を狩かり、糧かてとした」

　澄すんだ銀色の瞳が、真まっ直すぐにこちらを見み据すえる。

「そして現い在ま───人はその理ことわりを覆くつがえせずに、尚なおも犠ぎ牲せいを必要としている」

　順に告げられる彼女の言葉は、一定のリズムのようなものを持って紡がれる。

「過去───一部の人はその犠牲を厭いとい、命を繋つなぐ術すべを、そして消えゆく魂たましいを弔とむらうための詩を作り出した。現い在ま───流れゆく時の中で、大多数の人は犠牲に目を瞑つぶることを覚え、自分ではない何かに罪を背負わせる道を選んだ」

　銀の瞳が鋭するどく細められ、




「───やがては、術と詩は分かたれた」




　余よ韻いんを持ってホールの空間に響ひびき渡わたる。

　ニキには、メルが何を言っているのか理解できなかった。

　それはアークも同じらしく、浅い息を漏らす。

「いきなりなんだ。何が言いたい？」

「過去から現在に至るまで、ボクがこれまで記録してきた過程だよ、あーくん。人の営みを守り、大自然の犠牲を憂うれえた心優やさしき一族は、守るべきはずの人々から裏切られた。結果、長年の月日を経て、君等の想おもいは疲ひ弊へいした。守るべきものを見失い、嘆なげく心さえも忘ぼう却きやくした。心を失なくした者に、心は救えない。バリアントは詩を忘れた」

　……待って。

「待ってください！」

　ニキは自分でも知らず声を張り上げていた。

「それは……つまり……自然を弔うための詩───霊れい樹じゆ師しが紡ぐ『森の言こと霊だま』が、元々バリアントのものだったということですかッ？」

　縋すがるような声で訊たずねるニキに、メルは首肯した。

「その通り。『森の言こと霊だま』の源流……元を辿たどれば、それはバリアントがボク達のために紡いだもの」

　アークが握にぎっている錆さびついた剣けんを指さす。

「命を繋ぐ術。それこそが君達《断バちリ切アるン者ト》の間に伝わる業わざだ。誓いの言葉と共に振るわれるソレは、あらゆる物の生命いのちを再びこの地へと還かん元げんし、新たなる芽め吹ぶきによって再び生まれ変わる。命の円えん環かんの形成。大自然が長い歳月を掛かけて作り出すものを、君達は容易たやすく再現してみせる」

　命の円環……？

　ニキは咄とつ嗟さに思い至る。

　アークがルディオで見せた不可思議な現象。

　あのときはあれが何なのか理解できなかったが、伐きられた霊樹《イリューネ》から無数の光が溢あふれ出し、枯かれ果てたはずの大地を再生させていた。

「しかし、そんな君でさえイリューネの神籬ヒモロギを───その子の心までを、救い出すことは叶かなわなかった」

　不意打ち気味に視線を投げかけられて、イリューネがビクリッと身を竦ませた。

　オロオロと視線を泳がせた彼女は、短い脚あしで駆かけて、ニキの背中に隠れてしまう。

　メルは困ったように微笑ほほえんで、アークに向き直った。

「分かるでしょう、あーくん？　今の君達の業は不完全なの。霊樹に宿る神籬ヒモロギ。万ばん物ぶつに置き換かえるならば、その『魂』。命を繋ぐことができても、個々に宿った心や想念のようなものを救うことはできない。魂を救えるのは、慈いつくしむ心を持つ者だけ。詩を紡ぐことができる者だけ。君達は既すでに詩を忘れてしまった」

「……なら。その詩を紡げる霊樹師ってのはなんなんだ？」

「バリアントが詩を忘れても、そういうものがあった事実は変わらないよ。君達が紡いだ詩は世界各地の人々の心に残り、形を変えながら後世に伝でん搬ぱんし、いつしか才気ある者達によって受け継つがれた」

　それが霊樹師の始まり。『森の言こと霊だま』の源流。

　淡たん々たんと語られる真実を、ニキは茫ぼう然ぜん自じ失しつと耳に流すしかなかった。

　命を繋ぎ、魂さえも癒いやそうとした心優しい者達。そんな彼等に全すべての罪を負わせ、心さえも踏ふみにじって、それでも素知らぬふりを貫つらぬいた人々。

　失った詩は霊樹師が受け継ぎ、歪ゆがんだ理想の上で『世界最上の至宝』と謳うたわれる。

　そして今も尚、その連れん鎖さは続いていて……。

　考えれば考えるだけ、体が恐きよう怖ふに震ふるえてしまった。

　これが先生の伝えたかった……答え？

「君とニキちゃんがあの瞬しゆん間かんに見せた輝かがやきこそ、本来あるべき《断バちリ切アるン者ト》の業の完成形。消えゆく命を再びこの地へと還元し、嘆きの魂さえ救う唯ゆい一いつ無二の力。……あのときはバリアント術と霊樹師詩が奇き跡せき的に共鳴したんだ。だけど、それもあの一瞬だけ。一度分かたれたものは、二度と同じには戻らない」

　メルの言葉は徐じよ々じよに鋭えい利りさを帯びて、ニキの心を抉えぐる。

　聞きたくない真実だけを押し付ける。

「でも嘆かないで。神ボ籬クはかつて存在したバリアントの心を鮮せん明めいに記き憶おくしている。君達の詩を覚えているよ。ボク達は君達を愛し、慈しみ続けるから……だから気に病やまないでいいの。君は君のするべきことをすればいいんだよ、あーくん。怨うらみなんかしない。今まで通りに、自分の道を進んで」

　違ちがう。そうじゃない。やめて！

　先生にそのつもりはなくとも、畳み掛けられる言葉が、アークを否定する。

　運命は変えられない、奪うばう定めからは逃のがれられないと、追い詰つめる。

　求めた答えはそうじゃないのに。わたしが信じた彼はそんなんじゃないのに……！




　───ガシャリ。




　……目を伏ふせるニキの耳元に、鋭い音が響いてきた。

　恐おそる恐ると顔を上げてみる。

　そして、青ざめた。

「……舐なめんな」

　視線を鋭くしたアークが、メルに向けて長剣ブロードソードの刃はを突つき立てていた。

「アーク!?　なにをして───！」

　慌てて駆け寄ろうとしたニキの腕うでを、イリューネが掴つかんだ。

　強く引いても剥はがせないくらいの力。たたずむ彼女は、無言でアークとアグネヴァたちを見つめていた。

　ニキは困こん惑わくしながらも足を止める。

　アークは長剣ブロードソードの刃をメルに向けながら、静かに睨にらみ据すえていた。

「……テメェは何千年もこの大陸に生きる霊樹の《神籬ヒモロギ》。それも最古の霊樹だと名乗った。その歳月は俺みたいなただの人間には計り知れねえ。おそらくだが、霊樹師以外に『謁えつ見けんの間』へ紛まぎれ込んだ人間も俺が最初ってわけじゃないはずだ」
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　柄つかを握る手にクッと力を込こめて、

「その甘い言霊ことばで、今までどれだけのバリアント同胞を救ってきた？　今までどれだけの───心を殺してきた？」

　怒いかりとまではいかないまでも、強い情念が込められた口調で言い放つ。

　メルは答えない。銀の瞳ひとみで、試ためすようにアークをじっと見つめ続ける。

「悪いが、俺が求めてるのは救いじゃねえよ。今さら許されるとは思っちゃいねえ。過去は過去、現い在まは現い在まで受け入れるだけの覚かく悟ごはしてる。だからこそ此こ処こに立っている」

　赤せき褐かつ色しよくの瞳が、対面する銀の瞳とぶつかり合った。

「バリアントが───俺が求めるのは───」

　ゆっくりと。しかし確実に語意を強めて。

「───その先にある未答来えだ」

　アークが最後まで言い切ると、腕を強く握っていたイリューネが手を放してくれた。

　霊樹《メルアリス》の『謁見の間』が静まり返る。

　どこからか漂ただよってくる賛美歌のメロディーも遠くに聞こえた。

　メルは一瞬だけニキに目配せをして……それからアークを見た。

「……あーくん。ボクが示せるのは過去の軌き跡せきと、現い在まの事実だけ。それはただのヒントであって、答えじゃない。答えは君自身が見つけなきゃいけない」

　だから───。

「君が望み続ける限り、きっとその手で掴み取れる」

　それは答えと呼ぶにはあまりにも心もとない言霊ことば。

　結局、彼女は与あたえてくれない。わたしたちが求めるものを示してはくれない。

「……はン。要するに。テメェのケツはテメェで拭ふけってことかよ」

　出し抜ぬけに告げたアークが、長剣ブロードソードの切っ先を引いた。

　そのまま背に担かつぐと、ニキ達を振ふり返る。

「とんだ無む駄だ足あしだったな。来るだけ損した」

「え……あの……」

　言葉を詰まらせるニキに、通りすがりのアークがお尻しりを平手で叩たたいてきた。

　思わず素すっ頓とん狂きような悲鳴が漏もれる。

「ひぅッ!?　ちょ、ちょっと！」

「それだけ元気な反応ができれば充じゆう分ぶんだ。用事は済んだし帰ろうぜ」

　ヘラヘラと笑って、一人でさっさと歩き出してしまうアーク。帰るとはいっても、どこに行けば出られるのか分かってもいないだろうに……。

　ニキは呆あきれつつも、メルに視線を向けた。

「あの……先生……？」

　おずおずと声を掛けると、メルは疲つかれ切った顔で一つ嘆たん息そくをした。

「やれやれ。やっぱり一ひと筋すじ縄なわじゃいかないね。まあその方がボクとしても喜ばしいんだけど……」

「えっ？」

「なんでもないよー。こっちのお話っ♪」

　メルは弾はずむような口調で元気よく告げると、ふいとニキを見つめてきた。

「色々と厳しいことを言ってしまってごめんね、ニキちゃん。悪気はないの。ただ霊れい樹じゆとして、彼の重荷を少しでも減らしたかった。それだけなんだ」

　メルの謝罪に、ニキは複雑な気持ちになった。

「わたしにも……彼が何を考えているのかよく分からないんです。ただ、とても強くて、揺ゆるがなくて。それがわたしには眩まぶしいくらいに思えて……」

　彼には慰なぐさめの言葉も、心の支えも、必要ないように感じた。

　それは頼たのもしくもあるのだけれど……同時に寂さびしい。何があろうとも、彼は今の彼であり続けるのだろう。困難を飄ひよう々ひようと躱かわし、ヘラヘラと笑って、自分の信じたことをする。

　───わたしなんかまったく必要としないで。

　表情を歪めるニキを、メルは穏おだやかな眼まな差ざしで見つめていた。

　不意に、クスリと笑って。

「……ニキちゃんはあーくんの事で頭がいっぱいなんだねぇ♪」

　耳元で囁ささやかれた言葉に、ニキは仰のけ反るように身を引いた。

「あたま!?　いっぱいってなにを───あぶっ」

　舌を噛かんだ。痛い。

「ねえ、ニキちゃん。君が知りたかったのはどんな彼だった？」

「……はひ？」

「バリアントとしての彼のこと？　それとも、これまで君を支えてくれた彼？　……ううん、違うね。君はそれらの彼を既に知っている。そんな彼に、君は惹ひかれたんだもの」

「ひかれッ───えぶっ!?」

　慌あわてて反論しようとしたが、また舌を噛んでしまった。

　メルはニコニコと笑って慌てるニキの様子を窺うかがっている。

「案外、君等が求めている答えはすぐ近くにあるのかもしれない。今はただそれに気付けていないだけで」

「こ、答え……れすか？」

　ヒリヒリする舌を労いたわりながら聞き返すと、メルはゆっくり頷うなずいた。

「ボクが与えられるのは、過去の事実だけ。でもそれはただのヒントであって、答えじゃない。ボクの言葉を聞いて、君等がどう行動するのかは君等の自由なんだよ。……少しは彼に歩み寄ってみる気になったかな、ニキちゃん？」

　その質問には何か含ふくみのようなものがあった。

　ニキは首を傾かしげる。先生は何が言いたいのだろう？

「もうっ、ニキちゃんは相変わらずニブいな～。ボクはバリアントのことについて話してあげた。でも、彼自身のことを知りたいなら、君から彼に歩み寄るしかないの。ボクの話はそのキッカケ作りとでも考えてくれればいい。相手のことをすべて知りたいと思うのは、恋こいする乙女おとめとして当たり前のことだもんねっ♪」

「ッ!?　だ、だから違いますって！　わたしが彼を気に掛かけるのは───！」

　真っ赤な顔をしてニキが怒ど鳴なり返していたそのとき。

　耳を劈つんざくような轟ごう音おんが、三人の会話を掻かき消した。

　ホール全体が大きく揺れて、足裏が地面から浮うき上がる。

　バランスを崩くずしたニキは尻しり餅もちをついた。今のは……!?

「……外で何かが起こってるね。あんまいい予感はしないけど」

　厳格な表情をするメルが、即そく座ざに状じよう況きようを分ぶん析せきした。

　過去にも同じようなことがあったのを思い出す。確か霊れい樹じゆ《シュレイド》の『謁見の間』に入り込んだ時だった。外で異変が起きて、空間が振しん動どうしたのをよく覚えている。

　だが、あれは暴走したイリューネが引き起こした大規模な衝しよう撃げきがあってこそだ。ここは学院。『謁見の間』にまで影えい響きようを及およぼすような事態が発生するなんて、俄にわかには信じ難がたい。

「とにかく、君達がここに留とどまるのは危険だね。すぐに外への道を開くよ」

　メルが左手を天てん井じように向けてかざした。

　すると、天井のステンドグラスから差し込んでくる光が次し第だいに輝かがやきを増してくる。

「せ、先生っ！」

「ボクのことは心配しないで。もし外から危害を加えられたとしても、自分の身は自分で護まもれるから」

　空間が溢あふれ出した光によって白に染められていくなか、メルはニキの背中に隠かくれていたイリューネと向かい合った。

「……おっ。ちょうどいい物を持ってるね、イリューネちゃん」

　細い指をイリューネの服のポケットに滑すべり込ませた彼女は、その中から黄銅色をした古びたペンダントを取り出した。ニキには覚えがない代しろ物ものだ。

　ペンダントに顔を近づけるメルは、その表面にそっと息を吹ふきかける。白の波は紋もんが広がり、ペンダントの全体へと浸しん透とうした。

　ニッコリと微笑ほほえむと、それをイリューネの手に握にぎらせた。

「おまじないだよ♪　君はもう神籬ヒモロギではなく、新たな命を得た人間。好きなように生きて、好きなことをすればいい。でも出来るなら。ボクたちの代わりにあの二人の行く末を見届けてほしいの。───その願いを込こめて」

　柔やわらかく告げるメルに、イリューネはコクリと頷いた。

　メルは満足したように頷き返して「ありがとう」と礼を述べる。

「……さあ、行きなさい。そして君達の答えをボクに見せて。この救いようのない歪ゆがんだ世界で。犠ぎ牲せいの連れん鎖さが絶えないこの世界で、君達がどのように生きるのかを」

　メルは拳こぶしをクッと握ると、ニキ達に向けて突き出す。

「───心に、光を」

　アークは少しだけ驚おどろいた顔をした。

　が、すぐに思い直したように、不敵な笑えみを零こぼして。

「……ったりめえだ。言われるまでもねえよ」

　空間の光はもう目を開けていられないほどに強くなっていた。

　視界と意識が眩くらむ。

　ニキは最後に───メルの優やさしい笑顔を見た気がした。
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「───奴等の四肢をサルジエス・ラ・引き千切れデイメス・レ・ミザ！」

　激げつ昂こう。言こと霊だまを受けて、壁かべの隙すき間まからはみ出していた植物の枝が二つの木もく片へんを飛ばした。

　空中に跳とび上がりながら両手にソレを携たずさえたティディは、落下速度と合わせて上から切り掛かる。

「おほっ。双剣ダブルソードかッ？　いいね、最高に刺し激げき的だ！」

　刃はが反るように湾わん曲きよくした、二本一対の剣。ティディの言こと霊だまを受けて、樹木から武器として生成されたソレは、生半可な金属よりも鋭するどい切れ味を持つ。

　男は歓かん喜きの声を上げて、十字クロスの右手でティディの一撃を防いだ。力任せに腕うでを振るい、彼女を退ける。

「そりゃどうもっ！」

　弾はじき飛ばされたティディは、そのまま流れるような体たい捌さばきで右手の剣を切り上げ、男の腕を逆に弾き返した。反動で小こ柄がらな彼女もよろめくが、その衝撃を逆に利用して左回りに旋せん回かい。鮮あざやかな後ろ回し蹴げりを男の腹へ叩き込む。

　男は仰け反って倒たおれた。蹴りの威い力りよくが思ったよりも凄すさまじく、背中で地面を滑すべりながら吹き飛ばされる。後方で傍ぼう観かんしていた少女の足元まで滑って、ようやく止まった。

「……か、可か憐れんな美少女がド派手な回し蹴りかよ？　惜おしむべきは、驚きすぎてパンツを覗のぞき込む暇ひまもなかったってことか」

「……サイテー」

　相方から辛しん辣らつな言葉を浴びせられても、男の顔面は高こう揚ようした笑みを絶やさなかった。

「向こうのが断然に動きが速い。間近の切り合いは不利だな。……ならこんなのはどうだ、お嬢じようちゃん？」

　ぬらりと立ち上がった男の腕が膨ぼう張ちよう。いや、腕全体というよりは手首から伸のびた二本の突とつ起きが膨ふくれ上がった。

　そして炸さく裂れつする。初撃と同じく、無数の針が爆ばく風ふうに巻かれてティディを襲おそう。

　ティディは天井スレスレまで跳ちよう躍やくすると、飛んできた針を飛び越こえるようにして躱した。

「遠えん距きよ離りがお好みでしてッ？　望むところですわ！」

　腕を振るい、二本の剣を男へ投とう擲てきする。

　追撃に更さらなる言こと霊だまを紡つむぐと、学舎の壁の四方から飛び出た植物の枝が、刃のように鋭えい利りさを帯びて飛んだ。

　攻こう撃げき直後の体勢だった男に躱かわす術すべはない。……もらった！

「───おオいイでデ」

　……勝利を確信したのも束つかの間。

　ざらつくような響ひびきが、ティディの耳元を舐なめた。

　その不気味な音を発したのは───男の後ろで待機していた幼い少女だった。

　彼女の喉のど元もとは薄うす気き味み悪く発光し、そこからヒューヒューと音が漏もれている。

　音に反応して、床ゆかが揺らいだ。

　石いし畳だたみを突つき破り、壁のような物が男の前へと現れる。

　───巨きよ大だいな腕だった。

　全体が黒に塗ぬられたごつごつとした表皮。腕は前方へ倒れ込むようにすると、ティディが飛ばした攻撃をいとも簡単に握りつぶした。

　そのまま床を割って、腕の根元から這はい出してきた巨体。

　人間のような形をしているが、大きさはその何倍も何十倍もある。

　顎あごをガチャガチャと鳴らす不気味な黒の巨人は、床に着地して呆ぼう然ぜんとするティディを無機質な目で見下ろしていた。

「な、なんなんですの……アンタ達は……」

　一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬいたのが命取りだった。

　黒の巨人の脇わきから、こちらを目め掛がけて駆かけてくる人ひと影かげ。

　十字クロスの右手を振りかざす男が、奇き声せいを上げてティディに殴なぐり掛かった。

「くぅ！」

　躱そうとするも、見てからの反応では既すでに遅おそい。

　横よこ薙なぎに払はらわれた男の腕に、脇腹を殴おう打だされた。

「あぐはッ……！」

　中心から体の軸じくが折られてしまったかのように、全身が軋きしんだ。

　ギリギリで急所は外したものの、致ち命めい傷しようを受けてしまったことには変わりなかった。ティディは苦しげな悲鳴を上げて床を転がる。

　男と少女は嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべ、伏ふせるティディを眺ながめていた。

「終わりか？　意外に呆あつ気けなかったな」

「あたしが助けなかったらやられてたくせに。でも手ごたえがなかったのは確か。こいつはハズレかも」

「かァーっ。気が滅め入いるぜ。この要領で一体ずつぶっ殺してかなきゃならないのかよ？」

「文句、言わない。大司教の命令は絶対だから。それに、これだけ暴れたらもう後あと戻もどりはできない」

　つらつらと交かわされる二人組の会話も、意識を失いかけているティディには遠くへ聞こえた。

　……悔くやしい。

　また自分は敗まけるのか。あの女に追いつくこともできず、無様に地面に這いつくばって。

「───先せん輩ぱいっ！」

　そのとき、薄うすれゆく意識の中でハッキリと響く声が聞こえた。

　頼たよりない表情を浮かべた女学生が、飛びつくように駆け寄ってくる。

「先輩、アグカルト先輩っ！　死んじゃイヤです！　勝手に死なないでください！」

「…………うっ……さい。アンタこそ……勝手に殺すんじゃありませんわ……！」

　呼吸を整えるように告げて、上半身を起こす。途と端たんに激痛が走った。

　大きな打だ撲ぼく傷しよう、骨が折れていないのは不幸中の幸いか。痛みを和やわらげるように深呼吸しながら、ティディは泣き顔になっているエイミィを睥へい睨げいした。

「バカ……なにやってんですの……逃にげなさいと言ったはずですわ、エイミィ……」

　冷たく言い放つも、エイミィは動こうとはしなかった。涙なみだをポロポロと零こぼし、恐きよう怖ふで体を震ふるわせながら、首を横に振る。

　ティディは諦あきらめて短く息を吐はいた。

「……このグズ……」

　そうこうしている間にも、教会の司教であるらしい二人組はこちらの様子を窺っていた。男が感かん嘆たんしたように口笛を吹く。

「おーおー。なんか知らんが、勝手に次の獲え物ものが飛び込んできやがったぞ。次はあいつをぶっ殺すって方向でいいよな？」

「バカ。あいつ、どう見ても弱そう。絶対に標的じゃない」

「細けぇこと言うなよ。どうせ見み逃のがしても見逃さなくても、掛かかる時間は大して変わりゃしねえんだ。なら、邪じや魔まなものはなるべく排はい除じよして然しかりだろ？」

「…………それはそうだけど」

　相方を言いくるめた男は、外がい殻かくに覆おおわれた十字クロスの右腕を持ち上げて接近してくる。

　男の説得を諦めた少女も、黒の巨人を引き連れて彼の後に続いた。

　動けないティディを抱かかえるエイミィは、庇かばうように覆いかぶさって縮こまる。

「……ほう逃にげねえか。友情？　それとも愛情か？　……いいね！　いくら異端の者であろうとも、我等が神はそれら一いつ切さいを愛してなさる！　平等にお救いくださる！」

「そんなことはいいから。早いとこ始末して」

「分かってねえなァ！　救いとは、すなわち言葉！　神の代弁者たるオレ達がありがた～いお言葉を啓けい示じしてやらにゃ、これから死ぬことになる奴等だって報むくわれねえだろ？　そして人を救うのは、同じ言葉を持つ人に他ほかならねえ！」

　男は乾かわいた哄こう笑しようを上げて、右手を高々と掲かかげた。

「神の言葉は絶対の救いだ。救いさえあればどんな苦行も受け入れられる。死だって大した問題じゃねえ！　さあ！　我等が神の導きに従い、二人仲良くおっ死ちんじまいなッ！」

　重心を下に移すと、十字クロスの突起部分をエイミィの華きや奢しやな背中に目掛けて、躊躇ためらいなく振ふり下ろした。

「───助けて、ニキお姉ちゃん！」

　切実なエイミィの叫さけび。それを受けるようにして。

　……急速に割り込んできた赤い影かげが、男の腹部に強きよう烈れつな一撃を喰くらわせた。
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「ほぶぅ───!?」

　肉を抉えぐる衝しよう撃げき。

　腹に渾こん身しんの肘ひじ鉄てつを叩たたき込まれた男は吹ふき飛ばされて、背後の壁に背中から突っ込んだ。砂すな埃ぼこりが巻き上げられ、ぶつかった壁が瓦が解かいする。

　破は片へんの下した敷じきになる男を見やりながら、長い袖そでを引きずる少女が無関心な声を上げた。

「……今日はよく飛ぶね。そのまま煩うるさい口もくたばったりしてくれると、あたしとしては非常に喜ばしいんだけど───」

　と、少女が言い終わるか終わらないかのうちに、周囲にあった枝がシュルシュルと蠢しゆん動どうした。

　ティディの言こと霊だまを受けた時とは段だん違ちがいの、大規模な変動。

　幾いく筋すじかの束になった枝は、少女の脇にたたずんでいた巨人の四肢を縛しばるように拘こう束そくした。

「───そこまでです！」

　廊ろう下かの奥から響き渡わたる凜りんとした声こわ色いろ。

　ニキ＝ミスクライラは、小さなイリューネの体を抱だき上げるようにして、状じよう況きようを厳しく一望していた。

　男を肘鉄で吹き飛ばしたアークは、首の骨を鳴らしながら、足元に居たティディ達を見やる。二人は拍ひよう子し抜ぬけしたみたいにヘナヘナと全身から力を抜いていた。

「やっぱりアンタはノロいですわね……ニキ＝ミスクライラ」

「ごめん。主しゆ塔とうの頂上からここまで結構な距きよ離りがあって……。間に合って本当によかった。医い療りよう班の人達も呼んであるから、もう少しだけ我が慢まんしてねティディ」

　イリューネを床に下ろしながら、ニキはティディ達の許もとへと近づいた。

　エイミィに怪け我がはないみたいだ。ティディは重いダメージを受けているようだったが、憎にくまれ口ぐちを叩けるあたり、命に別状はなさそうで安心した。こちらまで気抜けしてしまう。

「ニキ……お姉ちゃん……？」

「エイミィも。無事でよかった。どこか痛いところとかはない───」

「うっ……うう……うわああああああああんっ!!」

　涙を零こぼしたエイミィは、一直線に胸むな元もとへ飛び込んできた。

　ニキは彼女の体を抱き留めて、宥なだめるように背中を擦さすってやる。小さな体は壊こわれそうなほどに震えていた。大事に至る前に駆けつけられてよかったと、改めて思う。

「安心するのは早いぜ、ニッキー。あちらさんがお目覚めのようだ」

　一人だけ警けい戒かい態勢を解かないアークが、厳しい口調で注意を促うながした。

　縛られていた黒の巨人が、力任せに四し肢しを振るって枝の拘束具を引き千切る。同時に、背後にあった瓦が礫れきの山が勢いよく弾はじけ飛んだ。

「……きたぜ。きたきたぜぇ！　こいつ等が標的に違ちがいねえ！　手ごたえはバッチシだァァァァァッ!!」

　耳が痛くなるような快かい哉さいを上げる男。アークに吹き飛ばされたにも拘かかわらず、堪こたえている様子は微み塵じんも感じさせない。

　相方の少女もそれは同じだった。低血圧の半目で男を鬱うつ陶とうしそうに一いち瞥べつした彼女は、巨人の太い脚あしに手を据すえてこちらを見る。

「……お初にお目にかかる、《断バちリ切アるン者ト》。あたしは教会から遣つかわされた司教。そして、あっちの───」

「ひゃはァ！　全員ぶっ殺してやるぜェ！」

「───とかベタな噛かませ宣言しているバカも、その同どう僚りよう」

　教会の司教。ニキとアークは即そく座ざに眉まゆをひそめた。アークがバリアントであることを知っていることと言い、彼等が只ただ者ものであるとは到とう底てい思えない。

　それに……。

「あなた達のその力……《祁ぎ凱がい虫ちゆう》？」

　訊たずねながら、ニキは過去に対たい峙じした教会の司教を想起していた。

　アビ＝トランズフェスト。《祁ぎ凱がい虫ちゆう》と呼ばれる教会が作り出した蟲むしに全身を侵おかされ、あふれ出す破は壊かい衝しよう動どうに身を任せて霊れい樹じゆを狙ねらった男。

　後ろにいたイリューネが僅わずかに震えるのを感じた。

　……わたしも、この子も、あの男の悍おぞましさや恐怖を簡単に忘れたわけじゃない。

「おーう。なんだよその怯おびえた顔はァ？　オレ達をあのアビ＝トランズフェスト化け物と一いつ緒しよにするなんて心外だぜ？」

「アレは失敗作。精神まで蟲に汚お染せんされて、勝手に暴走し、教会も手がつけられなくなっていた。あたし達はアレとは違う」

　男の右みぎ腕うで、そして少女の喉のど元もとが不気味な光を放つ。

「オレらは人間のまま、この蟲の力を使いこなしている。まあそれも、実験体となった化け物の犠ぎ牲せいがあってこそ成し得た成果だがな。ぶっちゃけ、奴やつには感謝してるんだぜ？」

「蟲の力を操あやつる……!?　あなた達は教会の命令で動いてるって言うの!?」

「さてな。どっちだと思う？　もしそうであったのなら、これは大変な事実だ。教会が国家連合に戦争を吹っかけたことになる。逆にオレ達の独断行動であったならば───別に変わりゃしねえか。トランズフェストの一件と言い、元を糺ただせば教会が元げん凶きようにある。決定的な対立は避さけられないだろうよ」

　吐き捨てた男は、下品な笑いを顔面いっぱいに浮うかべて両手を開いた。

「戦争だッ！　もうすぐ戦争が始まる！　それは避けられねえし、どちらかが倒たおれるまで終わらねえ！　オレ達の対立ってのは、元来そういう運命の下もとにあったものだろう!?」

　壁かべに跳はね返る男の笑い声。

　ニキは奥歯を噛みしめて渋じゆう面めんを作った。

　……狂くるってる。彼等には和解するつもりなど初めからなかったということなの？　好き好んで戦争を起こそうとするなんて。

「とんだ茶番だな。退たい屈くつすぎて欠伸あくびが出るぞ」

　前に進み出たアークが、憎にく々にくしげに呟つぶやきながら背中から長剣ブロードソードを抜き放った。

　錆さびついた刃はを司教たちに向けて、軽けい蔑べつするように鼻で嗤わらう。

「戦争だなんだのとテンション上げるのは勝手だがな。はい、そうですか……と買い付けるほど、国家連合もバカじゃねえだろ。お前等がやってるのは単なるガキの我わが儘ままだ」

「その我儘を国家連合は許してくれると？　寝ねぼけたこと言うねぇ、《断バちリ切アるン者ト》。霊樹のみならず、自分たちの巣にまで手を出されたんだ。そこまでされて黙だまってるのは大人の対応じゃなくて、殴なぐられ好きのただの阿あ呆ほうだよ」

「安心しろよ。そこまでの事態には陥おちいらせない」

　アークは軽かろやかに石いし畳だたみを靴くつ裏うらで叩いた。

　羽を得たような動きで迅じん速そくに突とつ貫かんする。

「早々に畳たたんで終わらせてやるからな───ッ！」

　司教の二人組も素す早ばやく迎げい撃げきの行動に移った。

　男は十じゆう字じ架かを埋うめ込んだような右腕を突つき出し、炸さく裂れつさせる。

　手首から伸のびる突とつ起きから繰くり出された針の弾だん丸がんがアークを狙った。

「穴だらけになっちまいなッ！」

　しかし、アークは速度を緩ゆるめなかった。

　走りながら深しん紅く色の外がい套とうを脱ぬぎ捨て、前面へと翻ひるがえす。男達の視界を遮さえぎるように空中で展開された外套は、針の攻こう撃げきに射い貫ぬかれて瞬またたく間に穴だらけになった。

「……ッ。止まってない、下から来る！」

　少女の警告よりも、アークの動きの方が僅かに早かった。

　ボロボロになった布が地面に落ちるより先に、その真下から赤の影が伸びる。

　姿勢をギリギリまで低くするアークは、手前側にいる少女と黒の巨きよ人じんに切り掛かった。

「噛み殺せカミコロセ！」

　少女の喉元から漏もれる悪お寒かんを誘さそうような響ひびきに合わせて、傍かたわらの黒の巨人───おそらくは巨大な一個の蟲と思われる物体───が、丸太のように太い剛ごう腕わんを広げる。

　天てん井じように頭を擦りそうなほどの巨体からは想像もできない俊しゆん敏びんな動きで、アークを掴つかみに掛かかった。……だが尚なお遅おそい。

　アークは潜くぐるように巨人の掴みから逃のがれると、黒い甲こう殻かくに覆おおわれた巨体を駆かけ上がって、瞬しゆん時じに頭上にまで登り詰つめた。

「あら───よっと！」

　長剣ブロードソードの刃を真上に突き立て、柄つかの部分で巨人の脳天を殴おう打だ。

　巨体は簡単に揺ゆらぎ、地響きを立てて床ゆかに倒れる。その衝撃に巻かれた少女が、足を滑すべらせてベシャリと転んだ。

「……チッ。クソがァ！」

　そのまま巨人の体を蹴けって跳ちよう躍やくするアークに、右腕を振ふりかぶった男が挑いどみ掛かった。

　長剣ブロードソードの刃と、十字クロスの外殻が衝しよう突とつ。

「断たち切れ───！」

　アークが唸うなると、長剣ブロードソードの刀身が緋ひ色いろの閃せん光こうを放った。

　途と端たん、ガラス片へんを集めて形成されたような男の不気味な右腕は、ミシミシと軋きしみを上げて徐じよ々じよに引き裂さかれる。

「冗じよう談だんッ……だろ!?　メガクソ洒落しやれになんねぇッ！」

　腕を切り落とされる寸前で、男は後方に退ひいた。

　幸いにも腕が飛ぶ状況は避けられたが……隙すきの出来た懐ふところに、アークが潜もぐり込む。

　刃を水平に構えると、男の腹部に目め掛がけて長剣ブロードソードを振り抜ぬいた。

　鈍にぶい音が響く。男は断だん末まつ魔まの叫さけびを上げて、床を這はいずるように転がり、俯うつぶせに倒れた。そのまま完全に沈ちん黙もくする。

「……どうした、戦争売り。テメェ等が言う『失敗作』の方が何百倍も厄やつ介かいだったぞ」

　長剣ブロードソードの刃は先さきを床に突き刺さしたアークは、頭をボリボリと掻かいた。二人組の司教を戦せん闘とう不能に陥らせるまでほんの僅かな時間。ニキは手助けに入る暇ひまさえ与あたえてもらえなかった。

　目を丸くして驚おどろくしかなかった。

　それは学友の二人も同じようで、呆あつ気けに取られたみたいに口を開いている。

「す、すごい───」

　誰だれともなくそんな感想が漏れた矢先。

　床に伏ふせていた司教の男が痙けい攣れんするみたいに体を震ふるわせた。

「クソったれ……少しばかり甘く見すぎたぜ。大司教が言っていたとおり、《断バちリ切アるン者ト》は正しよう真しん正しよう銘めいの化け物揃ぞろいってことかよ」

　男の声に引かれて、アークがそちらを振り向いた。長剣ブロードソードを床から引き抜くと、苦しげに呻うめく男へと近づいていく。

「大司教？　テメェ等の親玉か。言え、教会の目的はなんだ？」

「ごふッ。ごふごふごふぅッ」

　軽く振り下ろす長剣ブロードソードの刀身で、瀕ひん死しの男の頭をガンガンと叩たたく。既すでに緋色の光は失われて、ただの錆びついた鈍なまくらに戻もどってはいたけれど……あんまりな仕打ちである。

「お、鬼おにかテメェ！　やめろやコラアアアア!!　あぶしッ」

　アークは、激げつ昂こうした男の頭に長剣ブロードソードの切っ先を押し付けるようにして、強制的に黙らせる。

「ギャーギャーとうるせえぞ。これでも手加減してやったんだ。こっちの質問に答えられるくらいにはな。つーか、叫んでる暇があるならとっとと吐はけ」

　アークの容よう赦しやない尋じん問もんに、男は地に顔を擦こすりつけるようにして振り返った。

　立場は圧あつ倒とう的に不利なはずだが、包帯を巻かれた顔面は不敵な笑えみを浮かべている。

「……言ったはずだ。教会は国家連合に戦争を吹ふっかける気だと。近々、大司教がこっちを訪ねてくる。オレ達はその下準備をしにきたってわけさ」

　大司教が訪ねてくる。それは事前に聞いていたことだ。

　でも、大きな疑問が残った。

　それは学院を襲しゆう撃げきしてきた教会の目的。トップがこちらに乗り込んでくるというのに、尖せん兵ぺいを送って争いを引き起こす意図が読めない。

「解げせねえな。その大司教さまは『戦争します』ってことを宣言しにわざわざ訪ねてくるわけじゃねえだろ？　そんな理由で国家連合側が訪問を受け入れるわけねえしな。教会がお前等を送り込んだ目的はなんだ？　なにを考えていやがる」

　仮に戦争を仕し掛かける気なら、こちらを訪問する意味なんてない。一方的に宣戦布告して、不意を突くほうが彼等の得になるに決まっている。

　大司教が学院へ直接訪ねてくる理由。

　そして事前に敵意を表明するかのような襲撃。

　背筋が凍こおるような思いがした。なにか途と轍てつもなく不ふ穏おんな予感がする。

「……けけっ……うけけけけッ。オレ達の目的……ね」

　言葉の余よ韻いんを楽しむように、男が不気味な笑い声を上げた。

「目的は───二つある。まず一つは、これからの教会の障害になるであろう不穏因子の掃そう討とう。有能な霊樹師やそっち側についた《断バちリ切アるン者ト》、その他もろもろなんかをぶっ殺すため。まあ、実を言うとこっちはオマケ程度だったりする。本当の目的はもう一つの方だ」

「もう一つ？　なんだ、答えろ」

　男はすぅっと息を吸い込んだ。

　場の緊きん張ちようが急激に高まる。

「………………教えてやーんねェ」

　べろっと。血色の悪い舌を突き出された。

「うけけけけっ。おいそれと教えてやるとでも思ったか？　どうしても聞きたいってなら、数日後に訪ねてくる大司教にでも直接訊きくんだな。ぶっちゃけ、あの人の考えはオレ達にも理解できんし───ぐぶふぅッ」

　アークの長剣ブロードソードが、再び男の頭を殴りつけた。

「よし、分かった。とりあえず、後の事はお前の尋問を担当するだろう霊樹師にでも話しておけ。尋問官が美人だといいな」

　淡たん々たんと告げるアークに、しかし男は怯ひるんだ様子も見せずに笑い続けた。

　肩かた透すかしをくらっていたニキも、彼の様子がおかしいことに気付く。この状じよう況きようにおいて、尚なおも余よ裕ゆうの態度を崩くずさない不気味さ。自じ暴ぼう自じ棄きになっているというわけでもなさそうだ。

「尋問……かァ。相手が美人な霊樹師だったら、それも悪くはねえが。残念なことに、『捕つかまっていい』との命令は───受けてねえのよッ！」

　唐とう突とつに、男が吼ほえた。

　それに応じるように、通路を塞ふさぐように転がっていた黒の巨人の陰かげで、何かが勢いよく跳ね起きる。それはダボダボの修道服を着込んだ小こ柄がらな少女であった。

　ニキとアークが同時にしまった、と反応した時には既に遅おそかった。

　少女は喉のど元もとを薄うす気き味み悪く発光させて、耳みみ障ざわりな不協和音を奏かなでる。

「生ウまマれレ出イでデよヨ」

　傍らに横たわる巨人の腹が、ぶくりと膨ふくれ上がった。胎たい児じを孕はらんだ母体を彷ほう彿ふつとさせるソレは、ブヨブヨに柔やわらかくなった外殻を破は裂れつさせる。

　肉を食い破り、内部から一いつ斉せいにドス黒い煙けむりのようなものが立ち昇のぼった。

　よく見てみると、煙ではなく、集団を成して飛び立った細かな蟲むしの塊かたまり。

　鼓こ膜まくに痛いほどの羽音を響かせて、上空でうねるような軌き道どうを描えがいた蟲は、ニキ達に向かって降り注いだ。

「ニッキー！」

　アークの声を聞くまでもなく、ニキは迅速に言こと霊だまを紡つむいでいた。

　周囲の枝が素早く伸びて、屋根のようなバリケードを形作る。見事に防いだ───かのように思われたのだが。

　枝の表皮に張り付いた蟲達は、尖とがった顎あごを上下させて、バリケードを食い破り始めた。うち何匹びきかに内側への侵しん入にゆうを果たされ、肉の味を求めて顎を鳴らす大群の脅きよう威いが、一直線にニキへと迫せまる───！

「くっ！」

　ニキはティディ達を庇かばうように、その場から動こうとはしなかった。

　煙に似た大群がニキの眼球へ到とう達たつしそうになった刹せつ那な。

　その間かん隙げきに潜り込むように、下から緋色の煌きらめきが走った。

　掬すくい上げる形で長剣ブロードソードを振るったアークは、大群の先せん端たんを高速で切り伏せる。粉々になった死し骸がいがバラバラと床に落ち、一いつ閃せんから逃れた残りの蟲も逃にげるように上空へと退いた。

「アーク！」

「もっと守りを固めろ、ニッキー！　俺一人じゃこの数を相手にそこの二人を庇いきるのは無理だ。お前の力を貸せ！」

　そういうアークの顔は毅き然ぜんとしていたが、どこか焦あせっているようにも見えた。

　二人組の司教の姿は完全に消失している。おそらくこの騒さわぎに乗じて撤てつ退たいしたのだろう。敵を逃がしたことへの悔くやしさはあったが……今はそれどころじゃない。

　ティディは動けず、イリューネとエイミィは実質的に戦力には数えられない。

　即そつ刻こく事態を受け入れたニキは、さらなる言こと霊だまを重ねて、枝による守りを強化させた。既に内側へ潜り込んでいる蟲は、アークが逃さずに切り払はらう。

　しかし、如何いかんせん数が多い。狭せまい通路というのもニキ達にとって不利に働いた。

　固めたバリケードも徐々に食い破られ、次の大群がすぐそこにまで迫っていた。

　アークはゆっくりこちらを振り返ると、疲つかれた表情で肩かたを竦すくめた。

「最悪、俺を外に締しめ出した状態で守りを固め直せ。俺が囮おとりになれば、少しはそっちの負担も減るだろうし」

　ニキは茫ぼう然ぜんとして言葉を詰まらせた。

　蟲がバリケードをカリカリと貪むさぼる音もどこか遠くに聞こえる。

「……どうして」

「なに？」

「どうして、あなたはそんなことばかり。そんな提案ばかりするんですか」

　喉のどから絞しぼり出した声は震えていた。まるで自分の声じゃないみたいだ。

「前にもちゃんと言ったはずです！　一人で背負わないで！　そんなこと言われても、わたしはちっとも嬉うれしくないです！　アーク、わたし達は───」

　言いかけて、止まった。

　わたし達は？　その先に続く言葉はなに？

　仲間だと。何の迷いも抱いだかず、そう言えたならどれほどよかっただろう。

　───つい先ほど聞かされた先生の話が脳内で再生される。

　バリアントは詩を忘れた。人々の非難の中で、心を失い、ただ無心に使命を果たすだけの存在になってしまった。

　汚よごれた現実を彼等に押し付けておいて───わたし達は、彼等の詩だけを引き継ついだ。

　いや、奪うばったと言ってもいい。

　そんなわたしに、彼を仲間だと呼ぶ権利などあるのだろうか？

「……そんな顔すんなよ。死ぬわけじゃあるまいし」

　ヘラヘラと笑うアークは、まるでこちらの想おもいになど気づいていないようだった。……いや、気づいていて、敢あえて気づかないフリをしてくれているのかもしれない。

　頭で分かっていても、彼に対する疑心や警けい戒かい、怯おびえみたいなものは振ふり払えなくて。

　何よりも霊れい樹じゆや大自然を第一に置き、敬い、崇あがめる《慈悲深き女神の涙ミステイア》の思想に浸つかってきた自分自身が、とてももどかしくて。

　……それら全すべてが、彼との間に踏ふみ越こえられない一線を引いてしまっているような気がした。安易には踏み込めない、その一線を。

　彼の身を案じる気持ちは本当だけれど、お互たがいの立場が、これまで歩んできた道が、交わることを決して許さない。事実を知れば知るほど、相反する存在だと実感する。

　なにが『信じる』だ。なにが『信じてください』だ。

　心からそう思えていない相手に、身を任せることなんてできるはず……ない。

「アーク……わたしは……」

　言い淀よどむニキの頭に、アークはそっと腕うでを回した。

　抱だき寄せて、自分の胸にゴツンとぶつける。

「俺はただ……お前に怪け我がをさせたら、どこぞのロリババアに殺されるんじゃないかと思ってな。それだけは御ご免めんだ。だから気負うなよ。お前はお前の守れるものを守れ」

　震ふるえるニキの頭をポンポンと叩きながら、アークは隣となりに視線を移した。

　イリューネが物も言わずにたたずんでいる。彼女はニキのように怯えたりはしていなかった。無機質な色を湛たたえる瞳ひとみで、アークを見つめている。

「あーく、しなない」

「当たり前だ阿あ呆ほう。この程度でくたばるなんざ、ただのお笑いぐさだよ。さっさと帰って、メシでも食おうぜ」

　迷いなく頷うなずくイリューネに、アークはニキの体を預けた。

　イリューネの小さな腕に支えられながら、踵きびすを返して走り出す彼の後ろ姿を見る。

　止めようと思った。でも体が動かなかった。

　どうして。すべてがわたしの望まない方向に動いてしまうのだろう？

　止めたくても、止められない。何とかしようとしても、何とかできない。

　もどかしい。嘆なげかわしい。泣きたくなる。

「───随ずい分ぶんと」

　だから祈いのった。必死に祈った。

　誰だれか終わらせて。

　わたしが望まないこの現実を───




「───随分と、無様じゃあないか《断バちリ切アるン者ト》」




　突然、上空に滞とどこおっていた蟲むしの大群が、渦うずを巻くように収束し始めた。

　ズルズルと引きずられる蟲は───ある一点に食われるようにして吸収される。

「ふぅ……やれやれ。共食いというのは気分がいいものじゃないね」

　落ち着いた男の低い声こわ色いろ。

　十字クロスの紋もん章しようが刻まれた黒服に、丸まる帽ぼう子し。
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　……怖おぞ気けのするような温厚な笑えみが真まっ直すぐにこちらを見み据すえていた。
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「アビ……トランズフェスト……!?」

　愕がく然ぜんとするニキの呟つぶやきを裏付けるように、黒服の若い司教が悠ゆう々ゆうとした足取りで進み出てきた。

　思えばあの男こそが今の大陸内の軋あつ轢れきの元げん凶きよう。

　霊樹を狙ねらい、一度はイリューネを手中に収め、いずれは大陸の全てを食い尽つくそうとした悍おぞましい存在。

　その彼が何な故ぜに。

　ここ……霊樹師の学院に現れたのか？

　ニキが考える余地もなく、アビは地面が揺ゆれるほどの威い力りよくで足裏を打った。

　瞬しゆん間かん的に一番近くにいたアークに肉にく迫はく。その膂りよ力りよくたるや尋じん常じようではなく、アークに到達するまでほんのコンマ一秒足らず、たった一歩で事足りた。

「ッ！」

　黒い瘴気のようなものを纏まとった右手が、アークの喉元へと振るわれる。

　アークは後退しながら長剣ブロードソードを前にかざして、己おのれの盾たてとした。

　両者が激突。凄すさまじい衝しよう撃げきが足元から飛ぶ。

　少し離はなれた場所から傍ぼう観かんしていたニキ達はその場から吹ふき飛ばされないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった。咄とつ嗟さに傍そばに居たイリューネの体を抱く。

「アーク……!?　アークっ！」

　呼びかける声も、衝突の余波でかき消されてしまう。

　吹き荒あれる風の中心では、二人の青年が睨にらみ合っていた。伸のばされたアビの腕は、アークが掲かかげる長剣ブロードソードの刀身と合わさり、そこから鉄を削けずるような低い音が響ひびいてくる。彼の腕の周囲には、細かな蟲が回転する刃やいばのように渦うず巻まいていた。

「……やあ、《断バちリ切アるン者ト》。今日の君は冴さえてないな。危あやうく今の一撃で殺しちゃうところだったよ」

「へッ。噂うわさをすれば影かげってか？　元気そうでなによりだよ、クソ神父さま」

「元気も元気。君達のおかげで、国家連合と教会の両者から追われる素す晴ばらしい毎日さ。君達にも、僕を裏切ってくれた教会にも、いつかこのお礼をしようと思っていたんだ。ちょっと死んでみるって贈おくり物ものはどうかな？」

「いらねえよ。どいつもこいつも物ぶつ騒そうなプレゼントばかり考えやがるな。少しは相手への迷めい惑わくってのも考えようぜ？」

　互いの剣けんを、腕を、弾はじく。

　よろめくアークに、不動の姿勢を保つアビが、再度拳こぶしを振るった。

　アークが背中から倒たおれ込む形で躱かわすと、振るわれた拳から放たれた黒い塊かたまりが背後の壁かべを穿うがつ。そこから真っ黒に侵しん食しよくし、頑がん丈じような石いし壁かべはドロドロに融ゆう解かいした。

　アークは床ゆかに片手を突つき、一本の腕に全ての自重を乗せるようにして、下半身を回した。

　素早く体勢を立て直す。そのまま拳を繰くり出した姿勢のアビの横よこ面つらに、緋ひ色いろの瞬またたきを放つ長剣ブロードソードを振るった。

「……鈍のろい。止まって見えるよ？」

　完全に死角を突いたはずの高速の斬撃を、ベルは余よ裕ゆうを持ったように、もう片方の腕で留めた。唸うなりを上げて、動きをピタリと凍こおりつかせる緋色の刀身。

　鋭するどい切っ先から飛ぶ風圧で、アビの丸帽子が飛ぶ。掴つかみ取った剣の刃を持ち上げる彼の顔面には、不気味な笑いが張り付いていた。

　尋常ではない膂力、鎧よろいのように全身に纏った蟲むし。

　そして……何一つ変わらない彼の狂きよう気き。

　ニキの胸の中でイリューネが激しく震えていた。安心させてやりたくても、ニキ自身、震えが止まらない。背後にいる学友二人も言葉を失っていた。

　吐はき気けを催もよおすほどの憎ぞう悪おがアビを中心に渦巻く。

「やめて……ッ！　あなたはまだ奪い続けるの!?」

　絞り出すように投げかけた一言。

　アークと迫せまり合っていたアビが、不気味な笑みをそのままに首を回した。

「僕は最初からこういう存在なんだって、予あらかじめ教えておいたはずだよ。相変わらず平和な頭をしているね、君は」

　余よ所そ見みをした隙すきを突き、アークが掴まれた長剣ブロードソードの切っ先を後ろに引く。

　勢い余るように体勢を崩くずしたアビは、長剣ブロードソードから手を離してしまった。アークは素早く次のモーションに移る。

　剣を構えた右手を引き、左足を前に。

　そして、渾こん身しんの力で切り上げる。

「あはっ……♪」

　愉ゆ快かいそうに上げられた短い笑い声とは裏腹に、アビの肩かた口ぐちは深く切り裂さかれた。

　鮮せん血けつが溢あふれ出し、ハタハタと床を染める。

「あはははははッ!!　そうだ！　僕を止めたいなら初めからそうやって殺そうとすればよかったんだ！　それしか方法はない。試ためしに今ここで殺してみてくれよ、《断バちリ切アるン者ト》。もちろん黙だまって殺されるつもりはないけど」

「あー……面めん倒どうくせえ。もうテメェがここにいる理由とかどうでもいい。前にも言ったが俺はテメェが死ぬほど気に食わねえ。だからぶっ飛ばす」

「いいね。存分にやり合おうじゃないか。きっちり返り討うちにしてやるよ」

「はン。泣いても文句言うなよ、クソ神父」

　深手を負って尚なお、狂気的な笑顔で襲おそい掛かかるアビ。

　迎むかえ撃うつアークは無表情だった。何の感かん慨がいも抱かずに、目の前の敵を淡たん々たんと捌さばいている。

　……違ちがう。

　こんなことを繰り返していても何も変わらない、変われない。

「───ニキお姉ちゃん！　ダメです、今は危険です！」

　エイミィの悲痛な声が耳に届く頃ころには自然と足が動き始めていた。

　覚おぼ束つかない足取りで前に進み出るニキは、争う二人の青年に近づいていく。

　体の震えは止まらない。無事で済むとも思っていない。

　たとえ危険があろうとも、止めなければいけないと感じた。

　……が、その矢先。

　どこからか金属が擦すれるような涼すずしい音がして、ニキの鼻先を鋭い何かが掠かすめた。

　鎖くさりに繋つながれた鎌かま状の刃が、深々と壁にめり込む。進行を阻はばまれたニキは思わず立ち竦すくんだ。怯おびえたように、鎖が飛んできた方角へと振ふり返る。

「シムさん……！」

　細い体に鎖を巻きつけた白はく髪はつの少女が、ニキの瞳に映り込む。

　髪かみ色とは対照的な、スカート丈たけの長い黒ドレス。漆しつ黒こくの裾すそを翻ひるがえしてお辞じ儀ぎをする彼女は、初対面の時と同じように人ひと懐なつっこい笑みを湛えてみせた。

「お久しぶりです、ニキさま」

「シムさん！　邪じや魔まをしないでください！」

「邪魔？　ご冗じよう談だんを。邪魔をしているのはあなたの方ですよ」

　笑みを引っ込めたシムは、未いまだに激しい攻こう防ぼうを繰り広げているアークたちに一いち瞥べつを送る。

「見てください、神父さまの表情を。……すごく楽しそう。あなた方に敗れた後、神父さまがあのような顔をしてくれることは一度だってありませんでした」

　彼女が指し摘てきしたように、アビ＝トランズフェストは笑っていた。

　命のやり取りをしていながら心底楽しそうに。無む邪じや気きと呼ぶには程ほど遠とおい様相だったが、そのことに疑いはなかった。

「それが……それがなんだって言うんですかっ！　わたし達とあなた達はもう争う必要なんてないんです！　争わなくたっていいんです！　どうして分からないの!?」

「いいえ、ニキさま。分かっていないのはあなたです」

　あくまで穏おだやかな口調で、シムが遮さえぎる。

　その瞳ひとみはまるでニキを咎とがめるように射い貫ぬいた。

　ニキは堪たまらずに怯ひるんで、シムから数歩後ずさる。

「な、なにを……ッ？」

「ニキさま。あなたは霊れい樹じゆ師しです。《慈悲深き女神の涙ミステイア》の考えに傾けい倒とうし、大自然を守る者。その使命をお忘れですか？」

　シムは鋭い視線でニキを睨み続ける。

「あなたが己おのれの使命を重んじるならば、あの時にあたし達を殺しておかなければならなかった。《慈悲深き女神の涙ミステイア》の教えを忘れましたか？　この大陸を生かし続ける大自然の偉い大だいさを忘れましたか？　保身しか頭にない人間など、それらに比べれば取るに足らないもの。……少なくとも、あたしが生まれ育った村ではそのような考えが蔓まん延えんしていました。だからこそあたしの家族は教会の教えに頼たよった。真に守るべきものは人間なのだと信じていたから」

　後ろにいるティディとエイミィが何事かを叫さけんでいた。

　しかし、もうまともに耳には届いてこなかった。

　シムの言葉だけが、鼓こ膜まくを焼き、心に突き刺ささる。

「《断バちリ切アるン者ト》のことについてもそうです。彼が自分の立場を名乗ったとき、あなただって感じたでしょう？　彼に対する憤いきどおり、そして憎にくしみを。あなた達は霊樹師。大自然の声を聞き、彼等から真理を授さずかる者。霊樹師であるあなたは疾とうに理解しているはずです。この大陸に、世界に必要なものは人間ですか？　あなた方が真に尊重すべきものとは何ですか？　その立場さえも明らかにせず、中ちゆう途と半はん端ぱに都合のいい和平を語る者になど、あたし達は感化されない。あなたが霊樹師で、彼が《断バちリ切アるン者ト》であり続ける限り、あたし達はあなた達の言葉を信じません」

　突き詰つめれば必ずそこへ辿たどり着く。

　わたしが信じる物の根底には、それが存在している。

『───今日もボクたちを生かしてくれた偉大なる力、この大陸を守ってくれている大自然や霊樹に感謝の意を込こめて』

『───オレ達の対立ってのは、元来そういう運命の下もとにあったものだろう!?』

　簡単な真理。霊樹師であるわたしは既すでに理解してしまっている。

　真に生かすべきはどちらなのかを。選ぶべき命はどちらであるのかを。

　だからこそ、国家連合と教会の間で避さけられない対立が生まれる。

　だからこそ、《断バちリ切アるン者ト》は。

　わたしと、彼は──────。




「───……《断バちリ切アるン者ト》の血において誓ちかう」




　……声が届いた。

　絶望に沈しずみ込む心を、強したたかに打って、奮い立たせてくれるような力強い響き。

「全すべての生命に折り合いを───滅ほろびから新たな誕生への循じゆん環かんを───！」

　連なる文言、揺ゆるがぬ誓い。

　長剣ブロードソードの刀身から放たれる緋色の閃せん光こう。

　その瞬きと真っ向から対たい峙じするアビは、腕うでを前方に構えて防ぼう御ぎよの姿勢を見せる。




「───断つべき命の終わりフエリング!!」




　音を奪うばうかのような轟ごう音おんと、緋色の輝かがやきが場の景色を埋うめ尽つくしたのは、ほぼ同時だった。ニキは頭を腕で庇かばい、目を瞑つぶる。光と轟音が治まるまで、ずっとそうしていた。

　やがて静せい寂じやく。眩まばゆい緋色の閃光も完全に消失する。

　恐おそる恐る瞼まぶたを上げると、床に仁に王おう立だちするアビの背中を見た。彼の全身からは煙けむりが上がる。纏まとっていた黒服の半分ほどが焦こげて、なくなってしまっていた。

「ふっ……ふふふふははははははははッ！」

　高こう揚ようしたような高笑いが、口から漏もれる。

「いいぞ、《断バちリ切アるン者ト》！　君との殺し合いは心が躍おどる！　理性が否定しても、やはり本能は求めるんだ！　奪え、殺せ、食い尽つくせと！　運命は変えられない、僕はどこまでいっても僕でしかない！」

　瓦が礫れきを踏ふみしめて、光の残ざん滓しを残す長剣ブロードソードの刀身を肩に乗せる青年。

　アークは粗そ雑ざつな仕草で頭を掻かくと、胡う散さん臭くさそうに目を半開きにした。

「一人で開き直って勝手にハイになってんじゃねえよ、クソ神父。……そういう割には、随ずい分ぶんと浮うかない顔してるじゃねえか」

　アークが顎あごをしゃくってみせると、アビは不思議そうに首を捻ひねる。

　彼は自身で己の顔をまさぐってみるも、やはり笑っていた。アークの言う「浮かない顔」とは似ても似つかない。

「……戯たわ言ごとを。どうすればそんな風に見えるんだい？」

「見えるさ。ガキの頃は俺もお前と同じようなもんだったからな。辛つらいから言い訳で自分を騙だまして、楽だからと受け入れ、いつしか心がそう信じ込む。その証しよう拠こに、今のお前からは全くやる気が感じられねえ。まるで自分を殺してくださいと言わんばかりだ」

「よく言う。僕に殺されかけている分際で」

　アビの言葉は挑ちよう戦せん的ながらも、正しかった。優勢に見えるアークだが、紙かみ一ひと重えに急所を外すのが精せい一いつ杯ぱいで、全身の至る所に傷を負っている。

「うるせえ。お前が化け物すぎるんだよ、クソ神父。その気になりゃニッキーの手助けを得られない俺なんか一発だろ？　だが、お前はそれをしない。本気で殺しに来たかと思えば、肝かん心じんな場所で手を抜く」

　長剣ブロードソードの切っ先を持ち上げて、アビの鼻はな面づらに向ける。

「殺されに来ましたって奴やつを素す直なおに殺してやるほど、俺はお人ひと好よしじゃねえぞ。お前は迷っている。まさかその迷いから逃にげるために、俺に殺してもらおうって魂こん胆たんか？　ふざけんな。お前の自己満足に巻き込まれるこっちはいい迷めい惑わくだっつーの」

「くくっ……。それでも君は僕を殺すしかないのさ。そうでなきゃ、僕が君を殺す。やられる前にやらなければならない。生きるとはそういうことだ。それは君達が一番よく理解してるだろ、《断バちリ切アるン者ト》」

「かもな。殺し合いなんざ御ご免めんだ。避けられるなら避けるに越こしたことはねえ。だが、あくまでお前が食い下がるなら、俺も黙ってやられるつもりはない」

　アークは低い声でそう言うと、長剣ブロードソードの切っ先を引いて構えた。

「それに、前に忠告はしておいた。お前がまた何かをやらかそうとした時は、俺が絶対に止める。その意思に変わりはない」

「『殺す』ではなく『止める』かい？　あくまでも詭き弁べんを弄ろうし続けるんだね、君は。僕も忠告してあげたはずさ。そんな甘さじゃ何も救えない。いずれ君の方が食われることになる」

「……証明してみるか？」

「是ぜ非ひとも。幕引きは君の血で美しく彩いろどってあげよう」

　静かに、しかし激しく睨にらみ合い、対峙する両者。

　衝しよう突とつは避けられないかのように思われたが……。

　そのとき、両者の間にスルリと割り込む小さな姿があった。

　二人は目を見開いて動きを固めた。

　ニキもまた、口に手を当てて小さな悲鳴を漏らす。

「イリューネ！」

　無む警けい戒かいに戦場へと割り込んだイリューネは、いつもと雰ふん囲い気きが違ちがっていた。

　両手を力なく垂れ下げ、左右にたたずむ両者を順に見やる。

　その双そう眸ぼうは澄すんだ銀色。

　衣服のポケットからは、眩まばゆい白色を湛たたえた光が漏れ出していた。

「……おやおや。誰だれだか知らないが、僕を阻むのかい？」

　初めに声を上げたのはアビだった。

　イリューネは小首を傾かしげると、光が漏れ出してくるポケットへ手を滑すべらせる。

　───光源の正体は、彼女が取り出したペンダント。

　それを掲かかげる形で持ち上げると、彼女は表情の抜け落ちた顔でアビを見み据すえた。

『アビ＝トランズフェスト。時は刻むものだ。過去と現在。それらが紡つむがれ、連続し、描えがかれることで、はじめて一つの未来が作り出される。私たちは描かれる前の未来を摘つみ取ることを望まない』

　声が重なったような、不思議な響ひびき。

　彼女はイリューネであって、イリューネではなかった。

　……霊樹《メルアリス》。

　ニキは自分の恩師の姿を、今のイリューネの姿と重ねて見た。

「吹ふくなよ。そんなものを待っていられるほど、僕は気長じゃないんだ。それに、その未来とやらが望まぬ結果しか生み得ないとしたらどうするんだい？」

『期待はしていない。でも、一いち縷るの希望さえも抱いだけない未来に興味はない。───君もそう信じて、ここへ来たんでしょう？』

　無機質な銀の双眸と睨み合うアビの表情が、俄にわかに愉ゆ快かいそうな情を湛えた。焼け残った黒衣を翻ひるがえすと、こちらに背を向ける。

「……帰るよ、シムルヴァ。そろそろ他ほかの霊樹師が駆かけつけてくる頃ころだろう。今ここで捕とらえられる事態は避けたい」

「はい、神父さまっ」

　シムは嬉うれしそうに頷うなずくと、壁かべに刺さっていた刃やいばの鎖くさりを引いて受け止める。そのまま軽い足取りでアビの背中を追った。

　彼等の背中を見送るイリューネは、今までに見たことがないような柔やわらかい微笑ほほえみを浮かべた。それから糸が切れたみたいに、ガクリと足元から崩くずれ落ちる。

　倒たおれる寸前、駆けつけたアークが彼女の小さな体を抱だき留めた。

「おっと。───おい。待てよ、クソ神父。散々暴れておいて、はいサヨナラか？　つくづく身勝手な野や郎ろうだな」

「戦意が削そがれた。今の僕じゃ君を殺せそうにないし、君も僕を殺してくれなさそうだ。また日を改めて出直すとしよう」

　床ゆかに落ちていた丸まる帽ぼう子しを拾い上げたアビは「そうそう」と思い出したように付け足した。

「僕の言葉、ちゃんと覚えておけよ《断バちリ切アるン者ト》。……教会は本気だ。なりふり構わずに国家連合を潰しに掛かかるだろう。君は僕が殺すんだから。簡単には死なないでくれ」

「はッ。せっかくの熱ねつ烈れつなラブコールだが、丁てい重ちようにお断りさせてもらう」

　アビの体から無数の蟲むしが飛び立った。蟲は彼等を包み込むようにして空中を旋せん回かい。再び散開した時には、既に彼等の姿は消失していた。

　残ったのは異様な静けさと、無残に荒あれ果てた目の前の光景だった。







　嵐あらしが過ぎた後のような、恐こわいくらいの静けさが舞まい降りた。

　鼻から浅い息を吐はいたアークは、気を失っているイリューネを抱きかかえて、こちらへ戻もどってくる。

「……やれやれ。今日はサイアクだ。一いつ張ちよ羅うらが見る影かげもないくらいにボロボロに───」

　冗じよう談だんを飛ばす彼の胸むな元もとに、バフッと飛びつくものがあった。

　ニキは壊こわれるくらいに体を震ふるわせて、イリューネもろとも彼を抱きしめる。

「……ニッキー？」

「───バカ」

　小さく呟つぶやくと、もう歯止めは利きかなかった。

　ポロポロと頬ほおを伝う涙なみだを止められないまま、彼の顔をキッと睨みつける。

「アークのバカっ！　どうしていつも死にかけるんですか！　どうしていつも死ぬ一歩手前まで無茶するんですか！　わたしに心配かけるんですか！」

　必死に訴うつたえかけると、アークは困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「いや……そんなこと言われても、お前。俺だって毎回、好きで死にかけてるわけじゃねえよ。むしろ死にかけるくらいの出来事があっちから全力で追いかけてくるんだ。いい加減に勘かん弁べんしてほしいね」

「それでも！　わたしに心配かけるアークはバカです！　大バカです！」

「ンな滅め茶ちや苦く茶ちやな」

　滅茶苦茶なことを言っているのは分かってる。

　でも自分の中で何かの箍たがが外れてしまって、止められない。

　際限なく感情が漏れ出す今の状態が……何な故ぜだかとても心地ここちよい。

　だから、せめて、もう少しだけ。

「アークのバカッ！　バカバカバカッ！　───うああああああああああああんっ！」




　……このままでいさせて。











　第三章　　終わりなき命の円えん環かん
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　───夕刻。

　来訪者は粛しゆく々しゆくと現れた。

　第三都市フィルファ、西側城門入口。

　緩ゆるやかな円えん丘きゆうの彼方かなたより迫せまるその輪りん郭かくを、件くだんの者達であると予想できた者は、皆かい無むと言ってよかった。

　修道服を纏まとった痩やせた男が引く、二頭立ての馬車。

　屋根こそ設しつらえてあるものの、外観は粗そ末まつで、どこか不気味な空気を醸かもし出している。

　その日の当直だったレルフ女史は、衛兵の素すっ頓とん狂きような悲鳴に呼ばれて、城門前まで駆けつけた。そのとき既すでに馬車は停車し、御ぎよ者しや台だいから痩せた司教がノロノロと降りてくるところだった。

　不安を隠かくしきれずに表情を曇くもらせる衛兵たちを背に、女史は司教の方へと進み出る。

　司教は懐ふところから一枚の証書を取り出し、女史に提示した。

「……教会からの使者ですか。確かにお話は伺うかがっております」

　確かく認にんを行いながらも、女史は懸け念ねんを振ふり払はらえない。

　教会からの使者。……たったこれだけ？

　彼等の方で不ふ穏おんな動きがあるということで、てっきり兵力を伴ともなってくるのかと警戒していたのだが───事実、訪ねてきたのはこのたった一両の馬車だけであった。

　しかもそれほど大型というわけではなく、車両に乗っているのもせいぜい四、五人といったところか。

「申し訳ありませんが。武装などの有う無むを検あらためるため、中を確認させていただいてもよろしいでしょうか？」

　こちらの要求に、司教の男は渋しぶい顔つきになった。こけた頬を上下させて、「必要ない」とか「無礼である」などとブツブツ抗こう議ぎしてくる。

　しかし、女史も簡単に引き下がることはしなかった。使者が来訪した際、検けん閲えつを行うのは当然の義務だ。相手が教会ならば尚なお更さらに警戒する必要がある。

　そのとき、車両の奥から「構わない」と低い男の声が響いた。

　扉とびらが開き、素早く懸けん架かが下ろされ、中から数人の男女が降り立つ。

　……三人の修道女に、一人の司教。

　修道女たちは三人共にまったく同じ姿恰かつ好こうをしていた。服装云うん々ぬんの話だけではない。身長、体格、たたずまいまでが、重なって見えるほどに似通っている。ベールで頭上を覆おおい、袖そでの長い修道服で肌はだを隠し───顔面には十字クロスの紋もん章しようが刻まれた仮面を被かぶる。

　一言で言って不気味だった。得体の知れない恐きよう怖ふ心しんを煽あおられる。

　残りの司教は、若い男であった。男と言うより青年と言った方が正しいか。修道服の上から、金の刺し繍しゆうが施ほどこされた大おお仰ぎような法ほう衣えを纏まとっている。顔立ちは精せい悍かんにして、厳げん粛しゆく。この若さでありながら、堂々たる威い風ふうを感じさせた。

「大司教さま。しかし───」

「いい。好きにさせろ」

　女史は思わず瞠どう目もくする。

　彼が───大司教？

　実質的に教会を取りまとめる者だというのか。

「早く済ませろ。貴様等とじゃれ合っているほど暇ひまではない」

　俄にわかに苛いら立だった声で促うながされて、呆ぼう然ぜんとしていた女史は我に返った。慌あわてて衛兵に命令を下し、車両の中と彼ら自身を検めさせる。修道女も痩せた司教も、大人しく従った。

　結局、ナイフ一本すらも見つかることはなかった。

　城門が開かれ、大司教を乗せた馬車が都市内へと走り出す。

　去っていく馬車の背を見送りながら、女史は険しい表情をしていた。

　やれるだけのことはした。しかし何故、こうも不安を拭ぬぐいきれない？

　持ち場に戻りながらもこの不安が杞き憂ゆうであることを祈いのるしかなかった。
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　学院で起こった司教の襲しゆう撃げき事件から早くも三日が過ぎた。

　あれから先生は一度も自宅へ帰らず、上層部の重じゆう鎮ちんたちと会議室に籠こもりっきりである。連れん絡らくを取ろうと上にかけあってみても断固として通してくれない。

　大きな怪け我がを負ったティディは、エイミィの計らいで今、彼女の実家で療りよう養よう中。本人はその待たい遇ぐうが不服だったらしく「もう動ける」と豪ごう語ごしているとのこと。

　エイミィ自身も精神的ショックを受けたため当面は授業の出席を免めん除じよされ、家で大人しくしているらしかった。

　そして……もう三日も経たつというのに。

　気を失ったイリューネは未いまだに目覚めない。







「まだ爆ばく睡すいしてやがんのか、そのチビガキは」

　部屋の扉を開けるなり、アークがそう声を掛けてきた。

　ベッドの隣となりの椅い子すに腰こしを掛けていたニキは顔を上げてコクリと頷く。

「はい……。あの日から。この子の中に先生の───霊れい樹じゆ《メルアリス》の意思みたいなものが潜もぐり込んでから、ずっとです」

「そうか。ババアの方はなんて言ってんだ？」

「分かりません。あれから全く連絡が付かないんです。まるでわたしと顔を合わせるのを避さけてるように思えて───」

「だろうな。いくら神経の太そうなあいつでも、あんなことの後じゃ合わせる顔もねえだろ」

　メルアリス＝フルブリースが霊樹の神籬ヒモロギであったこと。

　そして、彼女が語ってくれたバリアントの真実。

　まだまだ訊ききたいことはたくさんあった。先生は何故、わたしを引き取って育てたのか。現場に派は遣けんして、バリアントであるアークと引き合わせたのか。

　全すべてが全て、何かの思おも惑わくがあってのことなら、ニキはそれを知りたいと思った。

　先生はまだわたしに全てを語ってくれてはいないと感じる。

「まあイリューネの体に大事はないみたいだし、深刻そうな顔をするなって。……つーか、膝ひざに載のってるソレはなんだ？」

「へ？　これですか？」

　きょとんと首を傾かしげるニキの膝には、一枚の皿が載せられていた。

　皿の中には、ほどよい温度に冷まされたスープが波打っている。先ほどからニキは、スプーンでスープを掬すくってはイリューネの口元へ運ぶという動作を繰くり返し行っていた。

「それがすごいんですよ。意識がないにも拘かかわらず、食べ物を与あたえるとちゃんと頬ほお張ばるんです、この子。流石さすがに固形物は喉のどに詰つまる危険があるからダメだけど、スープくらいならいいかなと思って……」

　説明しながら、スプーンをイリューネの口へと差し出す。

　すると、狙ねらい澄すましたように小さな口がカパッと開かれて、スープを掬ったスプーンにかぶりついた。そのままモニョモニョと両頬を動かす。

「ぬおおっ!?　マジか!?　絶対に起きてるだろ、そいつ！」

「寝ねてます。完全に」

「そ、そうなのか……？　そいつのケタ外れの食い意地にもビックリだが、すぐさまそれに順応するお前も大たい概がいだな、おい」

　驚おどろきつつ壁かべに寄り掛かかるアークは、お世辞にも全快とは言えない状態だった。

　全身に真っ白な包帯が巻かれ、その上から薄うす汚よごれた赤衣（アークがどうしてもと言うので、穴が空いた部分はニキが縫ぬってあげた）を纏っている。背にはしっかりと錆さびついた長剣ブロードソードを負っていた。

「……アークも。まだ動いちゃダメですよ。そんな物まで持ち出して」

「おいおい、お袋ふくろみたいな口を利きくなっつーに。このくらい平気だよ。むしろ寝ることに飽あきてきた。ゴロゴロ三ざん昧まいってのも考えものだな」

　……嘘うそだ。

　普ふ段だんから食っては寝るを繰り返していた彼が、たった三日を安静にしていることに飽きるはずがない。むしろ喜びそうなものである。

　では何故？　全身に傷を負った状態で、わざわざベッドから這はい出してきたのか。

「お前こそ、三日もロクに寝ないでイリューネの看病をしてんじゃねえか。あと俺の怪我の治ち療りようもか。いい加減に休まないと倒たおれるぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。あなたに比べればわたしは無傷ですし、まだまだ元気ですよ」

「………………」

　長い。とても長い溜ため息いきが後ろから聞こえてきた。

　壁から身を離はなしたアークは、しっかりとした足取りでベッドの隣まで歩いてくる。

　何をするのかと思いきや───いきなり頭を叩たたかれた。

「あいたっ！　ア、アークっ!?」

「まだまだ元気？　どの口が言ってる、阿あ呆ほうが」

　涙なみだ目めで仰あおぎ見ると、腕うでを掴つかまれた。

　そのままぐいっと力強く引っ張られて、座っていた椅子から立たされる。

「ちょ、なんなんですか!?」

「少し散歩がしたくなった。付き合えよ」

「はぁ!?　そ、その体で散歩なんて無理に決まってるでしょ！　イリューネも置いてはいけません！　絶対にダメです！」

「この期ごに及およんでお前はまだ人様の心配か。俺の傷は問題ないと言ったはずだ。イリューネも早々に目覚めそうにないし、少しくらいなら大丈夫だろ」

「大丈夫じゃないですよ！」

「分かってねえな、ニッキー。お前が俺やイリューネを気にかけるように───」

　トンっと、彼の突つき出した指が額に当たった。

「俺は。今のお前が一番心配なんだよ」

　目の下にクマを作って、完全に憔しよう悴すいしきっていたニキの顔は、一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。

　素す早ばやく身を引き、突かれたおでこの部分を両手で押さえる。

「うぅぅ……」

「分かったら、今すぐに準備。少ししたら迎むかえに来る。……早くしないとこの間みたいなことになるぜ？」

　アークの意地悪な物言いで、ニキは数日前の出来事をハッキリと思い出してしまった。

　彼に裸はだかを見られてしまった事件。羞しゆう恥ちのあまり危あやうく窒ちつ息そくしそうになる。

「ア、アークのヘンタイ！　早く出て行ってください！」

「りょーかいりょーかい。じゃ、三十秒くらいで戻もどるから」

「さんじゅっ!?　そそそそそんな短い時間で着き替がえるなんて無理に決まってるじゃ───」

　言い終わる前に、扉が閉まってしまった。

　廊ろう下か側からくぐもった声が響ひびいてくる。

『いーち、にーい、さーん……』

「いやああああああああああああああああああッ！」

　鬼おにだ、悪あく魔まだ。ニキは涙目になって慌てて服を脱ぬぎ始める。

　本当は彼の言葉なんて無視して何もしなければよかったのに。そうでなくとも部屋のカギを掛けてしまえばよかったのだが、この時は頭が混乱していて「覗のぞかれる前に着替えなくては」という強きよう迫はく観かん念ねんが働いてしまったのだ。

　……それと、彼がわざわざ起き上がってきた理由。

　もしかして自分を元気づけるためだったのかもしれないと考えると───やっぱり窒息してしまいそうになるくらい顔が熱くなった。
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　空は琥こ珀はく色いろに彩いろどられていた。

　近ちか頃ごろは家に籠りっきりだったので時間の感覚が狂くるいがちだったが、気づけばもう夕暮れ時。未いまだに喧けん騒そうで溢あふれている市場からの声を耳にしながら、長い影かげ法ぼう師しを引いて歩く。

「怒おこるなよ、ニッキー」

「怒る？　ちっとも怒ってなんかいませんよ、あはは」

「目が笑ってねえよ」

　そう言うアークの顔面は見る影もないくらいにパンパンに腫はれ上がっていた。体の傷とは別に酷ひどい有様だ。

　怪我人相手にやりすぎた───とは思わない。このくらい当然の報むくいだ。

「……なんで本当に三十秒で開けちゃうんですか。信じられないです。サイテーです」

　ニキは拗すねたように頬ほおを膨ふくらませてそっぽを向く。

　肝かん心じんのアークに反省の色はない。むしろこの状じよう況きようすら楽しむようにヘラヘラと腹立たしい笑いを浮うかべていた。

「よお。少しは元気出たか？」

　こちらの瞳ひとみを覗き込むようにして、アークがそんなことを訊いてきた。

　怒いかりと羞恥で顔を真っ赤にしていたニキは目を剥むく。

「え……？」

「しおらしくしているお前を見るのもたまにはいいもんだが。そうやって顔を真っ赤にして怒ってるお前の方が、やっぱ可愛かわいいよ」

　口説き文句とも取れるその言葉に、どう反応していいのか分からない。

　いつもと同じだ。本心の分からない表情で、こちらを試ためすようなことを言う。

　そのくせ、意外にも目は真しん剣けんだったり、時には優やさしく気き遣づかってくれたり。

　だから……ダメなんだ。

　わたしはこの人をキライになりきれない。警けい戒かいすべき対象として、明確な一線を敷しくことができずにいる。

　そして、意識してしまったらもう自分ではどうすることもできない。

「アークは……ずるいです」

　真正面にある彼の視線から逃のがれるように、顔を背そむける。

「わたしには何も教えてくれないくせに。いつもヘラヘラ笑って真ま面じ目めに話してくれないくせに。……突き放すでもなく、近づくでもなく。わたしはからかわれてばっかり」

　アークは無表情で静かに耳を傾かたむけていた。

　少し身を引くと、赤い髪かみをボリボリと掻かく。

「そんなに知りたいか、俺のこと。……俺の口から？」

「あ、当たり前です！」

　ニキは鋭するどい視線をキッと彼に向けて、

「耳にするのは悪い話ばっかりだし！　アーク自身もそれを否定しないし！　変えられないとか、そういう運命だとか、もうたくさんですっ！　そんなの……そんな話が全部……」

　両手で彼の服の襟えりをギュッと掴んだ。

「……目の前にいるあなたと、まったく違ちがうじゃないですか……！」

　こちらの嗚お咽えつを、アークは黙だまって聞いていた。

　以前にも同じようなことがあった気がする。やっぱり思いを吐と露ろするのはわたしの方で、彼は動どう揺ようの一つすらしてくれない。

　初めはそれでもよかった。頼たのもしくさえ思った。

　でも、もう我が慢まんできなくなっていた。隣となりにいるようで、そこにはいない。そう感じさせる彼に、激しい腹立たしさと悲しみを覚える。

　弱音でもいいから聞きたい、彼の口から、彼の言葉で。

　強くなくていい。頼たよれなくていい。

「ただのニキ＝ミスクライラとして、ただのアーカイルド＝テンゼンを信じさせてッ！」

　霊れい樹じゆ師しとかバリアントとか関係なく、ありのままの彼を知りたかった。

　……彼の心は動いてくれたのだろうか。分からない。

　アークは黙ったまま、ニキの手を襟から外した。

　代わりにそっと握にぎり込んでくる。そのまま踵きびすを返すと、歩き始めた。

　驚きはしたが、声をかけることはできなかった。

　彼の背中がそれを許さなかった。







　市街地を抜ぬけ、ちょうど学院の裏手側にある小高い丘おかに行き着く。

　丘の頂上には一本の白い樹きが根付いていた。

　石英のように無機質で、葉の一つすら身に着けない儚はかなげな大樹。

「……こんな場所にも生えてんのかよ、コレ」

　白い大樹の根元に行き着いたアークが、感心したような声を漏もらした。

　大陸の中心、国家集合区にしか根付かないといわれる《白はく樹じゆ》。

　その正体が霊樹《メルアリス》の片へん鱗りんであると知れた今でも、ニキにとってこの大樹とこの場所の光景は思い出深いものだった。

「わたしが……子供の頃ころによく遊んだ樹です。先生の目を盗ぬすんで、友達と一いつ緒しよに昇のぼったりしてました。《白はく樹じゆ》は神聖なものだから、霊樹師の人に怒られたりして……」

　緑に溢れる緩ゆるやかな丘きゆう陵りよう。そこから一望できる街並み。

　ニキはこの樹が大好きだった。この場所が大好きだった。暖かな日差し、友達の笑え顔がお、柔やわらかな風の香かおり、それら全すべてを含ふくめて大好きだった。

「守りたいと……思ったんです。子供ながらに、ここから見える景色を。柔らかな緑も、この街の人達も、みんなすごく大切で……いつまでも壊こわれてほしくなくて」

　理由としては単純かもしれない。

　でも、子供心に本気でそう思った。

「だから───わたしは霊樹師になりました」

　自分の手で、大切に思った全てを守りたかったから。

　……だけど、今はその信念が揺ゆらいでいる。

　本当に守りたいものが何だったのかを見失いかけている。

　唐とう突とつにそんな話をしてしまったのは、懐なつかしい景色に気が緩んだからか、それとも彼との間に流れる沈ちん黙もくを破りたかったのか。自分でも分からない。

　アークは目を細めながら、夕日に彩られた白い樹皮を見上げていた。

「……そういやあ。お前自身のことをお前の口から聞くのもこれが初めてだったか」

　何かを納なつ得とくしたように頷うなずいて、

「お前は霊樹師で、俺は《断バちリ切アるン者ト》。今までそのつもりで接してきたし、それがお前のためっつーか……一応、俺なりに気を遣つかっていたつもりだ。まあお前の場合はしょっちゅうボロが出まくってたけどな」

　赤せき褐かつ色しよくの瞳が、こちらをチラリと一いち瞥べつする。

「お前の───両親は？　あのロリババアは育ての親なんだろ？　本当の父親や母親はどうしたんだ。いるんだろ？」

　何気なく訊たずねられた質問。

　聞きようによっては、人の心に土足で踏ふみ入るような不ぶ躾しつけな質問だった。

　だけど、不思議とイヤな感じはしない。それはきっと、相手が彼だったからだと思う。

「……物心ついた時には、先生が親代わりでした。本当のお父さんやお母さんの顔を、わたしは知らないです」

「……そうか。まあ俺も同じようなもんだ」

　今度は視線だけではなく、体ごとアークが向き直る。

　地平線から差す夕日の紅あかに染められながら、一本の大樹の下もと、二人は見つめ合った。

「職しよく業ぎよう柄がらでな。本当の父親も母親も、教会やら国家連合の人間やらに命を狙ねらわれて、早くに死んじまった。元は一族の里みたいなものもあったんだが、今は跡あと形かたも残ってねえ」

　語られる彼の言葉を、呆ぼう然ぜんと耳に流すしかなかった。

　こちらの昔語りが唐突であったのと同様に、彼もまた唐突に話し始める。

　ニキにはそれが信じられなかった。都市にたどり着くまでの道中、どれだけ訊ねてもはぐらかすだけだった彼が、自ら自身のことを語っている……？

「まあなんだ。《断バちリ切アるン者ト》の存在を認めてるのは、お前の育ての親みたいな一部の人間だけでさ。大体の見解は似通っている。命を刈かる者、奪うばう者、忌いまわしい死神。事実、間違っちゃいねえし、言い訳をするつもりもない。今の大陸文化の常識じゃ特にな。だから誰だれを怨うらむでもない。俺の家族が死んだのは当然で───」

　そのとき、アークの語りが止まる。

　握り合っていたニキの手が、強く締しめられていることに気付いたようだった。

　アークは少し目を大きくしてこちらを見下ろす。

「ニッキー？」

「……家族の死を……『仕方なかった』なんて言葉で片付けないでください！」

　彼の言葉に悲ひ愴そうさはなかった。

　ただ事実を、ありのままに、伝える。それだけだというように。

　彼の強さが恐こわい。自分の知らない場所でそんな悲しみを乗り越こえて、手に入れた強さだったとしたのなら───どうしてわたしはその場所に居合わせることができなかったのか。

　出来上がってしまった彼の心には、もう潜もぐり込む隙すき間まなんてないのだろうか……？

「本当にそう思っていたとしても口になんか出しちゃダメです！　絶対にダメですっ！」

　握る手に、ギュッと力を込こめる。

「いてっ。わ、分かった分かった……。悪かったから。俺の手を握り潰つぶすつもりか？」

「あ……。ご、ごめんなさいッ」

　気付けばギリギリと軋きしみを上げるくらいに強く握りしめてしまっていた。

　我に返ったニキは手を離はなして後ろに飛び退のく───が。

　彼の腕うでが腰こしの後ろに回ってきて、強く引き寄せられた。

　ニキはアークの胸に抱だかれる形になる。

「へうっ!?　アアアアアアアアアーク!?」

「阿あ呆ほう。冗じよう談だんだよ」

　すぐ近くにあるアークの口元が僅わずかに緩んだ。

「前にも訊きいたよな？　俺が《断バちリ切アるン者ト》の仕事を選んだ理由」

「え、あ、えっと？　は、はい……」

「そのとき、俺は確か『誰もやりたがらないことだから』と答えたはずだ。あれは強あながち冗談でもない」

　腰に回される腕の力は緩まない。

　抵てい抗こうも無む駄だだと悟さとったニキは、赤面しながらアークの胸にくっついて話を聞くしかなかった。今、こんな場面を知り合いに見られでもしたら、羞しゆう恥ちで死ねる気がする。

「『誰もやりたがらない』ことってのは、総じて意味があるもんだ。意味がないことなら、存在する必要はないからな。俺にそう教えてくれた男は───それこそバカ正直に信じていたよ。今は見えなくなっちまった意味を、みんなが探すのを諦あきらめた意味を。一人で夢中に追い求めていた」

　ニキを抱き寄せたまま、アークが再び《白はく樹じゆ》を仰あおぎ見た。

　その清すが々すがしい横顔を多分一生忘れないだろう。

「ガキの頃こそ馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思ってたけどな。でも、どうせ辿たどる道が一つなら、俺もバカになってやろうと思った。あいつが───親父おやじが見つけられなかった答えを、俺が見つけてやる。だから足元は見ねえ。前だけを見続ける」

　そう言うアークの表情は、大人を見返してやろうと企たくらむ悪戯いたずらっ子この無む邪じや気きさを感じさせた。

「なあ、ニッキー。お前はバリアントとしてじゃないただの俺を信じさせてくれと言った。……だが、俺はわざわざそんなことをしなくていいと思っている」

　上を向いていたアークの顔が、こちらに向けられる。

「俺が間違ってると思うなら反発しろ。気に入らなきゃ遠えん慮りよなく怒ど鳴なり散らせばいいんだ。お前はお前の意思で、霊樹師になった。だったらその在り方を簡単に曲げるなよ。目の前のくだらない現実なんかに屈くつせず、お前の信じる理想を謳うたい続けろ」

　元気づけるようにニキの背中を手の平で叩たたいて、

「お互たがいに相反していたって、背中合わせにはなれるだろ？」

　ニヤッと。不敵な笑みを顔いっぱいに湛たたえて見せた。

　たぶん、それが本当の彼の表情。

　偽いつわることのない『アーカイルド＝テンゼン』という人なんだと思う。

　なんてことはなかった。

　結局、そこに居たのはいつもの彼だったから。

「───はいっ」

　ニキは目め尻じりに溜たまった涙なみだを指で拭ぬぐって、大きく頷いた。

　笑いたいのにどうしても泣き顔になってしまう。悲しいんじゃなくて、安心で心が緩んだ。

　彼も同じなんだ。彼も自分と同じで、答えを探し続けている。

　たとえそれがわたしとは違ちがう立場からでも。

　目指す場所は同じだと、信じて。

「……アーク。その答えを探すの、ちゃんとわたしにも手伝わせてくださいよ？」

「当たり前だ。ロリババアの話で台無しにされかけたが、お前の力でヘンな事象が起きたのは確かだしな。それが判明するまで付き纏まとってやる」

「言葉だけ聞くとサイテーですね」

　ニキは泣き顔で笑った。心がだいぶ軽くなった気がする。

「さて。イリューネも放ほうっておくわけにはいかねえし、そろそろ帰るか」

　ニキから腕を離したアークは、丘陵を下ろうと学院側へ踵きびすを返す。

　……瞬しゆん間かん、その動きが固まった。

「アーク？　どうかしましたか？」

　ニキもアークの隣となりに並んで彼の視線を追う。

　そしてそれを目もく撃げきして───呆然と立ち竦すくんだ。




　丘から見下ろせる街並み。

　第三都市フィルファの至る所から、黒い煙けむりのようなものが上がっていた。
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「大司教ノット＝フィクスさま。お越しになられました」

　空気は重く淀よどんでいた。

　───学院の群ぐん塔とうの一角に設けられた大広間。

　扉とびらが開くと、一人の青年が入室してきた。

　その後ろには、十字クロスの紋もん章しようが刻まれた仮面を被かぶる三人の修道女、そして痩やせこけた司教が付き従う。

　青年が纏まとう絢けん爛らんな法ほう衣えを目にして、広間の中央に置かれた円えん卓たくに腰かけた国家連合の重じゆう鎮ちん、そして名のある霊れい樹じゆ師したちは、一いつ斉せいにザワついた。

　……教会の大司教。

　噂うわさには聞いていたが、だいぶ若い。

　たとえるなら、『石』という言葉がしっくりとくる男だった。

　体格が屈くつ強きようというわけではない。むしろ長身痩そう躯くの美男。

　石のようなのは、表情の方である。その目はどこまでも冷たく、沈しずんでいる。一いつ切さいの感情を表さず、彼は広間を見み渡わたした。

「大司教ノット＝フィクス。ここに馳はせ参じた」

　傲ごう慢まんというほどではないが、毅き然ぜんとしたよく通る声で告げる。

　すると、テーブルの一番奥に腰かけていた少女がピョコンと立ち上がって大きく手を振ふった。

「やっほー、ふぃっくん。久しぶりー。こうして顔を合わせるのは。君が大司教に就任する前───まだ君のお父様がご存命の時だったかな？　立派になったねー」

　この場の緊きん張ちよう感にそぐわない無邪気な声を上げるメルアリス＝フルブリースに、大司教ノット＝フィクスは無感情な瞳ひとみを向けた。

　彼が、笑う。

　完全に作られたと分かる、不自然な笑え顔がおで。

「特級霊樹師マスターフルブリース。貴女あなたこそお変わりなく」

「うんうん。相変わらず礼れい儀ぎ正ただしい良い子だなぁ、君は」

　恭うやうやしく頭こうべを垂れるノットに、メルはうんうんと頷うなずく。椅い子すから立ち上がると、軽い足取りで彼の許もとまで近づいて行った。

「今日は遠いところからご苦労様デス。もうそろそろ日が落ちる時間帯だし、本当なら今日は泊とまってもらって明あ日すにでも繰くり越したかったんだけど……」

「構いません。早めの顔合わせを望んだのはこちらです。貴女方とて、我々に長居されるのは気持ちのよいものではないでしょう？」

　嫌いや味みのない語調で、さらりと皮肉まで言ってのける。

　国家の重鎮たちが表情をしかめる中、メルだけは変わらずの鷹おう揚ような態度を取っていた。

「遠慮することはないのにー。ここのベッドは柔やわらかいよぉー」

「心こころ遣づかいは有あり難がたいのですが。そろそろ本題に移られた方が良いのでは？」

「え───っ。……ふぃっくんはやっぱり真ま面じ目めさんだなぁ」

　メルは前かがみになって、ノットを上目づかいに見やる。

「んー、じゃあさ。着いたところさっそくで悪いんだけど、君に謝らなきゃならないことがあるの」

「謝らなければならない？　貴女が俺にですか？」

「うん。すごく悪いと思ってるの。だからさ……許してねっ」

『───我等の敵をヴオル・ラ・殲滅せよラヴアリア・レ・セル！』

　瞬間、円卓の席に着いていた霊樹師たちが一斉に立ち上がり、言こと霊だまを詠えい唱しようした。

　重なり合った声は空気に溶とけるように拡ひろがり、広間の床ゆかが軋む。

　大きく罅ひび割れたかと思うと、巨きよ大だいな根が何本も這はいずり出して、ノットを含ふくめた司教達をあっという間に搦からめ捕とってしまった。

「……いやいや。まさかあれだけのことを部下にやらせておいて、御お咎とがめなしとは思ってないよねぇー？　悪いけど早々に拘こう束そくさせてもらうよ、大司教さん？」

　弾はずむような口調で告げるメルの瞳は、正反対に冷たい色を湛えていた。

　四し肢しの動きを封ふうじられたノットは、驚おどろくでも暴れるでもない。

　まるでそれが当然のことのように、ゆっくりと頷いた。

「安心しました。貴女がまだ和解の姿勢を貫つらぬくようであれば、俺も別の手段を考えるしかなかった」

「んー？　ごめん、聞き間違いかな？　まるでこちらから敵意を向けてほしかった……みたいな意味に聞こえたんだけど」

「その通りです、特級霊樹師マスターフルブリース。俺は貴女をその気にさせるため、部下に襲しゆう撃げきの命を下した。この期ごに及およんで臆おく病びよう風かぜに吹ふかれるような腑ふ抜ぬけが相手では、我々教会の敵として相応ふさわしくないのでね」

　焦あせりを見せるどころか饒じよう舌ぜつに語り始める彼に、メルは眉まゆをひそめた。

　その気にさせるために襲撃を行わせた？　ふざけているのか、この男は。自分が黒幕だということもアッサリ認めてしまうし、つくづく考えが読めない。

「どういうことかなー？　ボク、君の言いたいことがよくわかんないんだけど」

「《慈悲深き女神の涙ミステイア》。その考えが染しみ渡わたり、大陸法によって価値観をより強固に固められ、どこか歪ゆがんでしまった世界の常識。大自然こそが崇あがめられるべき対象であるとされ、『人間』という種の尊厳は地に落ちました」

　ノットは石のような無表情のまま、淡々と語り始める。

　広間にいる全員が黙だまって聞くしかなかった。

　捕らえられておきながら態度を崩くずさない彼の思おも惑わくを推おし量りたかったとはいえ、実に奇き妙みような光景だ。あたかも話の主導権を握にぎっているのは彼のように思わせる。

「しかし、解げせない。矛む盾じゆんが生じる。法律、教育、宗教。それらの影えい響きよう力は絶大だ。長い月日を掛かければ、多少の綻ほころびはあれど、人々の意識や常識を塗ぬり替かえることができる。……だが、それには大前提として、統とう率そつする側の意思が必要不可欠なのです。彼等は『人間よりも大自然が先行する』という価値を己おのれの内に見み出いだし、一からシステムを作り上げ、大陸に浸しん透とうさせねばならなかった。では、その彼等とは一体何者ですか？　人間という種を貶おとしめてまで、そのような価値観を作る必要がどこにあった？」

　一切の感情を浮うかべない目が、メルを射い貫ぬいた。
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「……我人々間はあなたに世界を譲ゆずらない」




　ノットの声だけが、広間に木霊こだまする。

　その場にいるほとんどの者は、彼の言葉の意味を真に理解することができなかった。おそらくは口から出まかせだろう。そう処理してしまうくらいに。

　しかし───ただ一人。

　メルアリス＝フルブリースだけは、表情をさらに冷たくさせていた。

「残念だよ、ふぃっくん。君は……ボク達のことをそういう風に考えるんだね」

「真に狡こう猾かつなのは貴女だ、特級霊樹師マスターフルブリース。己の利益のために大陸法を利用する権力者共など、餌えさを目の前に踊おどらされているに過ぎない。だからこそ、俺は本気の貴女を斃たおさねばならないのです。大陸に蔓延はびこる歪んだ価値観を正すために」

「もういいよ。君の戯たわ言ごとはたくさんだ」

　手を振って話を打ち切ったメルは、待機していた霊樹師たちに目配せを送った。

　彼等は頷き、捕らわれたノットの許もとへと駆かけ寄る。

「続きは拘こう置ち所しよでね。教会の方から苦情がくるかもしれないけど、まあ頑がん張ばって説得するよ。君が反省するならちゃんと解放してあげるつもりだし」

　捕らえた敵を包囲した霊樹師たちは、司教達の移送の準備へと取り掛かった。大樹の根による拘束を緩ゆるめないまま、用意した荒あら縄なわで慎しん重ちように縛しばり上げる。

　ノットは特に気にした様子も見せない。後ろで縛られている者達も、実に大人しい。

　その潔いさぎよさに、メルは逆に懸け念ねんを抱いだかざるを得なかった。

「やけに素す直なおだね。何を企たくらんでいるの？」

「企みなどありません。ただ───あなたの甘さに少し拍ひよう子し抜ぬけしただけで」

　……そのとき。

　ノットの無表情が、初めて笑みを浮かべた。

　それを合図に、微かすかな閃ひらめきが大気を奔はしる。

「………………………え？」

　彼を包囲していた霊樹師の一人が呆ほうけた声を上げるや否いなや。

　周囲にいた者達が───胸から激しい血ち飛沫しぶきを噴ふいた。

　降り注ぐ鮮せん血けつに、誰だれからともなく悲鳴が上がる。

　一いつ拍ぱく置いて、大樹の根が崩れ落ちるようにバラバラに分解された。

「我々からの全世界に対する宣戦布告だ。受け取れ、国家連合」

　自由の身となったノット＝フィクスは、霊樹師たちの返り血を浴びながら憮ぶ然ぜんと告げる。

　……その背後で、三つの影かげが不気味に蠢しゆん動どうした。







「───柔らかに抱けアデムド・シ・シシーム！」

　いち早く事態を察したメルアリスが、高らかに吼ほえる。

　もし彼女が行動を起こすのがあと数秒でも遅おくれていれば、全ぜん滅めつの可能性もあっただろう。

　会議室の扉とびらが独りでに開け放たれ、廊ろう下か側から暴風が吹き込んでくる。呆ぼう然ぜんとしている国家の重鎮、そして傷ついた霊樹師たちを、フワリと浮かせて己の後方へと運んだ。

　刹せつ那な、迸ほとばしる剣けん戟げき。

　大司教ノット＝フィクスを中心に、周囲に置かれていたあらゆる物が切り刻まれ、吹き飛ばされた。まるで彼自身が竜たつ巻まきの中心であるかのように、後には何も残らない。

「我々の撃げき退たいよりも、部下の保護を優先させましたか。賢けん明めいな判断です。……しかし、甘い。今のタイミングで仕し掛かけていれば、無防備な俺を叩たたくことも出来ただろうに」

　淡たん々たんと告げるノットの前に、音も立てず三つの影が降り立った。

　……その様子は化け物と呼ぶに相応しく。

　節々から突つき出した鋭えい利りな刃は。

　肉は引き裂さかれ、骨格は歪み、既すでに人の形状を保っていない。

　十字クロスの刻まれた仮面が、辛かろうじて彼女たちの頭部と思おぼしき場所を示していた。

「《聖女メイデン》。潰つぶせ」

『───我等の敵をヴオル・ラ・殲滅せよラヴアリア・レ・セル！』

　それは後方にいる霊樹師たちから紡がれたものではない。

　刃に覆おおわれた全身を広げる三人の修道女が、生気の籠こもらない音を仮面下から発して合唱した。そう、声ではなく音だ。それほどに無機質で、冷たい響ひびき。

　地鳴りがした。先ほど亀き裂れつの走った床から、太い根がズルズルと這い出してくる。

　大樹の根は鞭むちのように全身を撓しならせ、立ち竦すくむメルへと襲おそい掛かる。

「駆け抜けろメルゼイズ・レ・風の軍勢ラムダ・ラセシア！」

　強風が下から掬すくうように吹き上げ、根の軌き道どうを天てん井じようへ逸そらした。

　岩がん盤ばんが崩れ、瓦が礫れきが降り注ぐ。

　瓦礫に紛まぎれて、不気味な輪りん郭かくの影が三方から迫せまる。彼女たちが両手を振ふるうと、修道服の裾すそは破れ、手首の部分から刀身が滑なめらかに反った剣が飛び出す。

　正気を取り戻もどした何人かの霊れい樹じゆ師しが敵の接近を察知し、迎げい撃げきの言こと霊だまを紡いだ。

　修道女たちの進行は大樹の根によって阻はばまれ、一いつ旦たん後方へと退ひく。仮面の下から冷たい音を漏もらすと、再び聞き覚えのある音色を紡いだ。

『───動けラブソ』

　軋きしみを立てて、防ぼう御ぎよの役割を果たしていた根が内部より四散。無残に砕くだけ散る。

「『森の言こと霊だま』だと……!?　バカなッ、何な故ぜに教会の者が!?」

　驚きよう愕がくの声を耳にしながら、メルは目を細める。

　床から這い寄る閃き。咄とつ嗟さに身を引く。

　舞まいを踊るようにして、修道女の一人が全身を振るった。関節部に埋うめ込まれた刃が空くうを切り、メルの喉のど元もとを掠かすめる。

「難しく考えてる暇ひまはないよっ！　迎撃して！」

　両りよう腕うでで抱だくように襲い掛かってきた修道女を上方に跳とんで躱かわしつつ、警けい戒かいを呼び掛ける。

　霊樹師たちは既に、それぞれ別方向から迫ってきた修道女の襲撃を受け、先頭にいた何名かが兇きよう刃じんの餌え食じきになっていた。

　人間離ばなれした動きから繰くり出される、激しい剣けん舞ぶ。

　その所作の一つ一つが致ち命めい傷しように繋つながり得る。

　加えて『森の言こと霊だま』を断続的に紡ぎ、霊樹師たちの防御を妨ぼう害がい、もしくは逆に攻こう撃げきへと転じさせ、易々と命を刈かり取っていく。

　修道女の突とつ貫かんにより乱戦へと突入し、事態は混迷を極きわめた。

　大司教ノット＝フィクスは、傍かたわらに控ひかえた痩やせた司教と共に、どこか興味の薄うすい目で様子を傍ぼう観かんしている。

　ふっと。戦場から弾はじき出された一人の霊樹師と、ノットの目が合った。

　肩かた口ぐちに深い傷を負い、満まん身しん創そう痍いの彼は、ノットを憎にく々にくしげに睨にらむ。力を振り絞しぼるように傷ついていない方の腕を掲かかげた。

「我等の敵をヴオル・ラ・ラヴア───！」

　ミシミシミシィ！

　背後の壁かべに、大きな亀き裂れつが走った。

　ガラス片へんを集めて作られたような十字クロスの腕が、瓦礫をまき散らすようにして飛び出してくる。腕は大司教に狙ねらいを定めていた霊樹師の頭部を鷲わし掴づかみにすると、床ゆかに叩きつけて顔面を潰した。小さな断だん末まつ魔まの叫さけびを上げ、その霊樹師は動かなくなる。

「───うけけけけけッ。ぶぎッ!?　だってよ！　ウケる！」

　……増ぞう援えん。

　その事実は現状でも手て一いつ杯ぱいの霊樹師たちに、更さらなる絶望の感情を植え付けた。

「迎むかえに来たぜ、大司教さまよぉ！　こんな泥どろ臭くせぇ穴倉なんざさっさと抜け出して、我等が古き良き巣へ帰ろうぜぇ！」

　半身が包帯に巻かれた司教風の男は、絶ぜつ叫きようしながら右腕を膨ぼう張ちようさせた。

　手首の辺りから左右に突き出した突起が炸さく裂れつ。

　無数の針が周囲の霊樹師たちを射貫く。

　隙すきを窺うかがったように、ノットが法ほう衣えを翻ひるがえして、男の許もとへと歩き出した。生き残った霊樹師の何人かが追撃を狙うが、三人の修道女が紡ぐ言こと霊だまに悉ことごとくせき止められた。

「……やれ」

　ノットが呟つぶやくと、床に転がる瓦礫の陰かげから一人の少女がひょっこりと顔を覗のぞかせた。

　袖そでが異様に長い修道服を着るその少女は、喉元を不気味な色に発光させて、耳鳴りのような不協和音を奏かなでる。

「噛み殺せカミコロセ」

　激しい攻こう防ぼうによって壁全体に穿うがたれた亀裂の隙すき間まから、黒い煙けむりのような物が噴ふん出しゆつした。

　煙は大群を成して飛び交かい、地上に居た霊樹師たちを次々と襲い始める。

「くっ！　柔らかに抱けアデムド・シ・シシーム！」

　メルの紡いだ言こと霊だまで突風が吹ふき荒あれ、部屋に犇ひしめき合っていた蟲むしの大群を払はらいのけた。煙が晴れたかのように、視界が開ける。

　しかし、既にノットは、修道女、そして他ほかの司教を引き連れた状態で、部屋の外へと踏ふみ出しているところだった。

「これはただの戦争ではない。……聖戦だ。我々は貴女あなた方がたの手から、この大陸を、この世界を。必ずや奪だつ還かんしてみせる」

「待っ───！」

　呼び止める暇もなく、再び湧わいてきた蟲達が視界を覆い、ノット達の姿を眩くらませた。

　大群はいくら殲せん滅めつを試みようと、次から次へと無限に現れる。霊樹師たちは一人、また一人と倒たおれていった。

　メルは下した唇くちびるを切れるほどに噛みしめる。

　───こうなることは分かっていたのに。

　みすみす逃にがしてしまった。多くの者の命まで犠ぎ牲せいにして。

　平和ボケと罵ののしられても仕方ない。

「特級霊樹師マスターフルブリース！」

　生き残った霊樹師の悲痛な叫びで、メルはハッと顔を上げた。

　……迂う闊かつ。

　他の霊樹師は既に脅威にはならないと判断したのか、広間に分散していた蟲が一所に集約し、一つの大きな塊かたまりとなってメルの頭上へ襲い掛かかった。

　迎撃の言こと霊だまも、回かい避ひ行動すらも間に合わない。

　せめて痛みから耐たえるように、強く瞼まぶたを閉じた───。

「…………？」

　しかし、降りかかるはずの痛みはいつまで経たっても訪おとずれない。

　瞼を開いたメルは、そこで異様な光景を目にする。

「蟲が蟲を……食べてる……!?」

　メルに降り注いだ塊とは別の一団。

　まるで盾たてとなるように間に滑すべり込んだ蟲が、メルへと突貫する同族を捕ほ食しよくし始めていた。おかげで勢いは完全に削そがれ、脅きよう威いは脅威でなくなった。

「───共食いは趣しゆ味みじゃない。分かっていたはずなのに、僕も大たい概がいにお人ひと好よしだね。彼等に感化されたとは考えたくないけど」

　空中で同族同士激しく争う蟲の大群。

　その真下から、口元に不気味な笑えみを湛たたえた黒服の青年が現れた。

　飛ばされないように丸まる帽ぼう子しを腕で押さえ、ゆっくりとした足取りでこちらに歩み寄ってくる。彼はメルの目と鼻の先まで来るとピタリと歩みを止めた。

　目ま深ぶかに被かぶった丸帽子のつばの下から、瞳どう孔こうが縦に開かれた瞳ひとみが冷たく見下ろしてくる。

「……アビ＝トランズフェスト」

「正解。君はあの時───イリューネの体を借りて、僕の邪じや魔まをした奴やつだよな？　偉えらそうに嘯うそぶいておいて、ざまあないね」

　せせら笑うアビの言葉に、メルは反論する言葉を持たなかった。

　スカートの裾をギュッと握にぎりしめて、彼を見上げる。

「なにをしに来たの……？」

「おや。助けてあげた人間に対するセリフとは思えない質問だね。まあ僕は人間じゃないけれど」

　軽口を叩くアビは広間の天井へと目を向けた。

　教会の司教達に呼び出された蟲は、既にアビの体から湧いて出た蟲によって全ぜん滅めつに近い状態まで追いやられていた。それらの確かく認にんを終えると、彼はメルに視線を戻す。

「言ったはずだ。僕はこう見えて気長じゃない。この絶望的な状じよう況きようにおいて───彼等が示す答えを確かめに来た」

　広間に転がる死し屍し累るい々るい。生き残った数名の霊樹師も満身創痍、戦う力を持たない国家の重じゆう鎮ちんたちは壁の隅すみに蹲うずくまって未いまだに震ふるえ慄おののいている。

　大司教等が市街地に繰り出せば、この程度の被ひ害がいでは済まないだろう。夕刻とはいえ、外に出ている一いつ般ぱん市民や学生たちも多いはずである。

　これ以上の犠牲は一人たりとも出させてはならない。それだけは絶対にダメだ。

「敵も味方も殺し、殺されて。謳うたわれる理想など無意味と化す戦場。僕のように殺せばいいと開き直るのは簡単だ。だが、彼等は僕に『別の道があったはずだ』と説いた。それは単なる口から出まかせのことだったのか？　今ここで、見定めさせてもらう。これまでの意味を否定され、空くう虚きよと化したアビ＝トランズフェストは、そのためだけに存在する」

　告げたアビの腕が、呆ぼう然ぜんと聞き入るメルの許へと伸のばされた。

「あれほど大きな口を叩たたいてみせたんだ。君も一いつ緒しよに来るんだろう？」

　メルは流し目を送ると、床に倒れる霊れい樹じゆ師したちの亡なき骸がらを悲しげな表情で見つめた。

　相手は蟲の力を自在に操あやつる司教と、『森の言こと霊だま』を紡つむぐことのできる謎なぞの修道女。戦せん闘とう慣れしていない霊樹師たちでは明らかに旗色が悪い。

　それでも内心ではそれほど心配していなかった。

　───あの子達がいる。

　あの子達なら、なんとかしてくれる。

　不思議とそんな気がしたから。

「……もちろん。当たり前だよっ」

　差し出したその手を、握り返した。




　　　　５




　夕ゆう陽ひに焼けたフィルファの空は今、大小様々な無数の黒点に覆おおわれていた。

　黒に塗ぬられた表皮に血色を反射させて、青白い翅はねを振しん動どうさせる蟲の大群。

　米こめ粒つぶほどの細かな物から、果ては民家ほどにも及およぶ巨きよ大だいな物まで。尖とがった顎あごを上下に開き、その奥から紅ぐ蓮れんの火球を吐はき出す。

　降り注ぐ火球は学園の庭園や民家の屋根に飛来し、派手に燃え盛さかる。

　方々から上がる悲鳴、すすり泣き、霊樹師や衛兵による避ひ難なん誘ゆう導どうの叫び。

　言こと霊だまを紡いで迎げい撃げきする者もいたが、空を埋める異様な暗黒は広がる一方で、潰つぶしても潰しても、どこからともなく湧いて出てくる。

　逃げ惑まどう市民たちとは逆行する形で、ニキは街中を走り抜ぬけていた。

　先行するアークは重傷を負っているはずだが自分以上に動きが軽い。上空を見上げ、軽い舌打ちを漏もらした。

「……仕し掛かけやがったか。本気で戦争とは気が知れないね」

　走りながら、こちらを振ふり返る。

「ニッキー！　お前はイリューネの許もとに向かえ！」

「アークは!?」

「俺は蟲共を操あやつってる奴を探し出して叩く！　おそらく近くにいるはずだ！」

「そ、そんな傷で戦うなんて無茶です！　アーク！」

　引き留める声も聞かず、アークは動きを加速させて路地の角へと消えてしまった。

　後を追いかけたかったが、家で眠ねむっているイリューネを放ほうってはおけない。

　ニキは身を切る思いでアークが進んだ方角とは逆側の角を曲がった。

　と、前方に黒い塊のような物を見つける。

　……幾いく人にんかの人が細かな蟲に集たかられていた。

　背の低い小こ柄がらな人物が自分の外がい套とうを扇おうぎのように振り回し、必死に蟲を追い払おうとしている。

「払ってジエイラ！」

　ニキは即そく座ざに言こと霊だまを紡いだ。

　手前にあった植え込みの木が身み震ぶるいするように反応を示す。枝を揺ゆらし、落葉した葉が、次々と彼女等に向けて飛んだ。

　木の葉の一いち陣じんが集っていた蟲を蹴け散ちらす。逃げるように上空へと飛び去った。

　外套で応戦していた人物は脱だつ力りよくしたようにその場でへたり込む。

「大だい丈じよう夫ぶですか───って」

　駆かけ寄っていくと、見覚えのある顔ぶれと遭そう遇ぐうした。

「エイミィ!?　それにティディも！」

　驚おどろきの声を上げると───エミリア＝レルフは目を丸くしてピョコンと飛び跳はねた。

　ニキの姿を見るなり、急に泣き顔になる。

「うへええええええん！　おねえちゃああああああああいたたたっ！」

　駆け出そうとした彼女の頭を、後ろにいた水色の巻き毛の少女が手早く掴つかみ取った。

「いたいいたい！　離はなしてくださいよぉ、アグカルト先せん輩ぱい！　頭がもげちゃいますよぉ！」

「うるさいですわよ、うすのろエミリア。事あるごとにピーピーと泣きついて、みっともないったらありゃしない」

　憮ぶ然ぜんと告げるティディは体に巻いた包帯が取れておらず、強気な口調とは裏腹に万ばん全ぜんとは言えない状態だった。おそらくはまだ体力も回復しきってはいないのだろう。

　……そしてもう一つ。ニキは重要なことに気付く。

　ギャーギャーと言い争う二人の背面。

　大きめの外套に包くるまれるようにして、帽ぼう子しを被った幼い少女が横たわっていた。

「イリューネ！」

　素すっ頓とん狂きような声が飛び出す。

「どうしてイリューネが!?　ティディ達が連れて来てくれたの!?」

「そ、そうですそうです！　一人で街中を彷徨さまよっていたから私達が拾ったんですよっ！」

　ティディの掴みから逃のがれたエイミィが、思い出したようにそう告げた。

　ティディもそれに応じるように肩かたを竦すくめてみせる。

「わたくし達が発見した時には、ほとんど夢遊病みたいな状態でしたわね。こちらが声を掛けるなり気を失ってしまいましたし」

　街中を歩き回っていた？

　言われてみれば、イリューネは外出用の外套と帽子を身に着けていた。そうなると、彼女は騒さわぎが起こる前に目を覚まして、着き替がえてから外に出たことになる。

「と言うか、この騒ぎは一体何なんですの？　誰だれかが近くにあった蟲むしの巣を突つついたってわけでもないですわよね」

　考え込んでいたニキに、ティディが目を細めて言げん及きゆうしてくる。

　街に飛来した蟲の大群。

　以前に教会と接せつ触しよくしたことのあるティディも思い当たることがあるようだった。

　教会側が戦争を仕掛けたことは、いずれ一般市民にも知れ渡わたることになるだろう。事情を話してあげたい気持ちは山々だったが、今は説明している時間もなかった。

　ちょうど上空から降り注いできた火球の一つが、近くにあった民家に直ちよく撃げきして爆はぜた。

　三人は堪たまらずに跳とび上がる。

「ニ、ニキ＝ミスクライラ！　ここは危険ですわ！　ひとまず安全そうな場所まで退たい避ひしましょう！」

　ティディの意見を否定する者はもちろんいなかった。

　ニキは地面に寝ねそべっているイリューネを抱だき上げる。怪け我がをしているティディはエイミィに肩を貸してもらいながら、燃え盛る街中をひたすらに走り始めた。

　近辺には人ひと影かげがほとんど見られなくなっていた。住民はほぼ避難を終えたらしい。

「急いで！　早くしないと巻き込まれる！」

「はぁ……はぁ……。ま、待ってくださいよぉ……」

「うすのろエミリア！　アンタ怪我の一つも負ってないくせに、腑ふ抜ぬけたこと言ってんじゃありませんわ！　それでも霊樹師候補生ですの!?」

「ア、アグカルト先輩は私に寄り掛かかってるだけだから楽ちんじゃないですかぁ！　私も寄り掛かりたいですぅ！　主にニキお姉ちゃんに！」

　二人の友人の賑にぎやかな会話も、次し第だいに大きくなる爆ばく音おんにかき消されてしまう。

　……次第に大きく？

　途と端たん、ニキの顔は青ざめた。

「みんな！　止まっ───」

　ズドオオオオオオオオオオオオン!!

　右みぎ斜ななめ前にあった民家が、轟ごう音おんをまき散らして倒とう壊かいした。

　激しい爆風と降りかかる火の粉に、一同は固まるようにして縮こまる。

　……フッと、頭上に影のような物が過よぎった。

「わわわっ！」

　エイミィがたじろぎの悲鳴を上げる。

　建物の爆風に煽あおられるようにして、頭上から一人の人間が降ってきた。

　彼は勢いよく地面を転がり、ちょうどニキ達の真ん前で止まる。

　その顔を見た瞬しゆん間かん、ニキは息が詰つまる思いをした。

「アークッ！」

　全身が煤すすだらけになったアーカイルド＝テンゼンが、苦しげに呻うめいている。完治していない傷も開いてしまったらしく、包帯の下から黒ずんだ染しみが浮うき上がっていた。

　ニキは慌あわててイリューネの体をエイミィ達に預けると、彼の許へ駆け寄った。

「アーク！　大丈夫ですか、アーク！」

　赤せき褐かつ色しよくの瞳ひとみが、チラリとこちらに向けられる。

「……ニッキーか。いや悪い。ちょっと足を滑すべらせてすっ転んじまった」

　錆さびついた長剣ブロードソードを支えにして、ヨロヨロと立ち上がる。

　満まん身しん創そう痍い。それ以外の言葉が見つからない。

「冗じよう談だんを言ってる場合じゃないでしょう!?　もう無理をしないでください！　あとは先生たちに任せて───」

「その娘むすめの言う通りだ。あまり無理はしない方がいい」

　……倒壊した建物と対面する民家。

　その屋根の上に、地じ響ひびきを立てて何か巨大な物体が着地した。

　屋や根ねが瓦わらが粉ふん砕さいされ、ヌラリとした黒い頭こうべがこちらを見下ろしている。

「…………《教会》…………!?」

　ニキの目に映ったのは、黒くろ塗ぬりの巨きよ人じん。足元には先日に襲しゆう撃げきしてきた包帯の男、そして背中には袖そでの長い修道服を着た少女を乗せていた。

　それだけじゃない。上に開かれた巨人の右手に、二つの影が乗っている。

　痩やせた男を背後に侍はべらせた青年が、冷たい眼まな差ざしでアークを睨にらんでいた。

　青年は絢けん爛らんな刺し繍しゆうが施ほどこされた法ほう衣えを纏まとっている。顔に見覚えがなくとも、彼が何者であるのかはニキにも理解できた。

「その怪我ではロクに動けもしないだろう。我々の道に立ち塞ふさがるのはやめにすることだ」

「はッ。俺の身を気き遣づかってくれるなんて随ずい分ぶんと優やさしいじゃないか、大司教サマ？」

　教会の大司教、ノット＝フィクス。

　この騒そう乱らんの元げん凶きようであると推測される人物。

「……勘かん違ちがいをしているようだから言っておこう。我々は君の敵ではない」

　ノットは石のように起き伏ふくのない表情で首を振った。

「むしろ《断バちリ切アるン者ト》は我々と立場を同じくするものだ。自然の脅きよう威いから人々を守り、あるべき理ことわりに従って正す。君が国家連合そちらに付くのでないならば、我々が敵対する意味はない」

　ゆっくりと右手を伸のばし、アークに差し出す。

「───我々と来い、アーカイルド＝テンゼン。君達を否定し、利用することしかしない国家連合に従う必要などどこにある？　我々は人間だ。人間が人間のために戦い、人間のために滅ほろぼして何が悪い。我々は君達の行こう為いを否定などしない」

　甘い囁ささやき、差し伸べられる救いの手。

　ニキは一瞬だけ、アークが靡なびいてしまうのではないかと不安に駆られた。

　しかしすぐに───バカな思い違いだったと気づかされる。

　ノットを見上げるアークは、この上なく白けた顔をしていた。

　半開きの瞳で睨み据すえ、深い溜ため息いきで返す。

「あのさ……。どっちの味方とか、どっちが正しいとか、俺が一言でも口にしたか？」

　腕うでを持ち上げると、ニキの首に回した。

　驚いて目を見張るニキに、アークはニヤリと笑いかけてくる。

「強しいて言うならそうだな───。俺はこいつの味方だよ。誰かのために本気で悩なやんで、本気で泣いて、本気で笑うことができる。だから俺はこっち側にいる。こいつのためだったら何だってできる気がする。こいつを悲しませるようなものがあるなら……俺はそいつをぶった切る。もう、そう決めちまったからな」

　恥はずかしげもなくそんなことを言うので、逆にこっちが赤面してしまった。

　その言葉は素直に嬉うれしい。

　でも、何だってできるって───聞きようによってはその───……。

　後ろで様子を見ていたティディが意地悪くほくそ笑えんだのが分かった。エイミィなんか悔くやしそうに地団太を踏ふんでいる。

　絶対に誤解だ！　アークが言ったのはきっとそういう意味じゃなくて！

　一人で小さくなるニキを尻しり目めに、特に恥ずかしがる様子もないアーク。なんだかちょっと腹立たしい。みんなの前であんなことを言っておいて。

　ノットは訝いぶかしげな瞳でこちらを射い貫ぬいていた。

　それから肩の力を抜くように目を伏ふせて、

「交こう渉しようは……決けつ裂れつか。残念だ、アーカイルド＝テンゼン。君は我々の障害にしかなり得ない。───ならば死ね」

　指を鳴らすと、民家の陰かげから三つの影が飛び出した。

　そのうちの一つが屋根から滑るように移動し、こちらを目め掛がけて襲おそい掛かってくる。

　アークはニキを庇かばうように抱き寄せ、緋ひ色いろの光を放つ長剣ブロードソードを振ふるった。

　鈍にぶい音を立てて、ソレは切り裂さかれた。

　腕と思おぼしき部位が飛び、フラフラと後退する。だが、その傷口から血の一いつ滴てきも流れ出ることはなく───代わりに別の何かが這はい出してきた。

「……それらは残ざん骸がい。アビ＝トランズフェストがレインガーデンの湖底に残した遺産を、国家連合の手が回る前に我々が回収し、独自の改良を施ほどこして練れん磨ましたものだ。───通つうし称よう《聖女メイデン》。我々の手より離れ、先走った出で来き損そこない共ではあったが、少なからず役に立つということもあるものだ」

　ノットの声が強したたかに耳を打つ。

　聖女メイデンと呼ばれた人形の傷口から這い出してきた、新たな腕。

　その拍ひよう子しに、ソレの頭部と思われる場所に被かぶせてあった仮面が外れた。

　───艶つややかな白い髪かみに、幼い顔立ち。

　記き憶おくにあるものとは印象が違って見えるのは、目の前の彼女からは一いつ切さいの表情が排はいされているためだろう。

「……シム……さん!?」

　あり得ない光景に思わず目を疑う。

　先日、出会ったばかりの少女。

　しかし、そのたたずまいはまったくの別物。

　まるで……本物の化け物であるかのように。

「───ニッキー！　避よけろ！」

　アークの怒ど号ごうが強かに耳を打った直後、シムルヴァ＝マーチスの顔をした人形の姿が、ニキの視界から消えた。

　何が起こったのかを認にん識しきする前に。

　横から受けた強い衝しよう撃げきと、視界を彩いろどる鮮せん明めいな赤。

「えっ……」

　アークに突つき飛ばされたのだと理解するのに、それほど時間は必要なかった。

　顔面に降りかかった生なま温ぬるい感かん触しよく。……それは血液だった。体から噴ふき出し、空気に触ふれて凝ぎよう固こする前の、鮮あざやかな生き血。

　そして、地面にへたり込むニキは見た。

　鈍にび色いろを放つ巨きよ大だいな刃はが、その赤を纏まとい。

　───アークの体を深々と貫つらぬくその様を。

「あ……や……いやあああああああああああああああッ!!」







　腕から直接突き出た刃を引いた人形は、血の線を描えがきながらアークの体を突き飛ばした。
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　肉が擦こすれるような生々しい音。

　刃が引き抜かれた傷口から大量の血ち飛沫しぶきが飛び、アークは背中から崩くずれ落ちる。

　ニキはすがるようにして、全身で彼を抱き留めた。

　学院の制服は傷口から溢あふれ出る血によって真っ赤に染められ、ギトギトとした感触、鉄分を含ふくんだ生なま臭ぐさいにおいが、耐たえがたい吐はき気けを誘さそう。

「アーク、アーク、アーク……ッ！」

　繰くり返し、何度も彼の名を呼んだ。

　流れ出る血が止まらない。抱き留めた体から急激に体温が奪うばわれていくのが分かる。

　イヤだ、イヤだ、イヤだ。

　こんなのが終わりだなんて。彼との別れだなんて。

　せっかく分かり合えたのに。せっかく約束したのに。

「───包アみデ込ムめド！」

　制服の袖そで口ぐちを破り、アークの胸に穿うがたれた傷口にあてがうようにしながら、咄とつ嗟さに言こと霊だまを紡つむいだ。どこからか木の葉が風に運ばれて舞まい、さらに傷口を覆おおう。

「死なせませんから……絶対に……！」

　何度も言こと霊だまを重ね、傷口の止血にあたる。

　しかし、出血が激しくて処置が間に合わない。仮に血を止められたとしても致ち命めい傷しようなのは明らかだった。

　……わたしの所せ為いだ。

　わたしを庇って、アークは傷ついた───。

「───ボサっとしてんじゃないですわ！」

　そのとき、弱り果てるニキの心を誰だれかの一いつ喝かつが奮い立たせた。

　両りよう脇わきから二つの影かげが素す早ばやく進み出てくる。

　ティディ、そしてエイミィが、合わせるようにして言こと霊だまを紡いだ。

　大量の木の葉が風に運ばれ、アークの傷口を覆う。

　まだ霊れい樹じゆ師し候補生であるエイミィの言こと霊だまはぎこちなく、効果も微び々びたるものだったが、それでも彼女はその口から無心に音を奏かなで続けた。

　呆ぼう然ぜんとしていたニキもハッとして二人の加勢に入る。

「……造作もない。この程度で迷い、この程度で隙すきを見せる」

　真上から見下ろすノットが、冷たく告げた。

　ニキは顔を上げて、彼を睨みつける。

「どうして……こんな……！」

「なにを怒いかる？　なぜ怒いかる。この人形共は君の知るシムルヴァ＝マーチスではない。ただ姿形を似せただけの人形。アビ＝トランズフェストが残した霊樹の欠片かけら、そして《祁ぎ凱がい虫ちゆう》。その二つを再利用したまでのこと」

　ノットは視線だけを平行移動させて、ニキたちと相対している無表情の人形を睥へい睨げいした。

　破は壊かいの権ごん化げのようなその姿。

　自分が何者かも分からず、ただ目の前の物を壊こわす。

　記憶の中の青年と少女───アビ＝トランズフェストとシムルヴァ＝マーチスの姿に、どうしようもなく重なってしまった。容姿云うん々ぬんが似ている似ていないの問題ではない。

「見たまえ、その悍おぞましい塊かたまりを。まるで奪うためだけに生まれてきたようだ。彼女等は人間でも、自然の一部でもない。君等と我々の闘とう争そうの末の結けつ晶しよう。人の形を取り、大自然の言葉を操あやつる。それこそが我々の───君等の導き出した答えだ」

　……教会は、人間は。

　その邁まい進しん、破壊、進化を留とどめることもなく。

　悲劇を繰り返していると知って尚なお。

「まだ足りないの……!?　あなた達はまだ───！」

『───我等の敵をヴオル・ラ・殲滅せよラヴアリア・レ・セル』

　ニキの悲痛な訴うつたえを上から塗ぬりつぶすように、三人の白はく髪はつの少女の口から平へい坦たんな言こと霊だまが紡がれた。

　石いし畳だたみが割れて、その下から大樹の根が鎌かま首くびを擡もたげる大だい蛇じやのように現れる。

「皮肉にも、霊樹という存在がなければこの兵器は完成を見なかった。皮肉にも、君等がアビ＝トランズフェストを打だ倒とうしてくれなければ、我々はこの兵器を完成までに漕こぎ着けることはなかった。君等が、我々が。どこへ行こうとも、何を選ぼうとも、結局は果てのない闘争、闘争、闘争……。それでも我々は我々を脅おびやかすものを殲せん滅めつしなければならない。同どう胞ほうである人間という種を生かし続けるため、何をも利用し、戦い続けなければならない」

「違ちがうッ！　そんなの絶対に間違ってる！」

「間違ってなどいない！　君等の作り上げた常識のために、一体いくらの同胞が虐しいたげられてきたッ？　一体いくらの同胞が、飢うえて、渇かわき、今いま尚なお苦しんでいると思うのだッ!?」

　ノットが初めて顔面を歪ゆがめ、激げつ昂こうした。

　彼の瞳ひとみは憎にくしみに滾たぎっている、怒いかりに燃えている。

「知っているのかッ？　君等が『大自然を守る』という名目で制定した《大陸法》により、毎年どれほどの者が貧ひん困こんに喘あえぎ、苦しみ続けているのかをッ？　それでも彼等は疑うことを知らぬ！　大自然の価値を信じ、幼い子が飢え、老いた親が衰すい弱じやくしようとも！　霊樹を崇あがめ、奉たてまつり、一辺倒に信しん奉ぽうし続ける！　我々はその悲劇を間近に見てきた！　その愚おろかさを知っている！　人が人のために、別の何かを犠ぎ牲せいにすることは間違いか？　間違いと言い切れるのか!?」

　大自然を守らんがために制定された《大陸法》。

　大おお幅はばな資源消費量の削さく減げんは、確実に人々を困こん窮きゆうさせ、飢えを生む。

　それは否定できない事実。ニキがこの目で見て、感じ、悩なやんだ、偽いつわりのない現実。

「俺は……この度し難がたい世界を変えるためならば、外げ法ほうにも手を染める。人々を救うためならば、尊き自然を蹂じゆう躙りんし、冒ぼう涜とくし、食くらい尽つくそう。それだけの覚かく悟ごはある、それだけの覚悟をしなければならない。表面上の平和を謳うたい、平等を取り繕つくろい、平然と甘い汁しるを啜すすり続ける君等には、到とう底てい理解できないことだろうがな」

　大樹の根がズルズルと地を這って迫せまり、人形たちが腕うでから突き出た刃を構える。

　市街地では未いまだに蟲むしの大群と霊樹師の攻こう防ぼうが繰り広げられていた。

　終わりのない闘争。

　自分たちが生き残るために何かを殺し、殺される。

「諦あきらめろ。君等に勝ち目はない。仮に俺を殺せたとしても、教会の意思は潰ついえないだろう。さらなる争いが生まれ、どちらかが倒たおれるまで永遠に続く。始まった以上、もう止まらんのだ」

　目に映るのは絶望しかなかった。

　顔を背そむけたくとも、現実は嘘うそをついてくれない。

　自分を取り囲む大切だったものの全すべてが焼け落ち、蹂躙され、血の色に染められていく。

　諦めろ。その言葉だけが、何度も胸の中で反はん芻すうして……。

「───ッけんな」

　真下に突き立てられた緋ひ色いろの長剣ブロードソードの剣けん先さきが、石畳を穿うがった。

　全身から血を滴したたらせながら、アーカイルド＝テンゼンは立ち上がった。

　治ち療りように当たっていたニキ達は驚おどろいて目を剥むく。

「ア……アーク……？」

「あ？　なんだよ、ニッキー」

　心臓が息を吹ふき返したように大きく脈打つのを感じた。

　こんな状じよう況きようでこんなことを言うのは不ふ謹きん慎しんなのかもしれない。

　だけど……生きていてくれた。

　それだけでも自然と心が高こう揚ようする。

　強こわ張ばっていた全身が弛し緩かんして、意識しなくても涙なみだが零こぼれ出た。

「あ……ああ……」

　耳に痛いほどの鼓こ動どう。言葉も出なくて、ニキは求めるようにただ腕を伸のばした。

　力が抜ぬけたような笑えみを零したアークは、伸ばされたニキの手をしっかりと掴つかみ取って、強く引き寄せた。生きている肌はだの温かみが抱だき留めてくれる。

「もう……ダメかと……思いました……本当に……！」

「はッ。死にかけるのは慣れている。そこから俺が這はいあがれなかったこと、今まであったか？」

「…………ばか」

　赤衣の裾すそをギュッと握にぎりしめる。

　そこでニキはハッとした。

　ティディ達の協力よって止血された胸の傷口。その傷はまだ完全には塞ふさがっていなかった。空気に触れて黒ずんだ血の奥から、ジワリと赤い染しみが浮うかび上がっている。

「アーク……これ……」

「ん。心配するな。お前等のおかげで大体の血は止まった。問題ねえよ」

　問題ないわけ、ない。

　それでなくとも既すでに大量の血を失っていた。不敵に口元を綻ほころばせる彼だが、顔色は悪く、額から脂あぶら汗あせが滲にじみ出ている。無理をしているのは明白だった。

「それに、寝ねている場合でもないしな。あちらさんは俺の気持ちのいい起き床しようを待ってくれなそうだ」

　長剣ブロードソードを支えにして上を仰あおぐ彼を、ノットは目を細めて睥睨していた。

　石のように無表情だった顔に、俄にわかな嫌けん悪お感かんのようなものが浮かんでいる。

「……しぶとい。貴様の役目は終わったのだ。これからは我々が人を守る」

「守る？　奪うの間違いだろ？　俺はお前達とは違う」

「なにが違う。絶望に身を沈しずめ、奪う運命を受け入れた一族よ。命を狩かることを定められた貴様等と、命を狩ることを選んだ我々。そこにどれほどの違いがあろうか」

「分かってねえなホント。確かに俺はバリアント。樹を伐きるのが仕事だ。だが……絶望に縋すがり付いた覚えは一度だってない」

　地面に刺ささっていた剣けんの切っ先を引き抜く。

　僅わずかによろめいたアークの体をニキは慌あわてて支えた。アークはチラリとこちらに横目を送ると、耳元で「さんきゅ」と短く礼を述べた。

　高く掲かかげられた緋色の刃やいば。

　柄つかを握り込んだ拳こぶしを顔の前まで近づけたアークは、目を瞑つぶり、静かに唱える。

「───《断バちリ切アるン者ト》の血において誓ちかう。我等は命を繋つなぐ者。終わりなき生命の循じゆん環かんを謳う者。その信念、その誇ほこりに懸かけて。消えゆく命を慈いつくしみ、あるべき形へと還かえす」

「くだらん！　そのような誓いに何の意味があるッ？」

　ノットは再び声を荒あららげ、アークの言葉を遮さえぎるように腕を振ふった。

「結局は奪うばうしかないのだ！　そうでなければ奪われる！　駆く逐ちくされる！　貴様に我々の行こう為いを否定することなどできない！」

「いくらだって否定してやるさ。目の前の現実を受け入れて、殺すことを選んだお前等。理想を諦めずに、現実と戦い続ける一人の少女。俺の運命を真っ向から否定してくれた女。俺がどちらに肩かた入いれするかなんて───言うまでもない」

　アークの腕がそっと肩に置かれるのが分かった。

　迷いのない赤せき褐かつ色しよくの眼まな差ざしが、対たい峙じする男を真まっ直すぐに射い貫ぬく。

「───俺の希望ならここにある」

　心が柔やわらかく解ほぐされるような気がした。

　疑う気持ちも、情けない迷いも、一いつ切さいが消える。

　ニキはすぅっと深く深呼吸すると、剣の柄を握るアークの手に、自分の手を重ねた。

　求めた答え───そんなものは初めから探す必要なんてなかった。

　わたしが、ニキ＝ミスクライラが。

　彼の答えであり続ければいい───！

「戯たわ言ごとだ、アーカイルド＝テンゼン。その小こ娘むすめが貴様の希望だと言うのなら。希望もろとも絶望に沈め！」

　ノットが告げるのを合図に、三体の人形が動いた。

　両腕から突つき出た抜ぬき身みの刃を水平に構え、風を切りながら肉にく迫はくしてくる。

　……そのとき。

　ニキ達の背後から鮮あざやかな白色の光が溢あふれ出し、辺り一帯を染めた。







「なッ……!?」

　一いつ瞬しゆんで視界を覆おおう閃せん光こう。

　対峙していた人形たちまでもがヒタッと動きを止めた。

　どこからか漏もれ出す光は暖かく、心地ここちよい。

　ニキはその光源を追って、背後を振り返った。

　すると、そこに一人の幼い少女が立っていた。

『……この子の体を介かいして接せつ触しよくできるようにしておいたのは正解だったね』

　まるで繭まゆに包まれているかのように、光を纏まとうイリューネ。

　近くにいたティディ達も唖あ然ぜんとしていた。少女が見せる今までと違った雰ふん囲い気きもさることながら───その口から発せられる声こわ色いろにはどこか懐なつかしい響ひびきがあった。

「せ、先生……!?」

『久しぶりだね、ニキちゃん。三日ぶりくらいかな？　こうして勝手にイリューネちゃんの体を借りて話をするのはあまり気が進まないけど……今は時間がないから』

　その直後、ニキの髪かみを突とつ風ぷうが揺ゆらした。

　上空から漂ただよってくる旋せん律りつ。

　それに合わせて、風が渦うず巻まき、都市フィルファの上空に強大な竜たつ巻まきが発生する。

　アークを襲おそった時とは比ひ較かくにならない風の流動が、雲をも巻き込み、滞たい空くうしていた蟲の大群の動きを縛しばりつけた。

　そして───竜巻を突き抜けて現れた巨きよ大だいなぬいぐるみ。

　メルアリス＝フルブリースがその首筋に掴まるようにして、言こと霊だまを紡つむいでいた。

『あっちの体は詩を紡ぐだけで精せい一いつ杯ぱいだから。こっちはこっちでやらせてもらうよ』

　ニキとアークは顔を見合わせた。

　困こん惑わくする二人に、イリューネは優やさしげな微笑ほほえみを向ける。

『ニキ＝ミスクライラ。そしてアーカイルド＝テンゼン。今こそ我々に、その答えを示しなさい。あなた達が選び取った未来を紡ぎなさい』

　イリューネの───イリューネの体を介して語りかけてくるメルの声が、耳を心地よく撫なでた。

『霊れい樹じゆ《メルアリス》が捧ささぐ。過去から現在、そしてその先に紡がれる未来をあなた達へ託たくし───一筋の光をその手に』

　イリューネの髪と服が持ち上がるようにしてはためき、足元から光の波は紋もんが拡ひろがる。

　光に触ふれた瞬間、ニキの頭の中に大量の情報がなだれ込んできた。

　それは情景であり、音であり、肌で感じる空気であり……。




　この大地に無限に広がる森林。

　人々の営み。

　過去から現在へ至るまでの軌き跡せき。




　めまぐるしく移り変わる景色は高速で巡めぐり。

　そして───。




　青々とした草原に、二人の男女がたたずんでいた。

　太陽はわずかな白の煌きらめきを残し、風に流されて現れた厚い雲の層に隠かくされる。陽光は閉とざされ、やがて地上はくすんだ灰色の影かげに塗ぬり潰つぶされた。

『……また森が一つ死にました』

　背を向けるようにたたずむ女性が、沈んだ声で短く呟つぶやいた。

　草原を冷たい風が撫でて、彼女の明るい栗くり毛げが揺れる。

『大地が苦しんでいます。これ以上ないほどに。わたしはこれから失われたものの修復作業に移らなければなりません。……それはきっと多大な時間と力を必要とする行為でしょう。その反動で、深い眠ねむりに就つくことになるかもしれません』

　女性の背中を見つめながら、男性はその言葉を黙だまって聞く。

　赤い髪に、赤の衣ころもを纏まとい、背には布に巻かれた一振りの剣が背負われている。顔つきはとても優しげで、どこか儚はかなげで。細身ながらも、落ち着いた風格を感じさせた。

『眠り……ですか。それはどの程度の期間なのです？』

『分かりません。十年、二十年。もっと長い歳月かもしれない』

『それはそれは……。私としても眠れるお姫ひめ様を起こす王子役を演じたい気持ちは山々なんですが。果たして叶かなうかどうか。職しよく業ぎよう柄がら、老い先も短いですしね』

『後の事は全すべてメルに任せてあります。心配はないです。ないのですけど───』

　女性が振り返った。円つぶらな瞳ひとみは涙なみだで潤うるんでいる。

　彼女の泣き顔を目にして、赤髪の男性は驚おどろいたように目を剥むいた。

『あなたと別れるのは……とてもイヤです』

　震ふるえた声で告げて、男性の胸に飛び込む。

　細い肩を両手で抱き留めた男性は、複雑そうな表情でボリボリと頭を掻かいた。

『……《女め神がみ》。出会いというのはめぐり合わせです。たとえあなたが再び目覚めた世界に、私の姿がなかったとしても。あなたが独りになることなどあり得ない』

『違ちがいますッ！　あなたでなければダメ！　あなたでなければ……イヤなんです』

　涙を流す女性を、男性はしばらく無言で眺ながめていた。そこで優しい言葉をかけることもできたのに、彼は敢あえてそうしなかった。彼女が泣き止やむまで、黙もくして待ち続けた。

　やがて、涙を涸からした女性が顔を上げる。

　彼女は仏ぶつ頂ちよう面づらをして、男性を非難がましく睨にらみつけた。

『……こういう時は嘘うそでもいいから傍そばに居てくれると言うものではないのですか？』

　男性は誤ご魔ま化かすように苦笑いを浮うかべる。

『すみません。私、うまい嘘がつけないんですよ。自分に正直なもので』

『それがまず嘘です。まったく、ずるい……。あなたはいつもそうやってヘラヘラと笑って誤魔化すんですから。どうせわたしを苛いじめて楽しんでいるのでしょう』

『いやいや。邪じや推すいです。確かに怒おこるあなたは中々に可愛かわいいものですが』

　男性の何気ない一言に、女性は俯うつむいて頬ほおを染めた。

　その様子を穏おだやかな眼まな差ざしで見つめる彼は、掴つかんだ女性の肩を軽く押して自分から引き離はなす。それから片かた膝ひざを折り、背に担かついでいた剣を抜ぬき放った。

『な、なにをしているのですか……？』

『誓わせてください、《女神》よ。あなたの傍に私が居なくとも、私の意思が必ずやあなたを守り続ける。それは十年後も、百年後も、永遠に変わらない不変のもの。そして、予言してみせましょう。あなたは何度だって───私に恋こいをする』

　剣の切っ先を曇どん天てんにかざして、不敵な笑みを浮かべてみせる。

　女性は───わたしは。

　みるみるうちに自分の顔が熱くなるのを感じた。

『ご、傲ごう慢まんですッ。その物言いが！』

『そうですか？　当然のことを言っただけですけど』

『も、もし再びあなたと出会うようなことがあるなら、そのときはもっと紳しん士し的に接してほしいものですっ』

『それはどうでしょう。あなたとめぐり合うべくしてめぐり合う、わたしの意思を継つぐ者にもよりますかね』

　男性は乾かわいた笑い声を上げると、目を伏ふせて誓ちかいの姿勢を取った。

『捧げましょう、《女神》。あなたのために、この大地のために。あらゆる生命を慈しみ、我々が共に生き続けるために』

　雲が割れ、合間から差し込んだ光がわたし達を照らし出す。

　彼の口から紡がれる詩。

　それは永遠にして不変の───。







《断バちリ切アるン者ト》の血において誓う







「我は命の泉ハーツ・ロ・セ。消えゆく魂をリシユアル・ラ・飲み干しノウト・ガラク、永遠の円環を創りせし者ヤムデム・ラ・カルマ」

「全ての生命に折り合いを───」

「誓いと成してジエイアス・シ・その身に刻みセマ・イリユーア」

「滅ほろびから新たな誕生への循じゆん環かんを───」

「今、世界とメルア・我等をライラ・セル・繋ぎ留めるリ・クラウジア」







　アークが唱え、ニキが紡ぐ。

　忘れられた《断バちリ切アるン者ト》の詩。

　それらを丁てい寧ねいに拾い上げ、繋ぎ直すように。

「……揺るがぬ想おもい、ただ一点のみに乗せて」

「───一心不乱に打ち下ろすッ！」

　アークが両手で長剣ブロードソードの柄つかを握にぎり込み、大きく一歩を踏ふみ込んだ。

　掲かかげた剣けんの切っ先から緋ひ色いろの火柱が上がる。

　火柱は垂直に昇のぼり、途と中ちゆうで分ぶん岐きするように分かれて、大きく拡がった。

　その様相はまるで───枝葉を伸のばす大樹の生長を高速で見ているかのようで。
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　緋色の大樹の枝より《言ことの葉は》が舞まい散る。

　込こめられた想いは地上へと降り注ぎ、街中へ届き、誰だれもが足を止めて仰あおぎ見た。

「……行くぜ、ニッキー」

　ふと、アークが耳元で囁ささやいた。

　ニキはアークを見つめ返し……深く頷うなずいた。

　彼に全てを委ゆだね、しかし傍かたわらで支えるように。







『───終わりなき命の円環フエリングッ!!』







　二人の声が、想いが。

　重なり、一直線に振ふり下ろされた───。




　　　　６




　天に昇る緋色の大樹が弾はじけるように散ると、街全体を淡あわい光が包み込んだ。

　上空に停てい滞たいしていた無数の黒点は例外なく光の粒りゆう子しへと分解され、淡あわ雪ゆきのように地上へ降り注ぐ。光の雪が落ちた場所からは新たな緑が息い吹ぶき、一度は焼かれた大地を瞬またたく間に修復していく。

　学院の主しゆ塔とう───霊れい樹じゆ《メルアリス》の天てつ辺ぺんからその様子を見たアビ＝トランズフェストは、眩まぶしそうに天を仰ぐ。

「───命の円えん環かん。消えゆくものを弔とむらい、再びこの地へと還かん元げんする唯ゆい一いつにして無二の業わざ。たとえそれが、己おのれを蝕むしばもうとした害悪であったとしても。すべてを慈いつくしみ、やがて生まれる生命いのちへ繋げるために」

　手の平を上に向ける。

　そこに落ちた光の粒つぶを、キュッと握りしめた。

「……これが君達の示す答えかい？　街を襲おそった蟲むし共はきれいさっぱり片付けたくせに。それでも僕等を殺してはくれないんだね」

　やれやれと嘆たん息そくしたアビは、緩かん慢まんな動きで後ろを振り返った。

「行こうか、シムルヴァ。ここに留とどまる意味は薄うすい」

　すぐ後ろには、白はく髪はつの少女が両手の指を絡からませてたたずんでいた。

　シムは小鳥のように小さく首を傾かしげると、円らな瞳でアビを見つめる。

「もう……いいんですか？」

「教会は《祁ぎ凱がい虫ちゆう》の力を完全に失った。今の彼等は戦う術すべを持たない。復ふく讐しゆうするに値あたいしない相手さ。それに───」

「それに？」

「気付いたんだ。これは彼等の示した答えであって、僕のものじゃない。僕の答えは誰かから与あたえられるものでもなく、僕自身で探し出さなきゃいけないものだって。幸いにも、僕には一いつ緒しよに同じ道を歩んでくれる女ひ性とがいる。わざわざ別の奴やつの生き方に頼たよらなくとも、それだけで充じゆう分ぶんさ」

　黒衣の裾すそを鮮あざやかに翻ひるがえし、アビは光で溢あふれる街の光景に背を向ける。

　その口元には彼らしい、不敵で不気味な笑えみが生き生きと躍おどっていた。

「はい、神父さまっ。あなたとならばどこまでもっ♪」

　シムはぴょこんと跳はねると、歩き出すアビの腕うでに飛びつく。

　アビは笑みを絶やさないままに丸まる帽ぼう子しを深くかぶり直した。

　……これで終わりだとは思っていない。

　全てに納なつ得とくがいったわけでもない。

　だけど。

　何な故ぜだか今は、不思議と高こう揚ようした気分だった。

「……さて。次の行き先はどこにしようか？」

「なんだかこうしていると新しん婚こん旅行みたいですねっ♪　あたしは食べ物がおいしい所に行きたいですっ。新しん鮮せんな食材が手に入れば、神父さまに手作りのお弁当が振る舞えますし」

「おいおい。意気込みは結構だが、また手料理に自分の血とかを混ぜるのは勘かん弁べんしてくれよ───……」




　　　　７




　淡雪のように降り注ぐ、微び細さいな光の粒。

　空気中に溶とけ込むようにして、三つの異い形ぎようが体の中心から融ゆう解かいしていく。

　無表情だった白髪の少女の顔が───フッと微笑ほほえんだ気がした。こちらを見つめる彼女の口が、消える直前に無音の言葉を紡つむぐ。

　───ありがとう。

　それだけを言い残し、人形たちは完全に光へと還かえった。

「……さよなら」

　惜おしむように、微かすかな声で別れを告げる。

　決して涙は見せない。泣くことは自分に感謝しながら逝いった彼女たちに対して、とても失礼な行こう為いだと思ったから。

　光が天に昇り、やがては新たな生命として芽め吹ぶくまで、ニキはその様子をジッと見つめていた。

　不意に隣となりを仰ぐと、アークも同じ光景を眺ながめていた。

　こちらの視線に気づいた彼が、振り向く。

　交かわす言葉はない。

　二人はただ重ね合ったお互たがいの手を強く握り、無言で光に溢れる空を仰いだ。

「───バカな……!?　たったの一いち撃げきで……こんな……」

　と。

　驚きよう愕がくしたような男の声が、上方から響ひびいてきた。

「おいおい、大司教！　なんかメガクソやべぇ感じだよ！　オレの腕が元に戻もどってやがるッ！　どういうこったよこりゃ!?」

「……あたしも。喉のどとかフツー」

　大司教に随ずい伴はんしていた二人の司教も驚おどろきを隠かくせずに騒さわぎ立てる。

　彼等の、ガラス片へんを集めて作られたような十字クロスの右腕、そして不気味な不協和音を奏かなでる喉は、一いつ般ぱんの人間のソレへと戻っていた。

　ノット＝フィクスは途と方ほうに暮れたようにただただ立ち竦すくむ。

　たったの一振りで全ぜん滅めつした戦力。

　いや、厳密に言えば全滅したのではない。

　分解された生命いのちは光として降り注ぎ、この地で新たな芽吹きを迎むかえる。

「俺は……知らない。なんだこれは。一体なんなのだッ!?」

「───《断バちリ切アるン者ト》の業。死を弔い、魂を救い、生命いのちを繋ぐ。既すでに忘れられたはずの、彼等の技術の結けつ晶しようだよ、ふぃっくん」

　カシャリと。屋や根ねが瓦わらを踏みしめる小さな足音がした。

　いつの間にか司教達の隣へと降り立ったメルアリス＝フルブリースは、足を止めて空を見上げる。

「失われた業は、今このとき、この地にて、再び結実した。思えば、彼等が『断ち切る者』と呼ばれ始めたキッカケってなんだったんだろうね。本来の彼等の役目は、そんなものとは全く真逆の意味を有していたというのに」

　芽吹く緑、再生されてゆく大地。

　その光景を見届けるメルは、静かな声で続ける。

「何かを奪うばうことでしか、生きられない。ボクはそんな君達を憂うれい、その暴挙を少しでも抑おさえるため、今の大陸文明を作り出した。……でも、それじゃダメだったんだ。上から押さえつけようとしても、対立しか生まない。ボクのやり方は間ま違ちがっていた」

　未いまだに呆ぼう然ぜんとしているノットに顎あごを向けて、

「本当は簡単なことなんだよ。ボク達が互いを尊重し、手を伸ばし合えば、命の円環は崩くずれることなく永遠に廻まわり続ける。彼等はその当たり前のことを、改めて証明してくれた。ボクに思い出させてくれた。……君はどうかな、ふぃっくん？」

　ノットは憎にく々にくしげにメルを睨にらみつけると、深く息を吐はいた。

　取り乱した様子を顔面から消して、冷たい眼まな差ざしで改めて彼女を見み据すえる。

「……我々の意思は潰ついえない。世界を人の手に取り戻すその日まで」

「うん。今はそれでいいよ。でも、気が向いたらいつでも相談に来て？　ボクはいつまでも待ってるから」

　メルの返事を鼻で嗤わらった彼は身を翻す。立ち竦んでいる司教達に「行くぞ」と短く命令すると、足早に歩き出した。

　司教達も一いつ瞬しゆんだけ不服そうな顔をしたものの、大人しく彼の後に従った。

　彼等が去ったのを確かく認にんしたメルは、民家の屋根から身軽に飛び降りる。

　固かた唾ずを呑のんで様子を見守っていたニキ達の隣にスタッと着地した。

「……二人とも。ご苦労様。よく頑がん張ばったね」

「先生。彼等を行かせてよかったんですか？」

「んー。まあ上からは色々と文句を付けられるかもしれないけど。今の彼等は戦う術すべを失ってるし、様子見という形でいいんじゃないかな。こっちだって進んで戦争がしたいわけじゃないしね」

　メルは肩かたを竦めながら、出し抜ぬけに笑えみを零こぼした。

「全すべてが全て。君達のおかげだよ。ありがとう」

　ペコリと頭を下げるのと同時に、遠くの方から聞き覚えのある旋せん律りつが漂ただよってきた。

　以前にシュレイドを守った時と同じく、大地に根付く木々たちが奏でる感謝の言こと霊だま。

　大自然はいつでもわたし達を見守ってくれている。

　その証明をするかのように。

「……ババア。あのとき、脳に流れ込んできた映像。ありゃテメェの仕し業わざか？」

　ニキに支えられていたアークが、覇は気きのない声で訊たずねた。

　メルは顔を上げて、惚とぼけたように首を傾かしげた。

「さあ。ボクはただ示しただけだよ。過去から現在、これまで大地が描えがいてきた軌き跡せきを。その中で君達は、失われたバリアントの詩を繋つなぎ合わせた。君達が何を見たのか───ボクはし～らないっ」

「はァ!?　ふざけんな！　ありゃ確かに俺の親父おやじと───」

　言いかけた矢先。

　……ぐぅぅぅぅ～～～っと。

　背後から低い地鳴りみたいな音が響いてきた。

　怒ど鳴なり散らしていたアークは言葉を止めて、白けたように目を半開きにする。

「───イリューネっ！」

　ニキの喜びの声と共に、小さな体が並び立つ二人にバフッと抱だきついた。

　目覚めたイリューネは、いつもの幼げな彼女に戻っていた。甘えるように頭を擦こすりつけると、深緑の瞳ひとみがついと向けられる。

「にき、あーく。めし」

　可愛かわいらしい声がそう告げるや否いなや、小さなお腹なかがまた不満げな音を上げた。

　ニキは思わず声を立てて笑ってしまった。アークもばつが悪そうに頭をボリボリと掻かいて溜ため息いきを吐く。

「……とりあえず。誰だれかこいつの腹を黙だまらせてくれ」











　エピローグ




　───つい先日、教会側から和解の願い出がありました。

　国家連合上層部はこれを受理。以後、我々は教会との協力体制を築いていくことになります。

　彼等の主張を聞き入れるならば、今の大陸の在り方も大きく変わることになるでしょう。

　それはおそらく長く険けわしい道のり。

　新たな対立も生まれてしまうかもしれない。

　でも……立場は違えど、我々と彼等の目指す道は一緒だと思うから。

　君達にはその架かけ橋はしになってほしい。

　自然と人間、その両方を繋ぐ架け橋。

　それこそ───ボクたち霊れい樹じゆ師しが存在する意味だと思うから。




　学院にいる全ての霊樹師、全ての霊樹師候補生を集めて行われた特級霊樹師マスターフルブリースの演説は、滞とどこおりなくその言葉で締しめ括くくられた。

　僅わずかに騒そう然ぜんとはしたものの、異論を唱える者は皆かい無むだった。皆みなが皆、決意を固めた表情をして、学院主しゆ塔とう付近に設けられた大講堂を後にする。

　彼等の本当の戦いはこれからなのだ。

　自然保護に偏へん重ちようし、一部の権力者の利益獲かく得とくに利用され続けた大陸法は、ここにきてようやく見直されることになるだろう。

　果たして、人間と自然とは互いを尊重しながら真に共存の道を歩めるのか。

　それは偏ひとえに、彼等の力に懸かかっている。







「ニ～キお姉ちゃんっ！」

「ひあっ!?」

　大講堂から廊ろう下かに出たところで、ニキは後ろからエイミィに抱きつかれた。考え事をしていたため、不意打ちに甲かん高だかい声を上げてしまう。

　エイミィは気にも留めずに、恍こう惚こつとした表情でニキの背中に頬ほおずりをした。

「うへへへぇ……ニキお姉ちゃんの体はやっぱり柔やわらか柔らかですよいたたたたたたたたたたたッ!?　またですか、アグカルト先せん輩ぱい！　私とニキお姉ちゃんの仲を邪じや魔ましないでください！」

「いい加減にするのはアンタですわ、うすのろエミリア。女同士でベタベタと気色悪い」

　エイミィの頭を鷲わし掴づかみにしてニキから引き離はなしたティディは、面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らした。

「学生のアンタはお気楽でいいですわね。難しいことなんて何も考えなくていいんだから」

「ぶぅ。そういうアグカルト先輩もまだ学生じゃないですかっ」

「学生である以前に、わたくしは霊樹師ですわ。これからデディウンに置かれた各聖堂の司教とコンタクトを取るという、大事な使命がありますの。あー、大変な仕事があると憂ゆう欝うつですわー。とりあえず、デディウンの実家で待機している召めし使つかいのオドガーに迎えに来るよう連れん絡らくは入れましたけど」

　そういうティディは、難しい仕事を渋しぶるというよりも、霊樹師の資格をまだ持たないエイミィに対して自じ慢まんをしているというような感じで首を振ふっていた。さらりと実家が召使いを雇やとえるほど金持ちであるアピールも忘れずに。

　第二級霊樹師ティディ＝アグカルトは、これから学院をしばらく離れ、デディウンにある教会の施し設せつと国家連合間の橋はし渡わたし的な役に就つくことになっている。デディウンは彼女の故郷であるということも大きかったが、本人は重大な任務を与あたえられたと専もつぱらやる気だった。昨晩も、夜よる遅おそくまで学友たちに自慢話を語って聞かせていたようだし。

「ふんっだ。私だってすぐに霊樹師になって、アグカルト先輩を追い抜いてやるんですから。そしたらアグカルト先輩は私のお茶くみにでもしてあげますー」

「……調子こいてるとマジで殴なぐりますわよ、うすのろ」

　エミリア＝レルフはまだ資格を持たない学生ということで、引き続き学院で勉学に励はげむのだろう。彼女だけじゃない。学院に在ざい籍せきする全ての霊樹師候補生が、将来的に人と自然とを繋ぐ重要な役割を担になうことになる。

　その意味では、二人とも立派な目標があると言えた。

「ニキお姉ちゃんはこれからどうするんですか？」

「……えっ？」

　唐とう突とつにエイミィに訊ねられて、ニキはビクンと肩を震ふるわせた。

　自分がこれからどうするのか。まだ決まっていないことだった。

　他ほかの霊樹師たちは皆がそれぞれ、未来の大陸を作り上げるための任務を与えられたというのに───特級霊樹師マスターフルブリースは、何故かニキだけには何も言い渡さなかったのだ。

「野暮なこと訊ききますわね、エミリア。この女はアレですわ。わたくし達が忙いそがしく働いてる間に、どうせ例の赤毛といちゃいちゃしやがるのでしょ」

「ティディ!?　何言ってるの!?」

「むきーっ！　私以外の人間がニキお姉ちゃんといちゃいちゃするなんて許せません！」

「エイミィも！　そんなこと絶対にしないから！」

　ニキが必死に否定するも、ティディは全く聞く耳持たずの様子だった。

「あれだけ人前でノロけておいて、今さら『そういう関係じゃない』なんて言わせませんわよ。ほら、吐きなさい。あの男が好きなんでしょ」

「すッ───!?　それはッ、その……えっと……」

　好き、と。

　ニキは極小の声量で顔を真っ赤にしながら呟つぶやく。

「……ぺっ」

「なんで唾つばを吐くの!?　言わせたのはティディじゃない！」

　好きと言っても、あくまで友人としての好きだ。

　……うん、たぶんそう。そうに決まってる！

　ヤダヤダと首を振るティディに言い訳をしていると、エイミィがやけに大人しいことに気付いた。いつもの彼女ならショックを受けるとか怒おこるとかしそうな話の流れなのに、今は口元に手を当ててなにやら考え込んでいる。

「……でも。あの赤毛の人、もう出立しちゃいましたよ？」

　不意に告げられた一言に、騒さわいでいたニキとティディの動きが止まった。

「…………は？」

「ですから。あの人が荷物をまとめて学院の廊下を歩いてるの、見かけたんです。たぶん街を出て行く前に、特級霊樹師マスターフルブリースから報ほう酬しゆうを受け取るため立ち寄ったんじゃないですか？　私が見る限りではそんな感じでした」

　ニキは唾を飲み込んだ。

　この街を出て行く？　そんな話は聞いていない。

　少なくとも、今朝までは普ふ通つうに家にいたはずなのに……。

「ちょっと！　ニキ＝ミスクライラ!?」

「ニキお姉ちゃん!?」

「ごめん、ティディ、エイミィ！　用事を思い出したの！」

　驚おどろいて目を丸くする二人に背を向けて、ニキは廊下を走り出した。




　入り組んだ通路を何度も曲がり、玄げん関かんホールへと辿たどり着く。

　そこで、三つの人ひと影かげを見つけた。

「アーク！　イリューネ！」

　人影のうちの一人はメルアリス＝フルブリースだった。対面する相手に小こ袋ぶくろのような物を受け渡していた彼女は、駆かけてくるニキに気付いて振り返る。

　メルから小袋を受け取った赤せき髪はつの青年、そしてその隣となりに立っていた幼い少女も、ピクリと反応を示した。

　二人は長旅に備えたような恰かつ好こうをしており、大きな荷物の袋を担かついでいた。

「……ニッキー？」

「アーク！　なにやってるんですか!?　どうしてわたしに何も言わず……二人だけでどこかに行こうとしてるんですか！」

　ようやく追いついたニキは、歩調を緩ゆるめて、肩かたで息をする。

　アークは少し面めん倒どうそうに眉まゆをひそめた。彼としては、ここで見つかったのは誤算だったのだろう。

「傷も癒いえた。報酬も今、受け取った。これ以上ここに留とどまる用事はないからな」

「そうじゃなくて！　どうしてわたしを───！」

「ニッキー」

　叫さけぶニキの言葉をアークの落ち着き払はらった声が遮さえぎった。

「ここはお前の故郷。帰るべき場所だ。それでなくとも、お前はこれから新しい大陸を作るために色々と大おお忙いそがしだろ。なあ霊樹師さま？」

「話を逸そらさないでください！　それとあなたが街を出ていくことは関係ないはずです！」

「関係あるさ。俺はバリアント。お前達とは役目を異にする者だ。お前等がお前等でやらなきゃならないことがあるように、俺には俺を必要とされる場所がある」

　国家連合と教会が和解したとはいえ、人と自然が完全に分かり合えたわけじゃない。

　自然を過か剰じように殺し続ける人はやはりいるだろう。それと同様、自然が人を殺すことも、避さけられない事実。

「俺の……いや、違ちがうか。俺達の役目が終わることなんてあり得ねえ。俺達は生き続ける限り、自分にできることを探し、実行しなきゃならん。お前が人と自然を繋つなぐなら。俺は生命いのちと大地を繋ぎ留める」

　アークの手が、ニキの頭に置かれた。

　彼と出会ってから、何度こうして宥なだめられただろう。その度たびにドキドキしたり、顔に火がつくほど恥はずかしい思いをした。

　でも……今はそんな感情も湧わかない。

「アーク……。わたし達は背中合わせじゃなかったんですか？　あなたの答えを探すのを手伝わせてくれるって。ずっと傍そばにいるって。あのときの言葉は───」

「嘘うそじゃねえよ」

　ハッキリとした断言が、ニキの言葉を継ついだ。

「俺はお前から、答えをもらった。希望をもらった。俺はまだそこに辿り着けていないのかもしれないけど。それでも、充じゆう分ぶんすぎるものをお前からもらった」

「それなら───！」

「だからこそ。お前が求めていた道を進むのを邪魔したくない」

　赤衣が翻ひるがえる。

　背を向けたアークがイリューネの手を引いた。イリューネは迷うようにニキを振り返ったものの、やがてそっと目を伏ふせて、彼の先導に従った。

　二人は玄げん関かん口ぐちへと歩み出す。

「歪ゆがんだ大陸の常識。お前はそれをずっとどうにかしたいと悩なやんでいたんだろ？　だったら、その想おもいを簡単に忘れるな。お前はお前で、望んだ未来を精せい一いつ杯ぱいに目指せ。俺はお前がいつかそれを作ってくれるのを見守りながら───俺の役目を果たし続ける」

　ヒラヒラと手を振りながら、扉とびらを潜くぐる。

　その軽い一挙一動が、憎にくらしいほど自分のよく知ったアーカイルド＝テンゼンだった。

「またな、ニッキー。この広い世界の、どこかで」

　外から差し込む光の先に消えていく、彼等の後ろ姿。

　ダメだ、行ってしまう。

　でも、何を言ったらいいのか分からない。

　どう引き留めればいいのか分からない。

　……そのとき。

　ニキの背中をトンっと押すものがあった。

「……先生？」

「行ってきなさい、ニキちゃん」

　ニコニコと笑うメルが、優やさしい声でそう言った。

「でも……先生……」

「こっちのことなら大だい丈じよう夫ぶ。ニキちゃんがいなくても、みんなが頑がん張ばってくれるから。……ずっと一いつ緒しよにいたいと思ったんでしょ？　彼等と共に生きたいと。なら、迷っちゃダメだよ。君は君の信じた道を───行きなさい」

　ニキは放心したように、彼女を見つめ返した。

　でも、すぐに迷いは晴れて。

「───はいっ！」




　光に向かって踏ふみ出す。足取りは軽い。

　不安はあるけど、恐こわくはなかった。

　後ろは振ふり向かない。その必要はない。

　彼等と歩む道の先にこそ、わたしが求めた未来が必ずあると。

「待ってくださいっ。アーク、イリューネ！」




　そ　う　信　じ　て　い　る　か　ら　。








　あとがき




　一巻のあとがきで「六ページも書くことなんてないよ～」とか女め々めしい泣き言を言っていたら、「今回のあとがきは十ページでお願いします」と前回の恐きよう怖ふをあざ笑うかのような指示を担当さまからいただきました。どうも小こ山やまタケルです。

　少ないページしか貰もらえなくて嘆なげいている作家さんはたくさんいると思いますが、多く貰って嘆いている贅ぜい沢たく野や郎ろうは僕くらいなものでしょう。自分を語ることが苦手な僕にとって、この「あとがき」というものはかなりの強敵なのです。ただ、自分という人間を読者の皆みなさまに知ってもらえる絶好の場でもあるので、はりきって語っていきたいと思います。




　というわけで『緋剣のバリアント』の二巻です。

　今まで続きものなんて書いた経験がなかったので「初経験なの……」というピュアな心でお送りしております。……なにか別の意味に聞こえてしまった人はきっと気のせいです。エッチなのはいけないと思います！（白目）

　えーと、すみません。

　さっそく、作品の内容から触ふれてみます。







　物語全体についてのお話。

　一応、この物語は今回で完結の扱あつかいとなっております。

　とにかく頭の中にあった設定、構想などをありったけ引き出し、文面に乗せたような感じです。なので、要素を詰つめ込こみすぎて分かりにくいところとかありましたら非常に申し訳ないです。その分、書きたいことは全部書き切れたと思います。

　まさか「植物幼女を書きたい！」という単純な衝しよう動どうから、ここまで話が広がるとは考えてもいませんでした。

　ファンタジーを読んだり書いたりするのは前々から大好きなんですけど、最後まで一つの物語を書き進めて完結させるという作業はあまりやったことがなかったので、今は胸を占しめる達成感にワナワナと震ふるえている真っ最中です。

　この本を手に取り、最後まで目を通してくださった皆さまには、感謝の気持ちでいっぱいです。バリアントの秘密や、主人公アークの目的、そしてニキの恋こいの行方ゆくえなど、一巻では触れられなかった部分に触れているので、少しでも楽しんでいただければ自分にとってこれほどの幸せはありません。







　キャラクターのお話。

　二巻に登場した新キャラクターについて、ネタバレしない程度にお話ししてみたいと思います。




○メルアリス＝フルブリース

　俗ぞくにいうロリババアです。以上。

　……というのはあんまりなので、もう少し深い設定を。

　実をいうとこの子、最初はロリではありませんでした。もっと大人びた外見の、年上お姉さんを構想していました。

　なぜロリになったのかといいますと。




　───イラストのマニャ子さんが書くイリューネ（幼女）が可愛かわいすぎたから。




　はい、それだけです。すみません。

　心の中で「もっとロリを！　我はロリを欲ほつする！」と叫さけびながら書いていました。今、携けい帯たい電話に手を掛かけた人。通報だけは勘かん弁べんしてください。

　そんなこんなでアホな経けい緯いがあったりするのですが、物語的にはこの子が一番の鍵かぎになっているんじゃないでしょうか。




○エミリア＝レルフ

　百ゆ合りキャラです。以上。

　ごめんなさい、真ま面じ目めに話します。

　担当さまから「もっと女の子を増やして」とアドバイスを受けたので、学院の雰ふん囲い気きを伝えられるようなポジションに立たせつつ、コミカルな場面もこなせるフットワークの軽いキャラとなりました。

　正直、この子とティディがおバカな掛け合いをしているのが、書いていて一番楽しかったです。主人公たちは少しお堅かたいキャラクターだったので、あまりはっちゃけた掛け合いはできませんでしたし。




○ノット＝フィクス

　敵キャラです。

　今回、色々とおしゃべりしちゃっている大司教さま。

　彼こそが、この作品の敵対集団である《教会》の本質であります。

　行き過ぎた部分こそあります。しかし、私し利り私し欲よくに走る主人公サイドの上層部より、ある意味で正義のヒーローやっていたりやっていなかったり。

「なにが正義か？」というテーマは本当に難しいです。







　世界観、設定についてのお話。

　植物っぽい女の子を書きたかった衝しよう動どうが始まりのこの作品。もっとも苦労したのが、ファンタジーとしての設定を固めるところでした。

　その世界に生きる人々の生活様式、価値観、組織や国の相関など、なるべくリアルに見えるように細かい部分まで気を配らなければならないのでとても大変です。

　実際、一冊の本として出してしまった今現在も、どこかでボロが出ているのではないかとビクビクしています。

　世界観とは違ちがうのですが、設定を色々と作る中で地味に考えるのに苦労したのは、ニキが唱える呪じゆ文もん『森の言こと霊だま』だったりします。

　基本的に呪文のルビは思いつきで書いてますが、微び妙みように法則性があって、メモを片手に四し苦く八はつ苦くしていました。

　もし「なにもすることがなくて暇ひまだ！」みたいなことがありましたら、この呪文の微妙な法則性を探してみるのもいいかもしれません。本当に微妙なんですけど。







　さて、ここまで作品について長々と語ってみましたが。

　なんと、まだまだページが余っています。

　どうしましょう。困りました。早くも書くことがない状態です。

　二巻目にしてあとがきのネタが底をつくという、驚おどろくべき人間としての浅さに、自分でも戦せん々せん恐きよう々きようとしております。

　本来なら自分の身の回りについて語るのが適切なのでしょうが、あいにく僕の人生はライトノベルの世界とは違って平へい凡ぼんな毎日の連続です。

　最近身の回りで起こったことといえば、二歳になる姪めいっ子に顔面ア●パンチをくらって本気で身み悶もだえたことと、五十歳になる父親がデパートの女子トイレからすっきりした顔で出てきたところを目もく撃げきしてしまったことくらい。

　ロマンスの神様に救難信号を送りたいくらいの平へい凡ぼんっぷりです。他に誰だれも見てなくてよかったね、父さん。







　そろそろ謝辞の方を。

　この作品を書く上で、もっともお世話になった担当さま。最後まで明後日あさつての方向に迷めい走そうしまくっていた小山を辛しん抱ぼう強づよく導いてくださり、ありがとうございます。

　小山が困ったときには優しくアドバイスをくれ、小山が酔よった勢いで年とし甲が斐いもなくはしゃぎ始めたときには大人の対応で諫いさめてくれる、的確な手た綱づなさばき。担当さまには頭が上がりません。いやもう本当にお酒は控ひかえますので。勘かん弁べんしてください。これからもよろしくお願いいたします。

　今回も素晴らしいイラストを描かいてくださったマニャ子さま。マニャ子さまの描くキャラクターたちには、内容を書き進めるうえでも大変お世話になりました。

　特にヒロインの制服はどんな感じにすればいいのかすっかり迷走してしまって、あがってきたイラストを参考に描びよう写しやを書きなおしたくらいです。小山の夢であった「植物系女子」を形にしてもらったことに関しては、あまりの感動で感謝の言葉もございません。本当にありがとうございました。

　ご挨あい拶さつの折に激げき励れいの言葉をかけてくださった先せん輩ぱい作家の先生方。同じ悩なやみを分かち合い、親身になって話を聞いてくれる同期の先生方。この場をお借りしてお礼を申し上げます。




　そしてなにより。

　この本を手に取ってくださった皆さま。

　褒ほめられた出来ではない拙せつ作さくに最後までお付き合いいただきまして、本当にありがとうございました。




　平凡な僕ですが、新しん参ざん者ものながらこの世界に入ったことで、たくさんの方々とご挨拶させてもらえる機会に恵まれました。

　今までは周囲に隠かくれてコソコソと書いていただけに、同じ境きよう遇ぐうの人が身近に増えるというのはまさに夢のようなことです。

　先輩作家の先生方にお会いしたときは「本当に中の人がいたんだ！」と、ものすごく失礼なはしゃぎ方をしてしまったほどです。いや、お恥はずかしいです。皆さんもぜひ覚えておいてください。中の人は本当にいるんですよ（真顔）。

　ともあれ、本気で何かに打ち込み、その世界で働けるということは、とても素晴らしいことだと改めて実感しました。

　この感動を忘れずに、日々精しよう進じんを積み重ねたいと思っております。







　次の作品をなるべく早くお届けできるよう努力いたしますので、そのときにはまたお付き合いいただければ幸いです。

　次はどんな話を書くことになるのでしょう。

　コメディ？　バトル？　それとも懲こりずにファンタジーでしょうか。

　内容どころかジャンルも未定ですが、担当さまに相談してどのような方向性のものがよいのか模も索さく中でございます。

　個人的にはもっとハートフルな内容のものにしていけたらいいな、とか思ってみたりみなかったり。




　それでは、また次の物語でお会いできる日を願いつつ。





小山タケル













緋ひ剣けんのバリアント　２
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